
現 場 説 明 書 
                         
                                               横浜市教育委員会事務局教育施設課 
 
１ 件       名    矢部小学校仮設教室賃貸借 

 
２ 履 行 場 所    横浜市戸塚区矢部町1698番地 

 
３ 賃貸借概要     設計書、図面のとおり 
                  ※ 建物・設備の設置費 

（１）構造・規模    プレハブ造 ２階建 

（２）教 室 数    図書室 普通教室（２室）等 
（３）そ の 他     昇降口、トイレ、階段等 

                   渡り廊下 

 
４ 配 布 図 書   （１） 設  計  書 

（２） 図      面 

（３） 矢部小学校仮設教室賃貸借仕様書 

（４） 室内空気中の化学物質の抑制に関する特記仕様書 

（５） 現場説明書 

 
５ 設 置 工 期    契約締結後  令和７年３月18日 まで 

 
６ 予定賃貸借期間   令和７年４月１日から令和11年３月31日 まで 
 
７ 契約履行上の特別条件 
                 （１）支払いについて 
                     別紙賃貸料の支払い割合のとおり。 
                 （２）設置、解体上の安全について 
                     安全については特に注意し、その対策を完全に行う。             

                    関連詳細については、８の各項目に留意すること。 
                （３）各種下請け業者（専門業者）について 
                     電気設備・衛生設備は，仮設教室賃貸借契約に含む。なお、市内   

                   業者の優先使用を配慮すること。 
 
８ 現場状況及び関連事項 
（１） 工事の施工にあたって、設計書等に記載してある事項以外で特に必要な事項につい 

ては、横浜市建築局建築工事特則仕様書、公共建築工事標準仕様書「建築工事編」「電

気設備工事編」「機械設備工事編」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）及び建築

基準法、建築事業関係法令、安全衛生公害関係法令、その他関係法令に準拠する。 
（２） 工事着手にあたり、搬入路・近隣道路・擁壁・周辺及び当該敷地内の構造物、埋   



    設物等を十分調査のうえ、その状況を本市職員に報告するとともに、問題のある場   

    合はそれらの保護または適切な措置をする。 

（３）グランドは、学校や地域の各種行事で使用するため、工事ヤード等の設置にあたって

は、学校と十分調整を行うこと。 

（４）工事に伴って発生が予想される騒音・振動等については、特に配慮し、学校と事前 

に調整する。 
（５） 仮設計画及び工程については、本市職員と十分打合せを行い、工事の安全と工程   

     を遵守し作業を進める。 
（６） 工事中、道路など既設物に損傷を与えた場合は、直ちに応急処置を講ずるとともに、

本市職員に報告し、工事完了までに賃貸人の負担で原状回復する。 
（７） 仮設搬入路の確保に際し、支障となる遊具等の移設及び撤去は本契約に含む。 
（８） 登下校時間は、資材搬出入を行わない。 
（９） クレーン作業時には必ず誘導員を立てるとともに、他作業時にも作業箇所の周囲   

     は、児童生徒の立ち入りを遮断するよう安全対策を講じる。 
（10） 工事現場内は、常に整理整頓し、災害事故等の予防対策には万全を期すること。 
（11） 飲食・更衣・トイレ等については場所を指定するとともに、消火用水等を 常備する。 

  敷地内は禁煙とする。 

 (12)  発生材（産業廃棄物）の処分については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

    を遵守し適正に処理し、マニュフェストの提出を行う。 

 (13)  工事用仮設電気・水道は，学校の了解を得たうえで使用すること。なお、学校敷   

     地以外で新たに引き込む場合は、その手続きを含め実施すること。 
 (14)  工事写真は、営繕工事写真撮影要領を参照し、工程段階毎に入念に撮ること。特に、

隠れた部分の写真がない場合、破壊検査・復旧を命ずることがある。その費用は賃貸

人の負担で行う。 
 (15)  工事の施工に際し、関係者と十分な連絡をとり、また関係官庁への届け出を必要   

     とする場合には遅滞なくこれを行う。ただし費用は賃貸人の負担とする。 
（16） 別添の方法により揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指 

    針値以下であることを確認し、賃借人に報告すること。 
       なお、測定結果が指針値を超える場合には、原因の究明に努めること。 
 (17)  その他、不明な点は事前に本市職員に連絡し、指示を受けること。 
 
９  担      当    教育委員会事務局教育施設課  福谷   ℡ 045-671-3258 
 
 



矢部小学校仮設教室賃貸借仕様書 

横浜市教育委員会事務局教育施設課

  
 １ 委託内容及び履行期限 
   仮設教室施工（法的手続きを含む）および仮設教室賃貸借業務 
   契約締結日から令和 11 年３月 31日まで 

２ 履行場所 
  横浜市戸塚区矢部町 1698 番地 
３ 契約条件 

仮設教室使用期間 令和７年４月１日から令和 11 年３月 31日まで 
契約期間を超えて、横浜市が引き続き仮設校舎の賃貸借が必要と判断した場合は、賃貸借機関の

延長について、別途協議を行う。 
４ 適用範囲 

当該工事にあたっては、本仕様書及び設計書、図面、現場説明書に記載してある事項による。 
それらに記載されていない事項については、市と協議し決定します。 

５ 施工前協議 
施工前に、施工計画書を市に提出し、市と協議を行うこと。 

６ 施工体制等 
工事に際しては、関連法令等を遵守した上で施工管理体制を確立し、仮設計画、工事工程等につ

いて協議を行い、工程管理、安全対策、品質の確保等を適切に行わなければならない。 
工事搬入経路を確保するために必要な工事、工事に伴う土木事務所、警察等への手続きは本契約

に含む。 
また、工事車両の通行は、事前に近隣住民に周知し、トラブルのないよう努め、周辺住民等への

工事説明会開催時等には必要な書類を作成し同席すること。 
 ７ 疑義 
  工事内容に疑義が生じたときには、市と協議を行い決定すること。 
 ８ 安全対策 

工事施工中の安全確保に関しては、関係法令を遵守し、「建設工事公衆災害防止対策要領」に従

い、工事の施工に伴う災害の防止に努めなければならない。また、工事に際しては、児童及び近隣

住民の安全を確保すること。 
９ 施工計画 

 （１）一般共通事項 
ア 事前現場調査  ■可  □不可 
イ 官公庁その他への届出 □市  ■受注者 

 （２） 仮設工事 
ア 現場事務所   ■要  □不要 
イ 工事用仮設トイレ  ■要  □不要 
ウ 工事用水   ■支給  □受注者負担 
エ 工事用電力   ■支給  ■受注者負担 

※ コンセントからの使用程度であれば、支給となりますが、電気容量の大きい機器等を使用する場合は、別

途、仮設電源を引く等、対応をお願いします。 



 
 

オ 仮囲い   ■要  □任意（受注者が安全を確保） 
カ 交通整理員   ■要  □任意（受注者が安全を確保） 

 10 引渡検査 
（１）受注者は工事が完了したときは、必要な許認可手続を経たうえで、その旨を市に通知しな 

ければならない。 
（２）市は完了の通知を受けたときは、すみやかに確認の検査を行う。検査に合格しない場合、 
 受注者はその責において直ちに手直しを行い、再検査を受けるものとする。 
（３）検査に合格したときは、市はすみやかに引渡しを受けるものとする。 
（４）受注者は引渡し前に建物の内外にわたり十分に清掃を行うものとする。 
（５）引き渡しに際し受注者は、完成図、維持保全に関する資料、引渡し品（貸与品）、目録、 

諸官庁届出書、その他必要書類を市に提出する。 
12 維持管理 

受注者は、賃貸期間中、必要な修繕義務を負い、保守点検を行うものとする。市は物件を注意し

て維持管理する義務を負う。各々費用負担する事項については次のとおりとし、その以外の事項に

ついては、その都度協議により決定する。 
（１）公租公課  □市  ■受注者 
（２）火災保険  □市  ■受注者 
（３）法定点検  ■市  ■受注者 
（４）各種消耗品     ■市  □受注者 
（５）電気料金  ■市  □受注者 
（６）ガス料金  ■市  □受注者 
（７）上下水道使用料     ■市  □受注者 
（８）清掃   ■市  □受注者 
（９）セキュリティ     ■市  □受注者 
（10）保守点検  ■市  ■受注者 



室内空気中の化学物質の抑制に関する特記仕様書 

 

１ 建築材料等の使用制限の原則 

建築材料等の使用制限の原則は、以下のとおりとする。ただし、該当する材料がない等の事由に

より、本原則によりがたい場合の措置は協議による。 

(１) ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散する材料については、 

Ｆ☆☆☆☆とする。やむを得ず、Ｆ☆☆☆又はその同等品（旧JAS 又は旧JIS に 

おけるFco、Eco を含む．）とする場合は、あらかじめ市担当者の承諾を得ること。 

 対策をとる建築材料等 

・ 合板・木質系フローリング・構造用パネル・集成材・単板積層材・ＭＤＦ 

・ パーティクルボード・その他の木質建材 

・ 家具・書架・その他の什器等(合板類、接着剤及び塗料を使用する場合) 

・ ユリア樹脂板 

・ 壁紙 

・ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び巾木等に使用する接着剤 

・ 保温材・緩衝材・断熱材 

・ 塗料 

・ 仕上塗材 

(２)トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等］という。）を含有する 

塗料及び接着剤についてはトルエン等の含有量が少ない規格品とする。 

 対策をとる建築材料等 

・ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート及び巾木等に使用する接着剤 

・ 塗料 

・ 溶剤 

(３)クロルピリホス、ダイアジノン及びフェノブカルブを含有しない非有機リン系の防 

腐・防蟻剤とし、加圧式防腐、防蟻処理等は工場で行い、十分に乾燥した後に現場に 

搬入する。 

 対策をとる建築材料等 

・ 木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤 

（４）フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない、難 

揮発性の可塑剤を使用している接着剤とする。 

 対策をとる建築材料等 

・ 壁紙用接着剤（規格品とする） 

・ 木工用接着剤 

 

２ 施工中の安全管理 

 接着剤及び塗料の塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾 

燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発 

散した化学物質等を室外に放出させる。 

 

 



 
 

３ 測定  次により、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、市担当者に報告する。 

  ・ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド 

※ ＤＮＰＨ誘導体固層吸着／溶媒抽出－高速液体クロマトグラフ法 

・ 検知管法 

・ 定電位電解法 

  ・トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン 

※ 固層吸着／溶媒抽出法－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・ 固層吸着／加熱脱着法－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・ 容器採取－ガスクロマトグラフ／質量分析法 

・測定対象室及び個所数 

室名 箇所数 回数／時期 

普通教室（各階２室） ４ヵ所 １回／引渡前 

   

   

   

       

・空気資料の採取方法等 

  空気資料の採取方法等は、原則として厚生労働省から示されている「室内空気中 

化学物質の採取方法と測定方法」による。ただし、本工事に適用困難な部分につい 

ては、市担当者と協議による。なお、簡易な測定方法による場合は、採取した測定 

機器の特性等を考慮して、市担当者と協議の上、計画書に定める。 

 

４ 測定後の措置等 

  測定の結果、厚生労働省の指針値を上回った場合の措置は、市担当者の指示による。 

測定対象化学物質 厚生労働省の指針値（ ２５℃の場合） 

ホルムアルデヒド ０．０８ppm ( １００μg / ) 

アセトアルデヒド ０．０３ppm ( ４８μg / ) 

トルエン ０．０７ppm ( ２６０μg / ) 

キシレン ０．２０ppm ( ８７０μg / ) 

エチルベンゼン ０．８８ppm (３，８００μg / ) 

スチレン ０．０５ppm ( ２２０μg / ) 

パラジクロロベンゼン ０．０４ppm ( ２４０μg / ) 

 

 

 

 

 



令和６年度　一般会計算出 17款 8項 2目 13節

工事完了年月日

期　間

まで

横浜市戸塚区矢部町1698番地

・仮設教室その他設置

・仮設教室賃貸借期間

令和７年4月1日 から 令和11年３月31日まで

・解体撤去

理　　由

矢部小学校では、個別教室の増等により、令和７年度以降に教室不足が想定さ

れるため、仮設教室を賃貸借する。

設 置 場 所

概 要

令和7年3月18日

令和11年3月31日令和６年３月30日提出

設　　　　計　　　　書

件 名 矢 部 小 学 校 仮 設 教 室 賃 貸 借



工事費内訳

数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

1.00 式 134,750,000

134,750,000

1.00 式 14,417,441

1.00 式 16,035,606

1.00 式 18,399,144

48,852,191

1.00 式 3,449,877

1.00 式 22,177,932

工事費等計 209,229,953.89 209,230,000 万円単位

消費税等相当額 20,923,000

1.00 式 20,000,000

250,153,000総合計

設計管理費

リース料

公租公課

計

名　　　称

直接工事費

計

共通費

　共通仮設費

　現場管理費

　一般管理費等

1 / 10



工事種別内訳

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

建築工事 1.00 式 82,180,000

電気設備工事 1.00 式 12,250,000

給排水衛生設備工事 1.00 式 4,340,000

空気調和設備工事 1.00 式 8,400,000

外構工事 1.00 式 5,600,000

解体工事 1.00 式 21,980,000

合計 134,750,000

直接工事費
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直接工事費

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

直接仮設工事 1.00 式 4,640,000 3,248,000 見積

基礎・土間工事 1.00 式 14,000,000 9,800,000 見積

本体プレハブ工事 1.00 式 62,150,000 43,505,000 見積

木工事 1.00 式 6,400,000 4,480,000 見積

金属工事 1.00 式 12,000,000 8,400,000 見積

左官工事 1.00 式 1,100,000 770,000 見積

金属製建具工事 1.00 式 11,010,000 7,707,000 見積

塗装工事 1.00 式 800,000 560,000 見積

内装工事 1.00 式 3,300,000 2,310,000 見積

ユニットおよび
         その他工事

1.00 式 2,000,000 1,400,000 見積

計 82,180,000

科目別内訳 建築工事
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直接工事費

#REF!

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

幹線・動力設備工事 別途工事 1.00 式 6,600,000 4,620,000 見積

電灯コンセント設備工事 1.00 式 4,000,000 2,800,000 見積

弱電設備工事 1.00 式 2,600,000 1,820,000 見積

防災設備工事 1.00 式 2,700,000 1,890,000 見積

換気設備工事 1.00 式 1,500,000 1,050,000 見積

主任技術者立会調整費 1.00 式 100,000 70,000 見積

計 12,250,000

科目別内訳 電気設備工事
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直接工事費

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

衛生器具設備工事 1.00 式 1,620,000 1,134,000 見積

給水設備工事 1.00 式 1,950,000 1,365,000 見積

屋内排水設備工事 1.00 式 980,000 686,000 見積

屋外汚水設備工事 1.00 式 1,250,000 875,000 見積

ガス整備工事 1.00 式 400,000 280,000 見積

計 4,340,000

細目別内訳 給排水衛生設備工事
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直接工事費

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

機器設備 1.00 式 8,000,000 5,600,000 見積

配管設備 1.00 式 4,000,000 2,800,000 見積

計 8,400,000

科目別内訳 空調設備工事
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直接工事費

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

外構工事 1.00 式 8000000 5,600,000 見積

計 5,600,000

科目別内訳 外構工事
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直接工事費

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

解体工事 1.00 式 31400000 21,980,000 見積

計 21,980,000

細目別内訳 解体工事費

8 / 8 



矢部小学校仮設校舎設置その他工事

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

図　面　名　称

■図面リスト
図　番 縮　尺 図　面　名　称図　番 縮　尺

表紙・図面リストA-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

noneS-01

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-10

S-09

S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

配置図

立面図

断面図

矩計図

1/100

1/100

構造特記仕様書（1）

構造特記仕様書（2）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

鉄骨詳細標準要領

基礎伏図

部材リスト

２階梁伏図

小屋伏図

軸組図（1）

軸組図（2）

軸組図（3）

部材リスト

鉄骨詳細図（1）

鉄骨詳細図（2）

1/25

1/25

1/25

1/25

1/25

1/25

1/300

1/100

1/100

1/20

none

none

none

none

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/20

1/25

建物求積図

平面図

1/400

普通教室１　平面詳細図

普通教室２　平面詳細図

トイレ　　　平面詳細図

図書室　　　平面詳細図

階段　　　　平面詳細図

控室　　　　平面詳細図

A-01

1/15

1/10

表紙・図面リスト

工事仕様・工事区分表・敷地求積図

内部階段詳細図

1/50

1/50

1/50

1/50

1/25

1/25

1/25

外部階段詳細図(１)

外部階段詳細図(２)

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ・建具表

天井伏図

展開図（１階廊下）

展開図（普通教室・トイレ）

展開図（２階廊下）

展開図（控室）

渡り廊下基礎伏図・小屋伏図

渡り廊下軸組図

none

1/20

1/50

1/100

1/50

1/50

工事内容・設計概要・面積表・案内図

1/400

1/500

構造概要・仕上表

※A3版は上記縮尺の1/2とする

仮設計画図

緑化面積算出表

緑化面積求積図

緑化計画図

増築後の日影図(等時間)

増築後の複合日影図(時刻日影)

1/400

1/400

1/300

1/300

none

1/300

1/300

A-29

A-30

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

A-36

部分詳細図

外構図

撤去解体図

1/300

2024.03.15

1/100

1/100

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

機械設備　特記仕様書

配置図・汚水桝リスト

衛生設備　１階平面図・２階平面図

衛生設備　トイレ平面詳細図

空調設備　１階平面図・２階平面図

1/50

1/300

none

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

電気特記仕様書・図面リスト・案内図・配置図・１階平面図

1/100

1/100

改修受変電設備単線結線図・平面図

盤結線図

電灯コンセント設備　２階平面図

電灯コンセント設備　１階平面図

非常放送設備　系統図

幹線・弱電設備配置・１階平面図

自動火災報知設備　系統図

自動火災報知設備　１階・２階平面図

none

1/50

1/50

1/150

1/50

1/50

1/300

E-10

幹線・弱電設備　１階・２階平面図

none

S-16

S-17

S-18

S-19

内部階段詳細図

外部階段詳細図

渡り廊下 基礎伏せ図・小屋伏図

渡り廊下 軸組図

1/50

1/50

1/25

1/25



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦 A-02

■工事内容

渡り廊下(1)

屋内運動場

給食棟

校舎棟

体育倉庫

受水槽室

図書室

防災備蓄庫

変電室

石油保管庫

プロパン庫

10石油ポリ容器庫

飼育小屋

多目的室

ミーティング室

Ｎ

プール

砂場

砂場

2

2

3

5

16

7

9

1

1

1

渡り廊下(2)

器具庫(2)

20

21

22

23

19

18

17

11

12

14 6

24

4

渡り廊下（4）

倉庫(3)
倉庫(5)

倉庫(4)

倉庫(2)

15倉庫(1)

8

倉庫(6)

倉庫(7)

倉庫(8)

倉庫(9)

25

26

2

今回申請建物

横浜市立 矢部小学校 N
案 内 図

鳥が丘小

谷矢部池公園

矢部小学校

踊場駅

長後街道

至戸塚

戸塚中

至原宿

横浜新道

雲林寺

来迎寺

鳥が丘遊水池
しらゆり公園

市営地下鉄至湘南台

至狩場

横浜市戸塚区矢部町1698
TEL：045-871-3408

1.　仮設校舎

2.　渡り廊下

3.　外構工事

4.　解体工事

5.　仮設工事

6.　緑化工事

■設計概要

6,301.94 2,660.10

28.97 

11.33 

6.94 

2.46 

4.73 

6.35 

4.94 

4.94 

3.38 

3.38 

34.31 

1,171.85 30.51 

28.97 

11.33 

6.94 

2.46 

4.73 

6.35 

4.94 

4.94 

3.38 

3.38 

34.31 

28.97 

11.33 

6.94 

2.46 

4.73 

6.35 

4.94 

4.94 

3.38 

3.38 

34.31 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

渡り廊下（４）

倉庫（１）

倉庫（２）

倉庫（３）

倉庫（４）

倉庫（５）

倉庫（６）

倉庫（７）

倉庫（８）

倉庫（９）

ミーティング室

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

598.70 603.40 

42.2142.2142.21

１　階

1,191.48 

25.00 

268.14 

598.70 

137.85 

32.40 

30.03 

22.68 

18.00 

7.29 

6.76 

3.79 

10.00 

90.88 

15.94 

２　階

1,146.85 

25.00 

47.42 

4.70 

90.88 

３　階

1,146.85 

25.00 

４　階

1,146.85 

25.00 

PH　階

30.51 

延床面積

4,662.54 

100.00 

315.56 

137.85 

32.40 

30.03 

22.68 

18.00 

7.29 

6.76 

3.79 

10.00 

181.76 

15.94 

建築面積

1,523.17 

137.85 

32.40 

30.03 

22.68 

18.00 

7.29 

6.76 

3.79 

10.00 

102.15 

13.34 

屋内運動場

種別

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

45計35号

47計319号

-

-

51計102号

H09適建横浜000170

51計102号

-

-

-

-

施設名称

校舎棟

渡り廊下（１）

給食棟

器具庫（２）

図書室

体育倉庫

受水槽室

防災備蓄庫

変電室

石油保管庫

プロパン庫

石油ポリ容器庫

飼育小屋

多目的室

渡り廊下（２）

構造

RC

RC

RC

S

S

S

RC

RC

S

RC

RC

RC

RC

S

S

S

階数

4

4

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

番号

H18計認建築よこはま00096

H29計更建築よこはま00025

H29計更建築よこはま00025

H29計更建築よこはま00025

H18計認建築よこはま00077

既存

増築 S

S 1

仮設校舎

渡り廊下

2

既存合計

増築合計

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

21

22

23

24

⑭

26

25

2,612.88 1,314.85 1,171.85 

今回申請建物

今回申請建物

256.09 256.09 

256.09 

512.18 

1

面積

267.27 

総合計 6,850.84

36.72 36.72

303.99

2,964.09

36.72

548.90

■面積表

確認番号

44計278号、45計35号

第１種高度地区

設計GL+8.070ｍ設計GL+7.270ｍ

準耐火建築物（ロ-二）

神奈川県横浜市戸塚区矢部町1698地名地番

住居表示

法第22条区域

2階建て 屋根勾配軒高

建築面積

階数

床面積

規模建物概要

小学校

一般事項

用途指定

防火指定

耐火種別

用途

工事名称

地域指定

建築場所

既存面積

増築面積

2､660.10㎡

294.80㎡

既存面積

増築面積

6､301.94㎡

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

3/90(片流れ)

第１種低層住居専用地域　建蔽率：50％　容積率：80％ その他指定

最高高さ

建築面積：2,964.09㎡ 延床面積　：6,850.84㎡

日影規制：軒高が７mを超える又は地上の階数が３以上の建築物

　　　　　　　 1.5ｍ・3ｈ/2ｈ

建築種別

仮設期間

新築（仮設校舎及び渡り廊下）

令和6年度建設　令和7年4月～令和11年3月(4年間)

7.　家具移設工事

A-29図　浸透トレンチ管撤去、スプリンクラープラグ止め

A-30図　仮囲い他

A-33図　追加申請緑地リスト部分、既存緑地植樹枯死による植樹

A-28図　フェンス工事、バスケットゴール移設工事、

A-28図　既存図書室から書庫取外し再取付(移設運搬共)

建築工事一式・電気設備工事一式・機械設備工事一式

　

建築工事一式・電気設備工事一式・機械設備工事一式　(既設校舎から及び最終桝までの接続共)

家具リース、既存雨水貯留層貫通、

　

8.　その他工事

9.　申請業務 計画通知、法 第56条の2第1項(変更承認)、条例 第4条の2第3項(許可申請)

工事内容・設計概要・面積表・案内図A1:1/500
A3:1/1000

548.90㎡

292.81

既存建物番号キープラン　S=1/500

2024.03.15



2400

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス
塩ビ製 2700

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木控室

長尺塩ビシートｔ＝2.0 カーテンレール(W)

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス
塩ビ製 2700

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木図書室

長尺塩ビシートｔ＝2.0

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス

カーテンレール(W)

塩ビ製 2700
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木廊下

長尺塩ビシートｔ＝2.0

一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

有限会社宮本建築設計事務所
図面番号図面枚数

種 類
図 面

年 度
完 成

棟番号施設番号

工 事 名

縮尺年月日

設　　　計　　　者

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

図面名称

横浜市教育委員会事務局

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

防火上主要な間仕切壁：

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5+9.5

下地）モルタルｔ＝30 下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ビニルクロス

下地）石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5　

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6　EP

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

廊下

カーテンレール(W)

※防火上主要な間仕切壁（法114条2項）は両側石膏ボードｔ＝12.5+9.5とし、小屋裏又は天井裏まで達せしめるものとする。

長尺塩ビシートｔ＝2.0

―塩ビ製
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木

下地）土間コンクリート金ゴテ押え

長尺塩ビシートｔ＝2.0
階段下倉庫

下地）耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5下地）土間コンクリート金ゴテ押え

長尺塩ビシートｔ＝2.0 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木女子トイレ 塩ビ製

下地）耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5

ケイ酸カルシウム板ｔ＝6　EP

下地）土間コンクリート金ゴテ押え

長尺塩ビシートｔ＝2.0

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木

下地）土間コンクリート金ゴテ押え

長尺塩ビシートｔ＝2.0

ビニルクロス

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5長尺塩ビシートｔ＝2.0

普通教室1・2

H=60
ﾋﾞﾆﾙ巾木

３,ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽはAAﾗﾝｸを基本とする。

１,居室及び居室と相互に通気が確保される部分の内装仕上材（塗料、接着材、造り付け家具・建具の面材を含む。)は、F☆☆☆☆認定材料を使用のこと。

２,天井点検口はｱﾙﾐ製450角とする。

特記事項

2700

1

共通
塩ビ製 ー

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

SOP
ササラ現し階段室

男子トイレ 塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製 2700

※外壁ブレースは内付ブレースとする。

※行政協議により計画内容の変更が必要になる可能性があります。

※内装材は下地・仕上共Ｆ☆☆☆☆又は規制対象外とする。

■室内仕上表

壁

２

階 備考天井高廻縁天井巾木床室名

※居室及び居室と相互に通気が確保される部分には、令第20条の8に適合する機械換気設備(24時間換気ｼｽﾃﾑ)を設置すること。

※天井裏、小屋裏、床裏、物入等に使用するｸﾞﾗｽｳｰﾙ及び合板類は、F☆☆☆☆以上の認定材料とすること。

記事

A-03

上屋：カラーガルバリウム鋼板　折板葺　t=0.6（H=88・ボルト式）

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6　H=90

床：土間コンクリート金ゴテ押え

腰壁：角波カラーガルバリウム鋼板

渡り廊下

アルミ製横すべり出し窓：W600×H700　複層（強化型板 t4+A8+Low-E強化ガラス t4)

アルミ製FIX窓：W1500×H700　複層（強化透明 t4+A8+Low-E強化ガラス t4)

手摺：樹脂製（両側） SUS製ノンスリップ　

鋼製階段　蹴上:158.47　踏面:260　有効巾:1400

溶融亜鉛メッキ仕上げ

（23段）
内部階段

三方立上裏水切：耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5下地の上、ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6

鼻隠し：カラーガルバリウム鋼板  t=0.5 H=300

押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

（網入り透明 t6.8+A8+Low-E強化ガラス t4）（網入り型板 t6.8+A8+Low-E強化ガラス t4）

※延焼のおそれのある部分の外壁の開口部は、防火設備とする。

※延焼のおそれのある部分の外壁の開口部は、防火設備とする。

アルミ製引き違い窓：W1500×H1500　複層（強化透明 t4+A8+Low-E強化ガラス t4)

アルミ製引き違い窓：W1600×H1500　複層（強化透明 t4+A8+Low-E強化ガラス t4)

強化石膏ボードｔ＝15

窓上小庇：アルミ既製品　D=300庇

裏面）ポリエチレンフォーム貼り t=4

グラスウールt=100（16ｋｇ品）敷込

2階床

1階床

デッキプレートｔ＝1.6（EZ50）

土間コンクリート金ゴテ押え t=120

踏板・踏込板：C.PL-6    手摺：鋼製（両側） 

鋼製階段　蹴上:158.47　踏面:260　有効巾:900
（23段）
外部階段階段

アルミ製引違い戸:W1850xH2000 (有効開口Ｗ850）複層（強化透明 t4+A8+強化透明 t4)　

外巾木：無機系基礎保護材塗

ガルバリウム鋼板 H=90 二重折板葺(ﾊｾﾞ式)音鳴り低減仕様

上葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6　下葺き:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板素地t=0.6

再生砕石 t=100

ワイヤーメッシュ6φ×150×150

基礎水切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.35（腰壁天端ブチルゴム）

軽鉄野縁

軽鉄軸組

雑工事

外部建具開口部

ポーチ

鋼製胴縁

窯業系サイディングボード t=16(金具止め工法）

鉄骨見掛り部FE(工場塗装)

笠木：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

竪樋：塩ビ製75φVP

軒樋：塩ビ製120型

50kN/㎡(長期)　仮定値

再生砕石 t=100

小屋裏のみ）グラスウール t=100(16kg/＊)敷込

グラスウールt=50(24kg/＊)充填

軽鉄軸組

透湿防水シート

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

ワイヤーメッシュ6φ×150×150

土間コンクリート金ゴテ押え t=120

屋根

樋

塗装 鉄部：一般錆止 JIS K 5674(１種) ２回塗り(工場塗装)

板金金物

地耐力

軽量鉄骨造　両方向ブレース構造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造布基礎基礎形式

軸組

外壁

間仕切壁

外周内壁

天井

内部軸組

構造概要

外部仕上

合板ｔ＝12+4

下地）土間コンクリート金ゴテ押え

一部：防滑性長尺塩ビシートｔ＝2.0

2400

踏込

下地）合板ｔ＝12+4

（踏込部分は色違いとする）

下地）合板ｔ＝12+4

一部：防滑性長尺塩ビシートｔ＝2.0

下地）合板ｔ＝12+4

読書ｺｰﾅｰ：ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄｔ6

構造概要・仕上表2024.03.15



本校舎

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

originally 緑化計画図　H30.5

配置図

プール

グランド

体育館

渡り廊下

+3
0
0

A-04

A3:1/600
A1:1/300

ﾌｪﾝｽ

ﾌｪﾝｽ

Ｎ

計画建物（仮設校舎、渡り廊下）

校舎棟

給食棟

H=4.27m

変電室
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

H=3.50m
H=3.10m

H=6.85m

法42条1項道路

（市道矢部277号） 道路中心線

法42条1項道路

（市道中田523号）

多目的室

体育倉庫

図書室

H=4.70m

H=5.65m

H=15.73m

H=9.40m

倉庫(2)

H=2.60m

受水槽室

H=3.20m

石油保管庫

H=3.10m石油ﾎﾟﾘ容器庫

H=3.70m

倉庫（5）
H=2.50m

H=2.25m
倉庫（4）

倉庫（3）
H=2.25m

倉庫（6）
H=2.05m

倉庫（7）
H=2.05m

道
路

中
心

線

倉庫（8）
H=2.05m

倉庫（9）
H=2.05m

4,500
幅員

法42条1項道路
（市道中田656号）

法42条1項道路

（市道中田526号）

法43条ただし書き空地

校舎棟

H=15.73m

道
路
中
心
線

法43条ただし書き空地

正門

道路境界線

幅員　6.000m

-2.50

±0

-0.55

-2.17

-1.90

-0.31

-0.45

-2.65

+2.78

+4.67

+4.18

H=4.00m

H=7.94m

防災備蓄庫

H=4.00m

-1.50

-2.65

幅員　6.000m

7,639

仮設校舎

道
路

中
心

線

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

部
分

延
焼

の
恐

れ
の

あ
る

部
分

3,000

5,000

5,250

5,250

4,000

KBM±0(ﾏﾝﾎｰﾙ)

道
路

境
界

線

H=2.75m
飼育小屋

配置図　S=1/300

2024.03.15



①

12,900

2
,4

00

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

4.
62
5

0.447

0.552

3.
39
2

S.1/100

2

1

６）

５）

４）

３）

２）

１）

33.443

12.665

14.679

1.
4
96

29.050

28
.9
67

8.9
23

1.9
40

20
.6

40

43.116

57
.
98

3

61
.6
42

13.911

68.709

68
.1
20

9.525

15
.2

47

79.016

2
8.

0 3
1

82.227

61
.5
47

55.1
37

56.3
30

61.
499

22
.5

91

2.243

71.4
96

81.244

24
.8
72

7.
41
4

15.3
50

7.76
9

34.
684

6.066

39
.8
90

23
.8
17

10.969

9.
13
6

9.913
3.693

32
.0
18

21.
786

15.
213

Ｎ

17

7

8

9

14

15

16 18

19

23

24

25

26

27

28
29

10

4

5

20

21

13

11
3

22

2

1

記号 計算式(m)

1 3.392 × 0.447 ÷ 2

2 4.625 × 0.552 ÷ 2

3 6.055 × 0.732 ÷ 2

4 14.679 × 1.496 ÷ 2

5 23.817 × 10.969 ÷ 2

6 13.281 × 0.776 ÷ 2

7 29.050 × 15.350 ÷ 2

8 28.967 × 8.923 ÷ 2

9 33.443 × 7.414 ÷ 2

10 22.591 × 2.243 ÷ 2

11 14.905 × 1.377 ÷ 2

12 15.213 × 0.656 ÷ 2

13 32.018 × 1.940 ÷ 2

14 55.137 × 20.640 ÷ 2

15 43.116 × 7.769 ÷ 2

16 57.983 × 12.665 ÷ 2

17 56.330 × 3.693 ÷ 2

18 61.642 × 13.911 ÷ 2

19 61.499 × 9.913 ÷ 2

20 39.890 × 6.066 ÷ 2

21 68.709 × 24.872 ÷ 2

22 22.191 × 1.432 ÷ 2

23 68.120 × 9.525 ÷ 2

24 71.496 × 15.247 ÷ 2

25 79.016 × 34.684 ÷ 2

26 79.016 × 21.786 ÷ 2

27 81.244 × 28.031 ÷ 2

28 82.227 × 9.136 ÷ 2

29 82.227 × 61.547 ÷ 2

合計面積

面積(㎡)

0.758112

1.276500

2.216130

10.979892

130.624337

5.153028

222.958750

129.236271

123.973201

25.335807

10.262093

4.989864

31.057460

569.013840

167.484102

367.177348

104.013345

428.750931

304.819794

120.986370

854.465124

15.888756

324.421500

545.049756

1,370.295472

860.721288

1,138.675282

375.612936

2,530.412585

10,776.609874

工事仕様

A-05

1
.3

7
7

0.7
32

6.055
14.905

0.656

1.432
0.776

22
.1
91

6

13
.2
81

12

①

A

9,
45

0

27,1001,220

9
,1

60

①

床面積

①

建築面積

A

27.100　ｘ　9.450　　＝　256.095

27.100　ｘ　9.450　　＝　256.095

 1.220　ｘ　9.160　　＝　 11.1752

         　　合計　　　　267.2702

①

27,100

9,
45

0

①

床面積

27.100　ｘ　9.450　　＝　256.095

増築面積

校舎 渡り廊下 計

２階

１階

合計

256.09

256.09 256.09

512.18

286.72

建築面積 267.27

①

床面積（建築面積）

15.300　ｘ　2.400　　＝　36.720

　　　　   面積　　　＝　36.72

36.72

36.72

36.72 303.99

548.90

工事仕様・建物求積図・敷地求積図

設計中特記なき事項は公共建築工事標準仕様書及び備品関係標準図による。その他不明瞭な箇所は監督員の指示による。

工事着工に当たっては、事前に学校長、電気・機械設備業者及び本市監督員と協議の上、工程表を作成し監督員の承認を受けること。

屋根、外壁、建具等は、製作に先がけて施工図（製作図）を提出し、承認を得た後に製作すること。

工事期間中の備品の移動については、本工事に含む。

再使用する部材は工事期間中（主に解体・撤去時）、汚損や破損を防ぐために必要な養生を行う。

仮設計画について

その他

解体・撤去について

・解体関係法令等に基づき、適正に対処（届出、分別、リサイクル、マニフェストの確認等）を行うこと。

・既設配管等に十分注意して施工すること。

・材料の搬出入に使用する廊下、階段はベニヤ養生を行うこと。

・その他職員、児童専用出入口はベニヤ養生とし、植栽等で養生を必要とするものはシート養生を行うこと。

・工事箇所には工事関係者以外の人や児童が容易に入り込めないようにしておくこと。

・工事車両の通行時は、原則として誘導員を配置すること。

・石綿粉塵濃度測定を建物周囲４か所で施工前、施工中、施工後にそれぞれ行うこと。

・工事完了後ＶＯＣ環境測定をおこなうこと。

・その他、不明箇所については監督員の指示による。

・関係法令等に基づき、等適正な撤去を行うこと。

７）

８）

敷地求積図　S=1/400

１階求積図　S＝1：200 ２階求積図　S＝1：200 渡り廊下求積図　S＝1：200

A1:1/200,1/400
A3:1/400,1/8002024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦 A-06

A3:1/200
A1:1/100

+300

Ｎ

仮設校舎

渡り廊下

本校舎

4,
00

0

5,
250

5,
250

増築建物回り配置図

増築建物回り配置図　S＝1/100

KBM±0(ﾏﾝﾎｰﾙ)

延焼の恐れのある部分

延焼の恐れのある部分

道路中心線

法43条ただし書き空地

道路境界線

道路中心線
法42条1項道路

（市道中田656号）

2024.03.15
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

平面図

A-07

A3:1/200
A1:1/100

A

1

5

9

10

1

UP

UP

10

1

11

+230
廊下

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

女子男子

図書室

階段室

外階段

外階段屋根

600

130.86㎡ 39.15㎡

65.61㎡ 65.25㎡

50 50

5
0

5
0

50 50

50
50

1,
7
00

27100

18050 5400 3650

2
20

0
72

5
0

9
4
50

27100

9050 9000 5400

3150

2650 2750

2250

2
20

0
72

5
0

9
45

0

36
5
0

2
40

0
12

00
2
20

0

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

23

20

15

10 9

5

1

DN

2階平面図  S=1/100

a

A

a

普通教室１ 普通教室２

B

ｂB

1220

1220

室外機置場

電気盤

倉庫

電気盤
廊下

消

消

Ｎ

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場

相談室

DN

※特記なき限り、FL=設計GL+250とする

　　　：M20 2段ブレース位置を示す

1階平面図  S=1/100

消      ：消火器

      ：法114条2項　防火上主要な間仕切壁を示す

　　　：M18 2段ブレース位置を示す

踏込

竪樋排水：地下貯留槽に接続

ｂ

6
0
0

渡り廊下

WX1 WX2 WX3 WX4 WX5 WX6 WX7

WY0

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 2,100

WX0

1,800

12,900750

2
,
40

0

WY1

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

立面図

A-08

A3:1/200
A1:1/100

南側（Y5）立面図　S=1/100

▼設計GL ▼設計GL

東側（X0）立面図　S=1/100

▼設計GL

防球ネット支柱鋼材 防球ネット

北側（Y0）立面図　S=1/100

26.000ｘ7.000

▼設計GL

西側（X15）立面図　S=1/100

W1500

27,100

X0 X15 WX0 WX2 WX5 WX7

防球ネット支柱鋼材防球ネット

26.000ｘ7.000

27,100

X0X15

9,450

Y0 Y5

9,450

Y0Y5

　　　：型板ガラスを示す

8,
07
0

8,
0
70

3,600 5,400 3,900

3,6005,4003,900

WX0WX2WX5WX7

▼設計GL

750

750

WY0 WY1

2,400

渡り廊下西側（WX7）立面図　S=1/100

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

断面図

9450

7250

50 50

通芯 柱芯通芯柱芯

▲設計GL

▽最高高さ

8
0
0

600

軒の出

3/90

図書室

普通教室1

廊下

Y1Y0 Y2 Y3 Y4 Y5

2200

廊下

50

通芯柱芯

▲設計GL

普通教室1

27
0
0

2
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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▼設計GL

▽軒高

▽最高高さ
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1
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1
13

外壁:窯業系サイディング t=16

(金具止め工法・横張り)

透湿防水シート

鋼製胴縁

窓上小庇:アルミ既製品 D=300

アルミ製引違い窓 網戸付

強化透明t4+A8+Low-E強化ガラスt4

日射遮蔽型、アルゴンガス入

二層複層ガラス

基礎水切:
カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

ビニル巾木:H=60

内壁:ビニルクロス

石膏ボード t=12.5下地

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=50(24kg/＊)充填

廻り縁:塩ビ製

額縁：木製

長尺塩ビシートｔ＝2.0

土間コンクリート金ゴテ押え t=120
ワイヤーメッシュ 6φｘ150ｘ150
押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

再生砕石 t=100

天井:化粧石膏ボード t=9.5

(軽鉄軸組下地)

鋼製軽量2連引込み戸

防火上主要な間仕切壁：
ビニルクロス
石膏ボード t=12.5+9.5

(軽鉄軸組下地)

※天井裏まで立ち上げ

長尺塩ビシートｔ＝2.0
合板 t=4

合板 t=12

押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

強化石膏ボード t=15

デッキプレート t=1.6 H=50(EZ50)
ビニル巾木:H=60

内壁:ビニルクロス

石膏ボード t=12.5下地

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=50(24kg/＊)充填

※小屋裏まで立ち上げ 

額縁：木製

廻り縁:塩ビ製 天井:化粧石膏ボード t=9.5

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=100(16kg/＊)敷込

アルミ製引違い窓 網戸付
二層複層ガラス

強化透明t4+A8+Low-E強化ガラスt4

日射遮蔽型、アルゴンガス入

笠木:カラーガルバリウム鋼板 t=0.6
水切:カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

下地:耐水石膏ボード t=12.5

エプロン面戸

水勾配(片流れ) 屋根: ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 H=90 二重折板葺(ﾊｾﾞ式)音鳴り低減仕様

上葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.6　下葺き:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板素地t=0.6

グラスウール t=100(16kg品)敷込

裏面)ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼り t=4(準不燃材以上)

防火上主要な間仕切壁：
ビニルクロス

石膏ボード t=12.5+9.5

(軽鉄軸組下地)

※小屋裏まで立ち上げ

廻り縁:塩ビ製

天井:化粧石膏ボード t=9.5

グラスウール t=100

(軽鉄軸組下地)

(16kg/＊)敷込

内壁:ビニルクロス
石膏ボード t=12.5下地
(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=50

(24kg/＊)充填

※小屋裏まで立ち上げ

ビニル巾木:H=60

廻り縁:塩ビ製

天井:化粧石膏ボード t=9.5
(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=100

石膏ボード t=12.5下地

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=50

(24kg/＊)充填

※天井裏まで立ち上げ

ビニル巾木:H=60

長尺塩ビシートｔ＝2.0

土間コンクリート金ゴテ押え t=120

ワイヤーメッシュ 6φｘ150ｘ150

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

再生砕石 t=100

押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

基礎水切:カラーガルバリウム鋼板 t=0.35

外壁:窯業系サイディング t=16

(金具止め工法・横張り)

透湿防水シート

竪樋:塩ビ製75φ

軒樋:硬質塩化ビニル樹脂120角
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一般鋼管用Ｕボルト
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AD-1

±0

2000

給食台

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

＊

＊

は、柱ブレース位置を示す。

１ＦＬ＝ＧＬ＋２５０

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X0 X1 X2 X3 X4 X5

100100

50
1,

80
0

1
,8

00
1,

8
00

1,
80

0
2,

15
0

50

7,
2
50

2,
20

0

9
,4

50

100 1,600 100 100 1,600 1001,600

50 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

9,050

廊下

廊下

1FL±0

CH=2700

GL+250

普通教室１　平面詳細図　S=1/25
普通教室１　平面詳細図

A-11

A3:1/50
A1:1/25

掲示板

（展開図による）

掲示板

掲示板

（展開図による）

（展開図による）

展開方向

A

B

C

D

1

2

3 3

4

4

5

6

7
9

10

11 12

13

15

15

1FL±0

CH=2700

GL+250

普通教室１

普通教室１

20

凡　例

イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ

普通教室（１Ｆ）室　名

床

巾　木

壁

1FL±0

H=60
　下地）土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5

　長尺塩ビシートt=2.0

2700

(GL+250)

ビニル巾木

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65＠303（二重貼部分＠450）

45x50＠303（二重貼部分＠450）

：壁ブレース（M20）を示す

ハ １ＦＬヨリノ開口下端高サ

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

1

2

4

3

5

7

6

8

9

11

12

10

備　考

備　品　リ　ス　ト

×1,900 ×児童用ロッカー

机

1,2003,600 × G-630曲面黒板 1

× 7401,760 × 400 G-480観察台 2

G-520

× 1,3501,525 × 400

××450 1,700400

G-510B

2 G-510A

椅子 40

教育

工事区分

室名札

1

持出しタイプ I-204A

換気扇枠

K-301

○

○

○

○

○

○

○

○I-205

1児童用ロッカー

掃除用具入

1,350400

1

1

2外套掛

教師用戸棚

教卓 K-101

K-301

1

1

40

× 2,000※600 × 450 G-410（変）

○

13

K-104チリ箱 1 図示表記なし

K-102教師用丸椅子 1

14

※AV用コンセント開口不用

15

16

○

展開図による

1

1給食台

1

17

18

19

20

扇風機（電気工事）

カーテンレール

カーテン（防炎）

更衣ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）

TV台

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾘｰｽ

1716 1716 1716

18

2

3

3

＊　　　　法114条２項による防火上主要な間仕切り壁を示す。

19

8

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

＊

＊

は、柱ブレース位置を示す。

１ＦＬ＝ＧＬ＋２５０

廊下

廊下

1FL±0

CH=2700

GL+250

1
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3 3

4

4
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7
9
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11 12

13

X5 X6 X7 X8 X9 X10
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Y0
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80

0
1
,8

00
1,

8
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80

0
2,

15
0

50

7,
2
50

2,
20

0

9
,4

50

100100
100 1,600 100 100 1,600 1001,600

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

9,000

普通教室２　平面詳細図　S=1/25

A3:1/50
A1:1/25

A-12

普通教室２　平面詳細図

展開方向

A

B

C

D

15

15

（展開図による）

掲示板

（展開図による）

掲示板

（展開図による）

掲示板

1FL±0

CH=2700

GL+250

普通教室２

普通教室２ 普通教室（１Ｆ）室　名

床

巾　木

壁

1FL±0

H=60
　下地）土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5

　長尺塩ビシートt=2.0

2700

(GL+250)

ビニル巾木

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

凡　例

イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65＠303（二重貼部分＠450）

45x50＠303（二重貼部分＠450）

：壁ブレース（M20）を示す

ハ １ＦＬヨリノ開口下端高サ

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

1

2

4

3

5

7

6

8

9

11

12

10

備　考

備　品　リ　ス　ト

×1,900 ×児童用ロッカー

机

1,2003,600 × G-630曲面黒板 1

× 7401,760 × 400 G-480観察台 2

G-520

× 1,3501,525 × 400

××450 1,700400

G-510B

2 G-510A

椅子 40

教育

工事区分

室名札

1

持出しタイプ I-204A

換気扇枠

K-301

○

○

○

○

○

○

○

○I-205

1児童用ロッカー

掃除用具入

1,350400

1

1

2外套掛

教師用戸棚

教卓 K-101

K-301

1

1

40

× 2,000※600 × 450 G-410（変）

○

13

K-104チリ箱 1 図示表記なし

K-102教師用丸椅子 1

14

※AV用コンセント開口不用

15

16

○

展開図による

1

1給食台

1

17

18

19

20

扇風機（電気工事）

カーテンレール

カーテン（防炎）

更衣ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）

TV台

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾘｰｽ

2

3

3

16 1717161716

18

＊　　　　法114条２項による防火上主要な間仕切り壁を示す。
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室　名

床

巾　木

壁

1FL±0

H=60
　下地）土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5

　長尺塩ビシートt=2.0

2700

(GL+250)

ビニル巾木

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

＊

＊

は、柱ブレース位置を示す。

１ＦＬ＝ＧＬ＋２５０
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8
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20
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9
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50

凡　例
イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65＠303（二重貼部分＠450）

45x50＠303（二重貼部分＠450）

：壁ブレース（M20）を示す

　ケイ酸カルシウム板t=6EP
　耐水石膏ボードt=12.5下地）LGS

600 600 600

1,800 1,800 1,800

1,350 450 150 600 1,050

5,400

X10 X11 X12 X13
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+1600

700
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+1600

700

トイレ　平面詳細図
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廊下

1FL±0

CH=2700

GL+250

3,150 2,250

2,650 500

A-13

トイレ　平面詳細図　S=1/25

1FL±0

CH=2700

GL+250

男子トイレ

男子トイレ

女子トイレ

SK

展開方向

A

B

C

D

ライニング詳細図　S=1/20

巾木:ソフト巾木

1
,5

00
2

70 5012.5 6

1,
1
00

50

12.5 650

128.5 130

248.5

10

化
粧

珪
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
板

t=
6

ハ １ＦＬヨリノ開口下端高サ950

1FL±0

CH=2700

GL+250

女子トイレ

＊　　　　法114条２項による防火上主要な間仕切り壁を示す。

トイレ（１F）

A1:1/20,1/25
A3:1/40,1/502024.03.15



図書室（２F）

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A3:1/50
A1:1/25

A-14

図書室　平面詳細図

展開方向

A

B

C

D
＊

＊

は、柱ブレース位置を示す。

２ＦＬ＝ＧＬ＋３８９５

図書室　平面詳細図　S=1/25

＊　　　　法114条２項による防火上主要な間仕切り壁を示す。

室　名

　長尺塩ビシートt=2.0床

巾　木

壁

H=60

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5
2700

ビニル巾木

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

　下地）合板t=4
2FL±0

(GL+3895)

凡　例

イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ ハ ２ＦＬヨリノ開口下端高サ

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65

45x50

：壁ブレース（M20）を示す

＠303（二重貼部分＠450）

＠303（二重貼部分＠450）

AD-1

±0

2000

100 1,600 100 100 1,600 1001,600 100 1,600 100 100 1,600 1001,600

廊下

廊下

CH=2700

GL+3895

2FL±0

50
1,
8
00

1,
80
0

1
,8

00
1,

80
0

2,
15
0

50

7
,2

50
2,
2
00

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5
9,

45
0

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500
AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

1
17 17 17 18 18 18

19 19 19

1

2

9

10

9

17 17 17

18 18 181919195

5

5

5

6

4 4
16 16 16

3

21

21

11

（展開図による）

掲示板 （展開図による）

掲示板CH=2700

GL+3895

2FL±0
図書室

図書室

100100
50 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

100 100

18,050

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

4 4

13

CH=2700

GL+3895

2FL±0

踏込

下足入

見切：ｽﾃﾝﾚｽ

13

見切：ｽﾃﾝﾚｽ

見切：ｽﾃﾝﾚｽ

読書ｺｰﾅｰ

8 87 7

23 23

No

書架5

書架7

書架1

書架4

掃除用具入6

9 自立書架

自立書架

書架

書架

10

2

3

8

11

書架

Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数

備　品　リ　ス　ト

G-472

× 2,040※1,930 × 240 G-351（変）

× 2,005240/330

× 1,1001,750 × 330 G-3522

× 760※1,680 × 330 G-470（変）3

× 1,700600 × 400 G-2801

× 1,0001,100 × 2401

× 6601,720 × 3301

× 1,000900 × 4502 G-474

× 1,000750 × 4501 G-475

G-471

G-473

1,200 G-680A×

× 1,100※1,930 × 330 G-352（変）2

○

○

○

備　考備　　品

1,600 ×4

○

○

○

○

○

○

○

○ｱﾙﾐ枠掲示板 1 3,600

2

No 備　　品

工事区分

教育移設 ﾘｰｽ

12 I-205換気扇枠 2 ○

数 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ

備　品　リ　ス　ト

備　考

工事区分

教育ﾘｰｽ移設

室名札13 持出しタイプ I-204A2 ○

複式書架

16

閲覧机

17

15

カウンター14

閲覧椅子

18

カウンター

チリ箱

19

20

ｷｬﾚﾙﾃﾞｽｸ

21

22

23

扇風機（電気工事）

6

3

1

6

44

1

2 図示表記なし

2

2

K-452

K-408

K-451

K-410-3

K-409

K-104

K-450

○

○

○

○

○

○

○

TV台

下足入れ

○

○

○

1

× ×1,000 350 1,450

○

○

24

25

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝ（防炎）

6

6

24 25 24 25 24 25 24 25 24 2524 25

14

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

室　名

床

巾　木

壁

H=60
　下地）土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5

　長尺塩ビシートt=2.0

2700

ビニル巾木

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

凡　例
イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ ハ ２ＦＬヨリノ開口下端高サ

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65＠303（二重貼部分＠450）

45x50＠303（二重貼部分＠450）

：壁ブレース（M20）を示す

2FL±0

(GL+3895)

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

50
1,

80
0

1
,8

00
1,

8
00

1,
80

0
2,

15
0

50

7,
2
50

2,
20

0

9
,4

50

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

廊下

廊下

CH=2700

GL+3895

2FL±0

100 1,600 100

AW-1

+1150

1500

+1150

1500

AW-2

1,500 150

150
1,800 1,800 1,800

5,400

＊

＊

は、柱ブレース位置を示す。

X10 X11 X12 X13

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

備　品　リ　ス　ト

1 掃除用具入 1

教育

工事区分

○

備　考

○3

1,700600 ×× 400 G-280

整理戸棚（下段） 1 ○1,1201,760 ×× 515 G-213C

○

1

2

5

4

1

1 ○I-204A持出しタイプ小学校：室名札

整理戸棚（上段） 1 8801,760 ×× 400 G-215A

ホワイトボード 1 9002,700 × G-611D

化粧天板 1 G-201B ○

6

7

1

2

3

4

２ＦＬ＝ＧＬ＋３８９５

A3:1/50
A1:1/25

A-15

控室　平面詳細図　S=1/25

控室　平面詳細図

展開方向

A

B

C

D

7

CH=2700

GL+3895

2FL±0

5

1 ○

相談室

相談室

6

8

扇風機（電気工事）

ﾘｰｽ

相談室（２F）

＊　　　　法114条２項による防火上主要な間仕切り壁を示す。

8 換気扇枠 I-2051 ○

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

室　名

床

巾　木

壁

H=60
　下地）土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

　長尺塩ビシートt=2.0

ビニル巾木

凡　例
イ 開口Ｈ寸法

ロ 開口記号
イ
ロ
ハ

：壁ブレース（M18）を示す

ＧＷ　t=50　16kg/m3

LGS
45x65＠303（二重貼部分＠450）

45x50＠303（二重貼部分＠450）

：壁ブレース（M20）を示す

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5
50

1,
80

0
1
,8

00
1,

8
00

1,
80

0
2,

15
0

50

7,
2
50

2,
20

0

9
,4

50

1,800 1,800 50

3,650

X13 X14 X15

階段　平面詳細図

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

50
1,

80
0

1
,8

00
1,

8
00

1,
80

0
2,

15
0

50

7,
2
50

2,
20

0

9
,4

50

200 1,500 100

1,800 1,800 50

3,650

X13 X14 X15

電気盤

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

AW-1

+1150

1500

1500

AW-3

廊下

CH=2700

GL+3895

2FL±0

廊下

CH=2700

+3745

1

5

910

UP

1

5

9

15

20

23

10

DN

140 1,605 110 1,638

10
8

（
26
0
ｘ

9段
）

（
26
0
ｘ

12
段
）

室　名

床

巾　木

壁
　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5
　下地）LGS

天　井

廻り縁

備　考

　下地）LGS

　塩ビ製

　＊防火上主要な間仕切壁

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5

　長尺塩ビシートt=2.0

　ビニールクロス貼り+石膏ボードt=12.5+9.5

　下地）モルタルt=30
ｻｻﾗ現わし　SOP

天　井

廻り縁

備　考

　塩ビ製

　
　下地）鉄骨

外壁廻り；グラスウールt=50
備品別表参照

　化粧石膏ボードt=9.5
2700

1FL±0

(GL+250)

階段室

A3:1/50
A1:1/25

A-16

階段　１階平面詳細図　S=1/25 階段　２階平面詳細図　S=1/25

AD-1

±0

2000
1FL±0

GL+250

CH=2700

1FL±0

GL+250

倉庫

倉庫

流し 流し

電気盤

電気盤

50
2,

34
0

1
,2

60
1,

80
0

1,
59
3

3,
12
0

2
20

2
,0

60 ハ １，２ＦＬヨリノ開口下端高サ

1,000

見切：ｽﾃﾝﾚｽ

1,000

見切：ｽﾃﾝﾚｽ

　一部防滑性長尺ｼｰﾄｔ2

階段（１，２F）

階段下倉庫（１F）ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ：ｱﾙﾐ製

　床：防滑性長尺ｼｰﾄｔ2
　床：防滑性長尺ｼｰﾄｔ2

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/25
A3:1/50

A-17

Y0 Y3Y0 Y0

65

58 12.5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

PL-12

1
0
0

70
0

耐風梁TG：H-100x100x6x8

（
3
,
64

5
÷

23
段

＝
15

8.
4
7）

25
0

3
,6

4
5

3,
3
75

1,800 1,800 1,80050

天井:化粧石膏ボード t=9.5

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=100(16kg/＊)敷込

内壁:ビニルクロス

石膏ボード t=12.5下地

(軽鉄軸組下地)

グラスウール t=50(24kg/＊)充填

※小屋裏まで立ち上げ 

合板 t=4

合板 t=12

押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

強化石膏ボード t=15

デッキプレート t=1.6 H=50(EZ50)

長尺塩ビシートｔ＝2.0
土間コンクリート金ゴテ押え t=120
ワイヤーメッシュ 6φｘ150ｘ150
押出法ポリスチレンフォーム保温板ｔ＝30

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

再生砕石 t=100

天井:化粧石膏ボード t=9.5

(軽鉄軸組下地)

廻り縁:塩ビ製

柱芯 通芯

2FL

1FL

設計GL

1
,1

0
0

2
,7

00
94

5
2,

70
0

67
5

階段室

8
00

A部

手摺：塩ビ製φ34

笠木：集成材CL

内部階段　断面詳細図　S＝1/20

内部階段断面詳細図

30

20

PL-4.5

1
58

.4
7

260

PL-12

鉄部は全てOP塗

踏面：ﾓﾙﾀﾙ下地長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ2

蹴込：OP

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ：ｱﾙﾐ製

9
0
0

流し前床：防滑性長尺塩ビシートｔ＝2.0

手摺壁:ビニルクロス

石膏ボード t=12.5下地

(軽鉄軸組下地)

手摺：塩ビ製φ34

Ａ部分詳細図　Ｓ＝1/10

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦 A-18

外部階段詳細図(1)

2600(260×10）14202860(260×11）2280

9450

290

18
0

1
04

0

Y5 Y0Y4 Y3 Y2 Y1

X0

C.PL-3.2

C-150x50x20x3.2

▽本体柱芯 C-100x50x20x2.3

C-150x50x20x3.2

C.PL-3.2手摺:□P-40x40x1.6 C.PL-4.5 C.PL-4.5□P-40x40x1.6

9,160

55
5
5

55
5
5

30
0

80
0

1
18

5

1
5

1
18

5

55
5
5

55
5
5

80
0

2
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1
70

1
18

5

1
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5

2
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80
0

1
55

350 350 350 350 350

X0

80
0

30
0

1-M16 L=400
アンカーボルト

335263512603020215050

9450

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 Y0

▽本体基礎芯

4-M16 L=400
アンカーボルト

本体基礎
4-M16 L=400
アンカーボルト

4-M16 L=400
アンカーボルト

1
5

本体基礎芯 基礎芯

平面図　S＝1/25

1
0

設計GL

5
50

14
0
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0

2-D10@150

基礎芯

1-D13

1-D10

1-D13

7
00

1
00
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D10@1000
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350
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55 55

1
0

設計GL

5
50

14
0

15
0

2-D10@150

基礎芯・アンカー芯

1-D13

1-D10

1-D13

7
00

1
00

50

D10@1000

175

350

175

1-M16 L=400

アンカーボルト（ダブルナット）

1-D13

1-D10

1-D13

アンカーボルト（ダブルナット）

1-M16 L=400

1-D13

1-D10

1-D13

基礎詳細図　S＝1/10 基礎詳細図　S＝1/10

基礎伏図　S＝1/25

A1:1/10,1/25
A3:1/20,1/502024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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20

4
9
15

36
65

X0

15
0

1

23

50

M1
2

△踊場天端

▽基礎天端

M1
2 M1
2

3
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5

〃
14

5
1
60

15
0

▽設計GL ▽設計GL

〃
〃

〃
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□
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□
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□
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□
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ロ
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1
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□
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□
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0x
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6

2
5
00
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4
00

2
40

0

2
30

0

2570
55
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55

3361.5

1684.5
55

55

2728.5

55

55

C-100x50x20x2.3

Ａ
2

3

4

5

6

▽手摺天端

▽2FL天端

C-100x50x20x2.3

▽踊場天端

▽踊場天端

▽手摺天端

C-150x50x20x3.2

□P-40x40x1.6

□
P
-4

0x
40

x1
.
6

A1:1/25
A3:1/50

A-19

外部階段詳細図(2)

800
5555

270
5555

X0

50

〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃260260

55 55

〃 〃〃〃260 〃〃

55 5555 55

〃 〃 〃 〃2150 80 80 1260 80 260
2310

80

3120

55 55

1420 2600本体基礎芯

Ａ部詳細図 

踏板C.PL-4.5

260

1
60

15
0

20

2
0

16
0

160

5
55
5

2
5

2
5

トッププレート詳細図

1
60

160

5
5

25
25

ベースプレート詳細図

(ﾎﾞﾙﾄの出は45以内)

BOLT 3-M12(4穴)

TOP.PL-4.5

25 5555 25

BOLT 2-M16(4穴)
B.PL-4.5

5
5

25 55 55 25

ササラ桁 C-150x50x20x3.2

ケコミ板 PL-1.6

本体基礎芯

屋根：カラーガルバリウム鋼板　折版葺ｔ＝0.6

外部階段断面詳細図　S＝1/25
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渡り廊下廻り改修図　S＝1/50

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/50
A3:1/100

A-20

門扉

縁石撤去

L字溝撤去

地下貯留施設

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

支柱

支柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

+300

渡り廊下廻り撤去図　S＝1/50

M

+260

道路境界線

渡り廊下位置 雨水排水孔φ50

（既存のまま）

門扉

地下貯留施設

支柱

支柱

+300

道路境界線

M

+260

+260

+410
ｽﾛｰﾌﾟ1/12

汚水管新設

+260

雨水排水孔φ50の上

排水目皿φ100新設
渡り廊下

Ｎ
Ｎ

渡り廊下廻り改修図

竪樋：塩ビφ75

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

A

A

設計GL＝KBM+160
段差解消ﾏｯﾄ敷（既存使用）

D
D

B

+260

C

C

+160

1,
50

0

B

ｽﾛｰﾌﾟ1/15

+160

+160

ﾏﾝﾎｰﾙ嵩上げ CPL t=4.5  900φ

+400

1,680

ｽﾛｰﾌﾟ1/6

UP

UP

+120

UP

800 1,800 1,800 5,400 2,100 1,800

排水溝 W=70 H=30

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ｔ150（溶接金網φ6、＠100）

(目地切@3,000程度)

アスファルト舗装復旧範囲

2,
4
8 0

600

コンクリート撤去範囲

アスファルト撤去範囲

コンクリート打設復旧範囲

（ｔ50）

（t150）

（t150）

（ｔ50）

4,715

800 4,515

竪樋：塩ビφ75
（地下貯留施設へ接続）

凡例

本校舎

増築校舎

増築校舎

本校舎

凡例

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/50
A3:1/100

A-21

Ｄ－Ｄ断面図　Ｓ＝1/50

Ａ－Ａ断面図　Ｓ＝1/50 Ｂ－Ｂ断面図　Ｓ＝1/50 Ｃ－Ｃ断面図　Ｓ＝1/50

2,4002,400 2,400

KBM±0

基礎天端

WG天端（水上）

50
0

2
,6

00

3
,1

00

KBM±0

50
0

3
,9

55

基礎天端

WG天端（水上）

渡り廊下

渡り廊下
渡り廊下

50 2,300 50

2,400

WY0 WY1

柱芯 通芯 柱芯通芯

50 2,300 50

2,400

WY0 WY1

柱芯 通芯 柱芯通芯

50 2,300 50

2,400

WY0 WY1

柱芯 通芯 柱芯通芯

1,500

既存ﾏﾝﾎｰﾙ

既存ﾏﾝﾎｰﾙの上鉄板にて嵩上げ（H＝50）

KBM±0

WG天端（水上）

3
,1

00

1
50

600
600

350

+260+260
+400

10
0

渡り廊下

750 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 2,100 1,800 1,800

WX0 WX1 WX2 WX3 WX4 WX5 WX6 WX7

+260
+400

渡り廊下断面図

150 15,300

1
,5

00

柱型:外部用クッション巻t=100

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

2
,7

0
0

2,
70

0

１階廊下

27,100
5050

X0 X15

9,450

Y5

50 50

Y0

27,100

2,
70

0

X15 X0

50 50

2,
70

0

2,200

Y5

展開図（１階廊下）

A

C

B

D

50

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

A1:1/50
A3:1/100

掲示板
5.500ｘ1.200

外套掛け（2段）

壁掛けﾌｯｸ（20ｘ2）

掲示板
5.500ｘ1.200

外套掛け（2段）

壁掛けﾌｯｸ（20ｘ2）

A-22

2024.03.15



更衣ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

9,000 7,250

2
,7

0
0

4 5 4

6

X5 X10 Y0

50

Y4

33 8
0
0

分電盤

2 1

9,000 7,250

X10 X5 Y4

50

Y0

普通教室

A B C D

A DCB

2,650 6,050 3,150 6,050

X10

50 50

X10Y0 Y0

2,250 7,250 2,250 7,250

X13 X13Y0 Y0

50 50

展開図（普通教室・トイレ）

A B

C D

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

壁：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6　EP

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

掲示板

掲示用付長押 掲示用付長押

A1:1/50
A3:1/100

A-23

掲示板

掲示板

黒板用付木

1
,9

00

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：ﾎﾟﾘ合板ｔ40

1
,9

00

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：ﾎﾟﾘ合板ｔ40

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

壁：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6　EP

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

1

2

4

3

5

7

6

8

9

11

12

10

備　考

×1,900 ×児童用ロッカー

机

1,2003,600 × G-630曲面黒板 1

× 7401,760 × 400 G-480観察台 2

G-520

× 1,3501,525 × 400

××450 1,700400

G-510B

2 G-510A

椅子 40

教育

工事区分

室名札

1

持出しタイプ I-204A

換気扇枠

K-301

○

○

○

○

○

○

○

○I-205

1児童用ロッカー

掃除用具入

1,350400

1

1

2外套掛

教師用戸棚

教卓 K-101

K-301

1

1

40

× 2,000※600 × 450 G-410（変）

○

13

K-104チリ箱 1 図示表記なし

K-102教師用丸椅子 1

14

※AV用コンセント開口不用

15

16

○

展開図による

1

1給食台

1

17

18

19

20

扇風機（電気工事）

カーテンレール

カーテン（防炎）

更衣ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）

TV台

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾘｰｽ

2

3

3

2,
40

0
2,

40
0

隔て板

10
0

16 16

4
2

1
00

8

8

8

18

16

18

備　品　リ　ス　ト (普通教室1室あたり)

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

2,
70

0

27,100

2,
70

0

2,200

D

C

X15 X0

50 50

Y5

50

展開図（２階廊下）A1:1/50
A3:1/100

A-24

2
,7

0
0

27,100

2,
70

0

4,000

A

B

5050

X0 X15

Y5

50

２階廊下

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5窓ストッパー取付 開口幅W=120

下足入 下足入
電気盤

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

1

備　考

×

教育

工事区分

○

ﾘｰｽ

備　品　リ　ス　ト (普通教室1室あたり)

下足入れ 2 1,000 1,450 4列×6段×2ケ＝48人分

1 1

2024.03.15



図書室

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A B

C D

5,400 7,250

2,
70

0

90
0

9
00

5

5,400 7,250

1

2

3

4

X10 X13

X10X13

Y0

Y0

Y4

Y4

50

50

展開図（控室）

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

A1:1/50
A3:1/100

A-25

No

書架5

書架7

書架1

書架4

掃除用具入6

9 自立書架

自立書架

書架

書架

10

2

3

8

11

書架

備　　品

ｱﾙﾐ枠掲示板

12 換気扇枠

室名札13

Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数

備　品　リ　ス　ト

G-472

×※1,930 × G-351（変）

× 2,005240/330

× 1,1001,750 × 330 G-3522

× 760※1,680 × 330 G-470（変）3

× 1,700600 × 400 G-2801

× 1,0001,100 × 2401

× 6601,720 × 3301

× 1,000900 × 4502 G-474

× 1,000750 × 4501 G-475

G-471

G-473

1,200 G-680A×

×※1,930 × G-352（変）2

○

○

○

備　考

1,600 ×4

○

○

○

○

○

○

○

○1 3,600

2

工事区分

教育移設 ﾘｰｽ

I-2052 ○

持出しタイプ I-204A2 ○

複式書架

16

閲覧机

17

15

カウンター14

閲覧椅子

18

カウンター

チリ箱

19

20

ｷｬﾚﾙﾃﾞｽｸ

21

22

23

扇風機（電気工事）

6

3

1

6

44

1

2 図示表記なし

2

2

K-452

K-408

K-451

K-410-3

K-409

K-104

K-450

○

○

○

○

○

○

○

TV台

下足入れ

○

○

○

1

× ×1,000 350 1,450

○

○

24

25

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝ（防炎）

6

6

相談室

備　　品 Ｗ　　　Ｄ　　　Ｈ数No

備　品　リ　ス　ト

1 掃除用具入 1

教育

工事区分

○

備　考

○3

1,700600 ×× 400 G-280

整理戸棚（下段） 1 ○1,1201,760 ×× 515 G-213C

○

1

2

5

4

1

1 ○I-204A持出しタイプ小学校：室名札

整理戸棚（上段） 1 8801,760 ×× 400 G-215A

ホワイトボード 1 9002,700 × G-611D

化粧天板 1 G-201B ○

6

7 1 ○扇風機（電気工事）

ﾘｰｽ

8 換気扇枠 I-2051 ○

相談室

1

24 24

5555

8877

2

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄｔ＝2.0

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

天井：化粧石膏ボードｔ＝9.5

Y0Y4X10X5X0

50
9,0009,050

2
,7

0
0

11

1
,
1
0
0

2
,7

0
0

7,250

BA図書室

窓ストッパー取付 開口幅W=120

（下段のみ）

24 24 24242424

（下段のみ）

12

12

5

4 44 43 巾木：ﾋﾞﾆﾙ巾木　H＝60

Y4Y0X0X5X10

50

2,
70

0

6

掲示板

2,
70

0 11

16 16 16

7,2509,0509,000

DC

12

掲示板
分電盤

窓ストッパー取付 開口幅W=120

330

330 2,040

2,040

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

天井伏図

50 50

50
50

50 50

5
0

5
0

27100

18050 5400 3650

22
0
0

7
2
50

9
45

0

27100

9050 9000 5400 3650

3150

2650 2750

2250

22
00

7
2
50

9
45

0

3
6
50

24
0
0

1
20

0
22

0
0

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5
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１階天井伏図　S＝1：100

２階天井伏図　S＝1：100

廊下

図書室

廊下

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

倉庫

No

化粧石膏ボードｔ－9.5

仕上

1

2

3

4

1

1

1

1 1

1

1

1

CH=2.700

CH=2.700

吹抜

屋根材あらわし

2

60
0

A1:1/100
A3:1/200

A-26

天井点検口（ｱﾙﾐ製450角）　1階　9カ所

天井点検口（ｱﾙﾐ製450角）　2階　8カ所

CH=2.400

CH=2.400

普通教室１

CH=2.700

普通教室２

CH=2.700

CH=2.700

控室

CH=2.700

更衣カーテン(天吊りレール共)

3
3

2024.03.15



※延焼のおそれのある部分の外壁の開口部は、防火設備とする。

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

1
LSD

2
LSD

1
LSD

2
LSD

3
LSD

3
LSD 4

LSD
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1
AW
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1
AW

1
AW

1
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1
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1
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1
AW

1
AW

1
AWLSDAD

4
AW

4
AW

（網入り透明 t6.8+A8+Low-E強化ガラス t4）（網入り型板 t6.8+A8+Low-E強化ガラス t4）

1

5

9

15

20

10

10

1

UP

UP

普通教室1普通教室1 普通教室2
男子

トイレ

女子
トイレ

階段下
倉庫

廊下

1

5

9

15

20

23

10

DN

廊下

図書室

2
LSD

A1:1/50
A3:1/100

建具キープラン・建具表

2 1

相談室

LSD
1

A-27

1階建具キープラン　S=1/100 2階建具キープラン　S=1/100

アルミ製引き違い窓

　ロック付きクレセント、戸車、サブロック

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　電着塗装 70

　網戸

　外れ止め

　普通教室、図書室、控室、廊下

　二層複層ガラス

　強化透明t4 + A8 + Low-E強化ガラス t4

32 アルミ製引き違い窓

　ロック付きクレセント、戸車、サブロック

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　電着塗装 70

　控室

　二層複層ガラス

1

姿　　　図
寸　　　法

記号／種類／数量

備　　　考

金　　　物

仕上・見込

硝　　　子

位　　　置

1
AW

　外れ止め

4
5
0

11
5
0

15
0
0

5
0

C
H
=
2
70
0

1600

FL

CH

4
5
0

11
5
0

15
0
0

5
0

C
H
=
2
70
0

1500

FL

CH

7
0
0

1500

階段踊り場

2
AW

3
AW

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　付属金物一式

　電着塗装 70

　階段室

　二層複層ガラス

1
60
0

7
00

4
0
0

C
H
=
2
70
0

600

FL

CH

4
AW

fix

2
1
6
0.
3

10
0

2FL

1
5
8
4
.
7

1FL

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　付属金物一式

　電着塗装 70

　男子トイレ、女子トイレ

　二層複層ガラス

アルミ製FIX窓 アルミ製横すべり出し窓1 2

1600

2
00
0

CH
=
2
7
0
0

FL

CH

鋼製軽量引違い戸1
LSD

　化粧鋼板 90

　普通教室、図書室

1415

2
00
0

CH
=
2
7
0
0

FL

CH
3
0
0

950
引き残し150

有効開口800

鋼製軽量2連引込み戸2
LSD

　化粧鋼板 54

　普通教室、図書室、控室

1600

2
00
0

CH
=
2
7
0
0

FL

CH

800

鋼製軽量片開き戸3
LSD

　化粧鋼板

　男子トイレ、女子トイレ

40

2

2
00
0

FL

800

鋼製軽量片開き戸4
LSD 1

　化粧鋼板

　階段下倉庫

　ー

40

　シリンダー錠

1
AD アルミ製引き違い戸

FL

CH

20
0
0

C
H
=
2
70
0

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　電着塗装 70

　廊下

　二層複層ガラス

　強化透明t4 + A8 + 強化透明t4

　外れ止め

1850

有効開口850

　網戸

4

非メンテナンス側

　強化型板t4 + A8 + Low-E強化ガラス t4　強化透明t4 + A8 + Low-E強化ガラス t4 　強化透明t4 + A8 + Low-E強化ガラス t4

　カムラッチハンドル

FL

CH

AD
2

1850

有効開口850

20
0
0

C
H
=
2
70
0

12 アルミ製片引き戸（２連）

70

　外れ止め

　日射遮蔽型、アルゴンガス入

　強化透明t4 + A8 + 強化透明t4

　二層複層ガラス

　電着塗装

　廊下

　引手、レール、戸車、シリンダー錠 　引手、レール、戸車、鎌錠

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ
２F窓はｽﾄｯﾊﾟｰ（W120）付き ｽﾄｯﾊﾟｰ（W120）付き

3

ｽﾘ

ﾄｰﾒｲ

　引手、レール、戸車、シリンダー錠 　引手、レール、シリンダー錠
　サムターン 　サムターン

　引棒、押板、丁番、戸当り、ガラリ 　握玉、丁番、DC

室名札

　強化透明t4（500ｘ650程度）

　型板t4（500ｘ650程度）

　型板t4（320ｘ650程度） 　型板t4（500ｘ650程度）

姿　　　図
寸　　　法

記号／種類／数量

備　　　考

金　　　物

仕上・見込

硝　　　子

位　　　置

2024.03.15

建 具 表  S=1/50



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

図書室移設家具

1,600

2,
00

5

1,930

2
,0

4
0

工事概要

１．既存図書室より書架移設

備品リスト⑤　書架姿図　S＝1/20 備品リスト⑦　書架姿図　S＝1/20 備品リスト⑧　書架姿図　S＝1/20

２．移設後、転倒防止金具取付

３．金具は、LGS下地に固定のこと

部分詳細図図示による

地下貯留施設

室外機

室外機置場基礎 S＝1/20

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ置場基礎 S＝1/20

設置については、設置基準を順守のこと

ﾁｪｰﾝ取付用フック

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ

D13＠200（縦横共）

工事概要

2,
60
0

600

1
00

6
00

50

ボード

ゴール

ﾈｶﾞﾗﾐ

再生砕石（RC-40）

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙﾎﾟｽﾄ

塗装

防護ﾏｯﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

型枠

再生砕石

名称 規格

3回塗装

18-8

小型

RC-40

単位

基

基

枚

m3

m3

㎡

㎡

数量

1.0

1.0

1.0

0.216

1.440

0.490

0.049

ポール

スチールパイプ：φ76.3　SOP

フェンス

1,800

800

（W2.600）

（W2.300）

地下貯留施設

1,930

2
,0

4
0

主柱 □50x30x1.6

250

45
0

924

1030

10 46

3
0

3
0
0

20
0
0

2
2
35

1
89

2

□300

6
00

正　面　図

心線φ3.6

施錠装置
横枠 □-31x31x1.6

縦枠 □-40x40x1.6

門柱 □-50x50x2.3

4
31

3
56

50
5

50
5

35
6

83

2
,2

35

A-28

メッシュ
119×50×3.6
（樹脂塗装）

バスケットゴールS=1/20

S=1/20

S=1/30

戸当り

2024.03.15

２．既存②、ボードおよびゴール取外し、新設③(基礎共)に再取付。(既存ポールはそのまま)

１．既存①、ボードおよびゴール取外し、新設③(基礎共)に再取付。(既存ポールはそのまま)

３．新設③×2箇所、ボードおよびゴールは既存①②を再利用、ポール(基礎共)を新設。

①　L＝5.000　１カ所　(扉付き)

②　L＝6.000　１カ所　(扉付き）



Ａ部分拡大図　　Ｓ＝1/50 横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

150VP

A1:1/50,1/300
A3:1/100,1/600

150V;2.0m

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

200φ

桝の径

1

2

3

4

5

6

汚水桝

接続桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

記号 桝種類

ｍ

桝間距離

ｍｍ ｍｍｍ

高さ

設計GL

ｍｍｍ

桝蓋形式 桝形状

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

既存蓋

中耐蓋

備　考

150V;1.0m

150V;0.5m

150V;1.0m

150V;1.1m

150V;5.0m

150V;6.9m

汚水桝

汚水桝

7

8

9

10 接続桝

200φ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

既存蓋 既存蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

既存桝移設改修

現状地盤 実管低
設計GL

管低

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

450

470

490

510

530

610

720
150V;5.0m

800

1,330 1,330既存桝

150V;15.0m
1,040

汚水桝リスト　汚水配管の勾配；150A＝1.5/100

外構図

本校舎

プール

グランド

体育館

渡り廊下

+
3
00

校舎棟

給食棟

H=4.27m

変電室
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

H=3.50m
H=3.10m

H=6.85m

法42条1項道路

（市道矢部277号） 道路中心線

法42条1項道路

（市道中田523号）

多目的室

体育倉庫

図書室

H=4.70m

H=5.65m

H=15.73m

H=9.40m

倉庫(2)

H=2.60m

受水槽室

H=3.20m

石油保管庫

H=3.10m石油ﾎﾟﾘ容器庫

H=3.70m

倉庫（5）

H=2.50m

H=2.25m
倉庫（4）

倉庫（3）
H=2.25m

倉庫（6）
H=2.05m

倉庫（7）
H=2.05m

道
路

中
心

線

倉庫（8）
H=2.05m

倉庫（9）
H=2.05m

4,500
幅員

（市道中田656号）

法42条1項道路

（市道中田526号）

校舎棟

H=15.73m

道
路
中
心
線

法43条ただし書き空地

正門

道路境界線

幅員　6.000m

-2.50

±0

-0.55

-2.17

-1.90

-0.31

-0.45

-2.65

+2.78

+4.67

+4.18

H=4.00m

H=7.94m

防災備蓄庫

H=4.00m

-1.50

-2.65

幅員　6.000m

仮設校舎

道
路

境
界

線

H=2.75m
飼育小屋

外構図　S.1/300

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗
装

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗
装

⑩

⑨

⑧

6
00

2,480

門扉ﾚｰﾙ

4,
5
10

4,
71

5
8
,8

5
0

資材搬入口

9,
62

0

配管貫通

配管貫通

既存地下貯留施設

貫通部分

貫通後

：既存穴あけ

：防水モルタルにて周囲穴埋め

法42条1項道路

⑥

⑤
④
③②
①

⑦

⑨⑩

⑧

Ａ
左図A部分範囲拡大

既存アスファルトt50撤去後復旧

既存ｺﾝｸﾘｰﾄｔ150撤去後復旧（溶接金網φ6、＠100）

排水管経路

計画建物（仮設校舎、渡り廊下）

Ｎ

凡例

○内数値は汚水桝番号

（上記汚水桝リスト参照）

Ｂ

地下貯留施設貫通Ｂ部分詳細図　S＝1：50

A-29

6,000 (詳細位置は学校・監督員と協議の事)

2024.03.15

ﾌｪﾝｽ(扉共)②

ﾌｪﾝｽ(扉共)①

ﾊﾞｽｹｺﾞｰﾙ①

ﾊﾞｽｹｺﾞｰﾙ②

バスケットゴール移設(ポール新設)③×2箇所



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A3:1/600
A1:1/300

渡り廊下

プール

グランド

体育館

Ｎ

+3
0
0

4,000

1,700

6
0
0

仮設校舎

KB
M
±

0(
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰﾙ
)

浸透ﾄﾚﾝﾁ管
撤去

浸透ﾄﾚﾝﾁ管
撤去

ﾌﾟﾗｸﾞ止

浸透ﾄﾚﾝﾁ管
・散水管撤去

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

本校舎

A-30

撤去解体図　S=1/300

撤去解体図2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

本校舎

グランド

体育館
渡り廊下

プール

仮設校舎

仮囲い

4,000

仮設計画図　S＝1/300

仮設計画凡例

Ａ

A1:1/100,1/300
A3:1/200,1/600

Ｎ

A-31

学校関係者通路

シートゲート　w6000ｘh4500

渡り廊下

14
,0

0
0

1
4,

0
00

4,000

成形鋼板　H=3.0m

仮設敷鉄板(厚さ22）　不陸調整共　650㎡

工事車両・資材搬・作業員　入口

資材置場

廃材置場

工事車両駐車位置

交通整理員

渡り廊下Ａ部分仮設計画図　　S=1/100

渡り廊下建設時は昇降口児童動線との干渉を

防ぐため数回の盛替えを見込むこと。

仮設計画図

※注意事項

昇降口

グランド門

・工事進捗や状況に応じて、学校・監督員の同意を得て仮囲い位置の

　変更を行う事。

・資材及び工事車両の搬出搬入は児童の登下校時間を避ける事。

・グランド門から昇降口、昇降口からグランドへの児童通路を確保した

　仮設計画書を提出し、学校・監督員の同意を得る事。

仮囲い

ガードフェンス　32m　(H=1.8m  W＝1.8m　出入口1箇所共）

外部仮囲い　135m（成形鋼板　H=3.0m) 出入口2箇所共

Ｗ4.0ｍ・Ｄ5.0ｍ・Ｈ1.8ｍ

Ｗ4.0ｍ・Ｄ5.0ｍ・Ｈ1.8ｍ

ガードフェンス：H=1800、L=18000

ガードフェンス：H=1800、L=18000

ガードフェンス

汚水管工事時はカラーコーン等で

工事エリアを区画、堀置きは禁止とする。

昇降口

グランド門

資材置場

廃材置場

2024.03.15



番号

1.20050

0.95550

0.61480

2.17350

1.88680

4.67310

1.07100

4.02055

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:---
A3:---

緑地面積の算定 ④樹木植栽地面積　求積表

／ ＝

× ＝

＝

＞

②樹冠面積　求積表

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積②-(1)
1

2 2.60

3 15.41 4.91 75.6631 37.83155

4 31.75 3.57 113.3475 56.67375

5 31.75 3.12 99.0600 49.53000

6 19.32 4.20 81.1440 40.57200

7 50.30 4.98 250.4940 125.24700

8 50.08 4.35 217.8480 108.92400

合       計

控除 ポール 0.5*0.5 2か所

合       計

2樹冠面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1 2.55 0.89 2.2695 1.13475

2 3.17 1.00 3.1700 1.58500

3 3.48 1.00 3.4800 1.74000

4 2.83 0.91 2.5753 1.28765

5 18.17 1.00 18.1700 9.08500

6 1.00

7 18.44 1.00 18.4400 9.22000

8 12.75 0.98 12.4950 6.24750

9 2.20 0.79 1.7380 0.86900

10 2.25 1.00 2.2500 1.12500

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1 3.90 1.84 7.1760 3.58800

2 1.49 0.67 0.9983 0.49915

3 1.65 1.03 1.6995 0.84975

4 6.46 2.77 17.8942 8.94710

5 3.41 1.60 5.4560 2.72800

6 3.38 1.29 4.3602 2.18010

7 4.64 0.69 3.2016 1.60080

8 3.90 2.37 9.2430 4.62150

9 2.52 1.12 2.8224 1.41120

10 7.52 1.17 8.7984 4.39920

11 7.50 1.11 8.3250 4.16250

12 3.96 1.23 4.8708 2.43540

合       計 37.42270

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(9)
1 5.31 1.76 9.3456 4.67280

2 12.30 1.18 14.5140 7.25700

3 7.23 0.99 7.1577 3.57885

4 7.09 0.97 6.8773 3.43865

5 6.91 0.50 3.4550 1.72750

6 16.43 0.50 8.2150 4.10750

7 16.61 1.74 28.9014 14.45070

8 5.47 1.68 9.1896 4.59480

9 19.65 2.91 57.1815 28.59075

10 19.65 1.79 35.1735 17.58675

11 17.68 1.80 31.8240 15.91200

12 3.07 1.47 4.5129 2.25645

合       計 108.17375

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(10)
1 9.74 2.56 24.9344 12.46720

2 9.74 2.80 27.2720 13.63600

合       計 26.10320

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(11)
1 3.43 0.70 2.4010

2 2.94 0.65 1.9110

3 2.12 0.58 1.2296

4 4.83 0.90 4.3470

5 3.56 1.06 3.7736

6 4.21 2.22 9.3462

7 2.38 0.90 2.1420

8 4.21 1.91 8.0411

合       計

樹木植栽地面積

④-(12)

④-(13)

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(14)
1 3.65 0.59 2.1535 1.07675

2 3.65 0.59 2.1535 1.07675

合       計 2.15350

樹冠面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1 3.65 0.59 2.1535 1.07675

2 3.65 0.59 2.1535 1.07675

合       計 2.15350

樹冠面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(16)
1 16.55 1.00 16.5500 8.27500

2 16.55 0.99 16.3845 8.19225

合       計

樹木植栽地面積

底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(17)
1 3.020 0.49 1.4798 0.73990

2 3.020 0.49 1.4798 0.73990

合       計 1.47980

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(18)
1 3.200 1.56 4.9920 2.49600

2 3.200 1.56 4.9920 2.49600

合       計 4.99200

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(19)
1 4.970 2.37 11.7789 5.88945

2 4.970 2.37 11.7789 5.88945

合       計

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1 1.41 0.71 1.0011 0.50055

2 1.41 0.71 1.0011 0.50055

合       計 1.00110

21.00 m敷 地 面 積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1 2.83 1.41 3.9903 1.99515

2 2.83 1.41 3.9903 1.99515

合       計 3.99030

敷 地 面 積

50.00% 

20.00% 

追加緑地

+

既存緑地 増殖緑地 合　　　　計

増殖緑地合計

緑地面積総合計

②樹冠

④樹木

⑤芝生

⑥花壇

全体緑地合計

④樹木

⑤芝生

⑥花壇

増殖緑地合計

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

0.553

0.553④-(20)

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

合       計

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

⑥-(1)

1.047 0.399

3.872

3.329 1.514

3.329 0.530

2.120

5.817 0.845

0.5801.608

3.753 1.359

3.190 1.520

3.076 1.792

3.076 1.069

2.442 0.551

2.580 0.825

1.4763.865

5.617 0.565

8.911 1.610

4.511 0.556

4.511 1.157

0.554

8.657

0.4177

2.1450

5.0401

1.7643

18.3528

4.9153

0.9326

5.1003

4.8488

5.5121

3.2882

1.3455

2.1285

5.7047

3.1736

14.3467

2.5081

5.2192

0.20885

1.07250

2.52005

0.88215

9.17640

2.45765

0.46630

2.55015

2.42440

2.75605

1.64410

0.67275

1.06425

2.85235

1.58680

7.17335

1.25405

2.60960

合       計 43.371750

43.37㎡

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

合       計

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

3.885

3.885

1.920

1.920

7.4592

7.4592

3.72960

3.72960

7.4592

7.45㎡

4.740

4.740

2.144

2.144

10.1625

10.1625

5.08125

5.08125

10.1625

10.16㎡

⑥-(2)

⑥-(3)

2.965

2.965

1.337

1.337

合       計

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

合       計

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2⑥-(5)

⑥-(4)

合       計

緑地減面積
桝

コンクリート基礎

-0.16000

-0.01000

3.9642

3.9642

1.98210

1.98210

3.79420

3.79㎡

緑地減面積

3.986

3.986

1.897

1.897

7.5614

7.5614

3.78070

3.78070

7.5614

7.56㎡

桝(φ125） -0.01226

3.970

3.970

1.894

1.894

7.5191

7.5191

3.75955

3.75955

7.50684

7.50㎡

0.0625ｘ0.0625ｘ3.14ｘ1箇所

0.4ｘ0.4ｘ1箇所

0.1ｘ0.1ｘ1箇所

⑤-(2)

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

6.140

6.140

2.953

2.953

18.13142

18.13142

合       計

9.06571

9.06571

18.13142

⑤-(1)

2

面          積半      径 角      度

1.600

扇　形　面　積

82.36/360

1

2

合       計

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1.726

1.726

0.296

0.296

0.51089

0.51089

面          積半      径 角      度

1.600

扇　形　面　積

102.14/360

0.51㎡

樹木植栽地面積

樹木植栽地面積

樹木植栽地面積

2.280672.28067

2.28㎡

1.83900 1.83900

1.83㎡

番号 面          積底      辺 高      さ 倍     面     積

1

2

3

4

5

6

7

合       計

樹木植栽地面積

8.058

8.058

5.794

3.614

2.315

2.785

2.527

1.544

0.399

1.238

0.425

0.394

1.637

20.36256

12.44155

2.31180

4.47413

0.91211

4.55904

10.18128

6.22077

1.15590

2.23706

0.45605

2.27952

0.25544

0.25544

0.51088

3.614 1.53595 0.76797

23.29855

23.29㎡

1

番号

1

番号

18.13㎡

合       計

樹木植栽地面積

樹木面積

合       計

(内　　　訳）

増殖緑地合計

芝等面積

花壇等面積

61.50 ㎡

④-(21)

④-(22)

④-(23)

④-(24)

雨樋(塩ビ管φ100） 0.05ｘ0.05ｘ3.14ｘ1箇所

3.624

3.624

1.00203

1.00203

芝生植栽地面積

芝生等植栽地面積

花壇植栽地面積

花壇植栽地面積

花壇植栽地面積

花壇植栽地面積

花壇植栽地面積

36.46 ㎡

61.50 ㎡

36.46 ㎡

1.99621

1.99㎡

29.90 ㎡

127.86㎡

29.90 ㎡

127.86 ㎡

29.90 ㎡

36.46 ㎡

61.50 ㎡ 61.50㎡

36.46㎡

※花壇は1年のうち半年以上は　草花が植えてある事。

127.86㎡

緑化面積算出表

▲0.00785控除

必要緑化面積

新増設建築面積㎡ 法定建ぺい率 仮想敷地面積㎡

仮想敷地面積㎡ 緑化率 新たに必要な緑化面積㎡

既存（前協議）緑化面積㎡ 新たに必要な緑化面積㎡ 必要な緑化面積㎡

計画緑化面積㎡ 必要な緑化面積㎡ 今回設ける緑化面積㎡増減

合       計

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(2)
1

2

3 1.00

4 1.38 1.01 1.3938 0.69690

5 17.05

6 19.53 3.11 60.7383 30.36915

7 16.63 1.30 21.6190 10.80950

8 12.41 1.00 12.4100 6.20500

9 14.15 0.94 13.3010 6.65050

10 19.53 1.18 23.0454 11.52270

11 14.37 1.00 14.3700 7.18500

12 5.32 2.68 14.2576 7.12880

13 3.62 1.00 3.6200 1.81000

14 15.35 1.30 19.9550 9.97750

15 4.80 1.91 9.1680 4.58400

16 11.81 1.00 11.8100 5.90500

17 11.96 1.00 11.9600 5.98000

18 2.41 0.30 0.7230 0.36150

19 8.50 0.28 2.3800 1.19000

20 15.52 1.30 20.1760 10.08800

21 6.29 1.17 7.3593 3.67965

22 1.80 0.61 1.0980 0.54900

23 2.36 1.00 2.3600 1.18000

合       計

控除 ﾏﾝﾎｰﾙ 0.8*0.8 1か所

合       計

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(3)
1 12.13 1.55 18.8015 9.40075

2 18.58 1.53 28.4274 14.21370

3 7.51 2.24 16.8224 8.41120

4 3.22 1.35 4.3470 2.17350

5 4.39 0.39 1.7121 0.85605

6 4.39 1.11 4.8729 2.43645

7 3.84 1.40 5.3760 2.68800

合       計 40.17965

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(4)
1 11.05 0.90 9.9450 4.97250

2 18.40 0.90 16.5600 8.28000

3 7.44 1.38 10.2672 5.13360

4 4.25 1.95 8.2875 4.14375

合       計 22.52985

222.52 m樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(5)
1 1.28 0.62 0.7936 0.39680

2 1.36 0.69 0.9384 0.46920

3 1.36 0.66 0.8976 0.44880

4 2.21 0.82 1.8122 0.90610

5 2.21 0.83 1.8343 0.91715

合       計

2樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(6)
1 2.65 1.33 3.5245 1.76225

2 2.88 1.60 4.6080 2.30400

3 2.88 1.12 3.2256 1.61280

4 2.29 1.14 2.6106 1.30530

合       計 6.98435

樹木植栽地面積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積④-(7)
1 2.17 0.36 0.7812 0.39060

2 3.50 2.00 7.0000 3.50000

3 3.32 1.90 6.3080 3.15400

4 2.06 0.36 0.7416 0.37080

合       計 7.41540

樹木植栽地面積

案内看板 1.20(L)ｘ0.10(W)x1箇所 ▲0.12000

3.01 m

3.01805

控除

1.48 0.30 0.4440 0.22200

9.17 0.87 7.9779 3.98895

9.78 9.7800 4.89000

11 1.57 0.23 0.3611 0.18055

13.92 13.9200 6.96000

39.43445

16.59575

④-(15)

16.46725

11.77890

1.38 23.529 11.76450

303.99

607.98

607.98

121.60

121.60

緑地番号

④-(8)

緑地番号

④-(1)

緑地番号

40.17㎡

6.98㎡

7.41㎡

39.43㎡

37.42㎡

108.17㎡

26.10㎡

16.59㎡

3.99㎡

2.15㎡

2.15㎡

16.46㎡

1.47㎡

4.99㎡

11.77㎡

146.73765

39.434450

▲ 0.64000

146.09765

146.09㎡

527.77㎡497.87㎡

442.08㎡442.08㎡

1067.81㎡

442.08 m

7.45 2.44 18.1780 9.08900

11.32 29.4320 14.71600

442.58330

▲ 0.50000

442.08330

1,065.86

1,065.86

2.00407

2.00407

944.26

1,067.81

A-32

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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④-(12)： 1.00㎡

④-(13)：3.99㎡

④-(3)：40.17㎡

④-(7)： 7.41㎡

④-(8)：37.42㎡

④-(9)：108.17㎡

④-(10)：26.10㎡ ④-(11)：16.59㎡

④-(15)： 2.15㎡

④-(16)：16.46㎡

④-(18)： 4.99㎡

④-(19)：11.77㎡

④-(17)： 1.47㎡

配置図　S.1/300

Ｎ
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H=3.10
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H=4.70

H=6.85

H=3.10

H=3.50
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H=15.73

H=4.27

H=17.91

H=15.73

H=17.91

H=9.20

H=7.20

H=4.00

H=2.60

H=7.94

H=4.00

H=7.20

H=5.65

H=3.30

H=4.10

H=4.10

H=3.20

④-(14)： 2.15㎡

⑥-(2)： 10.16㎡

⑥-(3)： 3.79㎡

⑥-(5)： 7.50㎡

④-(21)： 0.51㎡

1.
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14.4
4

緑化求積図　S=1:300
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⑤-(2)： 43.37㎡

3.624

⑤-(1)： 18.13㎡

⑥-(4)： 7.56㎡

⑥-(5)： 7.50㎡

新規緑地面積算入部分

一重枠：既存緑地、二重枠：新規緑地 緑化面積求積図

⑥-(1)：7.45㎡

④-(24)：23.29㎡

2.
96
5

1.337
1

H=17.91
400ｘ400

コンクリート基礎 100ｘ100

雨樋100φ

④-(5)：3.01㎡

④-(6)： 6.98㎡

A1:1/100,1/150
A3:1/200,1/300

④-(4)：22.52㎡ (仮設校舎）

（渡り廊下）

増築建物

増築建物

ポール

ポール

マンホール
800Ｘ800

④-(1)：39.43㎡

0.
30

1.48
1

9.17
9.78

1.600

0.23

1.57

11

桝Φ125

〇-(〇)：〇〇.〇〇㎡

〇-（〇）：緑地番号示す

〇〇.〇〇㎡：緑地面積を示す

既存緑地

凡例

④-(2)：146.09㎡

④-(20)： 1.99㎡

④-(23)： 2.28㎡

④-(22)： 1.83㎡

2.61

1.
8
0

2.44

7.451
1.3

2

1.
8
0

②-(1)：442.08㎡

緑地⑤-(1)、⑥-(7)拡大求積図　　S=1:100

⑥-(7)： 23.29㎡⑤-(1)： 43.37㎡
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新規芝張り

アジサイ　4本

10株/㎡ｘ7.50㎡＝75株

5本／㎡×2.00㎡＝10本

サルスベリ

モミジ

ヤマモモ

メタセコイヤ

キンモクセイ

スダシイ

雑木

スダシイ

イロハモミジ

ケヤキ

イチョウ

雑木

雑木

スダシイ

スダシイ

スダシイ

マキ

スダシイ

ヒメリンゴ

ハナミズキ

モミジ

カクレミノ

ヒマラヤスギ

雑木

ヒマラヤスギ

雑木

スダシイ

雑木

ヤマモモ

ヤマモモ

サクラ

ウメ

スダシイ

雑木

雑木

雑木

雑木

雑木

雑木

ヤマモモ

キンモクセイ

雑木

イロハモミジ

サクラ

ケヤキ

カキ

カリン

雑木

サクラ

雑木
2本／㎡×4㎡＝8本

ツツジ

ツツジ
42本

ツツジ
28本

6本
ツツジ

モミジ

キンモクセイ

ケヤキ

ヤマモモ

アジサイ

キンモクセイ

ヤマモモ

クマササ
5本／㎡×12㎡＝60本

④-(3)：40.17㎡

④-(7)： 7.41㎡

④-(10)：26.10㎡

④-(12)： 1.00㎡

④-(13)：3.99㎡

④-(11)：16.59㎡

④-(19)：11.77㎡

④-(18)： 4.99㎡

④-(17)： 1.47㎡

④-(8)：37.42㎡

配置図　S.1/300

H=15.73 H=17.91

H=3.10

H=3.50

H=4.27

H=15.73

H=4.27

H=17.91

H=15.73

H=17.91

H=9.20

H=7.20

H=2.60

H=7.20

H=5.65

H=3.30

H=4.70

H=4.10

H=4.00

H=7.94

H=4.00

H=4.10

H=6.85

H=3.10

H=3.10

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A3:1/600
A1:1/300 緑化計画図

5本／㎡×2.15㎡＝10本

④-(15)： 2.15㎡

5本／㎡×2.15㎡＝10本

④-(14)： 2.15㎡

H=5.65

H=3.30

H=3.20

クロガネモチ

④-(21)： 0.51㎡

5本／㎡×0.51㎡＝3本

④-(20)： 1.99㎡

雑木

④-(22)： 2.28㎡

④-(23)： 1.83㎡ 5本／㎡×1.83㎡＝10本

クワ

スダシイ

スダシイ

マンサク

マテバシイ

ナンテン

④-(24)： 23.29㎡

Ｔ１を示す(高さ４ｍ以上)

Ｔ２を示す(高さ2.5ｍ以上４ｍ未満)

Ｔ３を示す(高さ１ｍ以上2.5ｍ未満)

Ｔ４を示す(高さ0.4ｍ以上１ｍ未満)

既存建物を示す

増築建物を示す

②樹冠を示す（既存）

④樹木植栽地を示す

⑤芝生敷を示す

⑥花壇植栽地を示す

新設樹木・花壇・芝生を示す

凡　例

⑥-(4)： 7.56㎡

10株/㎡ｘ7.56㎡＝76株

⑤-(1)： 18.13㎡

パーゴラ(芝生等の扱い）

⑥-(5)： 7.50㎡

ブロック等有無 植樹･植栽内容

半年以上は

植栽の形態の

保持に務める

緑地番号

④-(20)

④-(21)

④-(22)

④-(23)

④-(24)

⑤-(1)

⑤-(2)

⑥-(1)

⑥-(2)

⑥-(3)

⑥-(4)

⑥-(5)

1.99

0.51

2.28

1.83

23.29

18.13

43.37

7.45

10.16

3.79

7.56

7.50

緑地形態

樹木植栽

樹木植栽

樹木植栽

樹木植栽

樹木植栽

芝生等

芝生等

花壇等

花壇等

花壇等

花壇等

花壇等

有り

有り

有り

有り

有り

有り

無し

有り

有り

有り

有り

有り

T4

T3

T4

ツツジ

ラベンダー

サツキ

サツキ

アセビ

アジサイ

数量

10

3

12

10

3

17

18.13

43.37

75

102

40

76

75

本

本

本

本

本

本

㎡

㎡

株

株

株

株

株

新規植樹

新規植樹

新規植樹

新規植栽

新規植栽

新規植栽

新規植栽

新規植栽

緑地面積(㎡） 植樹･植栽内容緑地番号 緑地形態 数量 単位

既存緑地植樹枯死による植樹

ブロック等有無
縁石等

植樹形態 備考

⑤-(2)： 43.37㎡

ヤマモモ

単位緑地面積(㎡）

追加申請緑地リスト

緑地廻り縁石・
植樹形態 備考

ツツジ　T4

ツツジ　T4

ツツジ　T4

5本／㎡×2.28㎡＝12本サツキ　T4

サツキ　T4

アジサイ　T4　17本

アセビ　T3　　3本

ラベンダー　T4

T4

T4

T4

既存剪定

既存剪定

既存剪定

芝生

フジ 既存剪定

26本

④-(16)：16.46㎡

樹木植栽

樹木植栽

有り

有り

ツツジ 本

本

新規植樹④-(14)

④-(15) 新規植樹ツツジ

2.15

2.15 10

既存樹木2本ありT4

T4

10

樹木植栽 有り 本 新規植樹T4④-(9) 108.17 アジサイ 4

④-(9)：108.17㎡

既存樹木5本あり

増築建物

(仮設校舎）

増築建物

④-(4)：22.52㎡

④-(5)：3.01㎡

④-(6)： 6.98㎡
⑥-(3)： 3.79㎡

10株/㎡ｘ3.79㎡＝40株

⑥-(2)： 10.16㎡

10株/㎡ｘ10.16㎡＝102株

⑥-(1)：7.45㎡

10株/㎡ｘ7.45㎡＝75株

アジサイ

ヤマモモ

④-(1)：39.43㎡

高麗芝

パンジー他

パンジー他

パンジー他

パンジー他

パンジー他

雑木　5本

一重枠：既存緑地、二重枠：新規緑地〇-(〇)：〇〇.〇〇㎡

〇-（〇）：緑地番号示す

〇〇.〇〇㎡：緑地面積を示す

Ｎ

④-(2)：146.09㎡

②-(1)：442.08㎡
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/400,N.S
A3:1/800,N.S

矢部小学校
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30
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05'

2.26
9 14:0

0

 36ﾟ3
6'

2.679 14:30

 42ﾟ36'
3.351 15:00

 48ﾟ09' 4.579 15:30
 53ﾟ17' 7.449

16:00

影倍率表  [ 緯度 = 36.4ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  7ﾟ39' -53ﾟ17' 7.449 -5.971 4.453

 8:30  12ﾟ19' -48ﾟ09' 4.579 -3.411 3.054

 9:00  16ﾟ37' -42ﾟ36' 3.351 -2.268 2.466

 9:30  20ﾟ28' -36ﾟ36' 2.679 -1.597 2.151

10:00  23ﾟ47' -30ﾟ05' 2.269 -1.137 1.963

10:30  26ﾟ29' -23ﾟ06' 2.006 -0.787 1.846

11:00  28ﾟ30' -15ﾟ40' 1.842 -0.498 1.774

11:30  29ﾟ44' -7ﾟ56' 1.751 -0.241 1.734

12:00  30ﾟ09'  0ﾟ00' 1.722 0.000 1.722

12:30  29ﾟ44'  7ﾟ56' 1.751 0.241 1.734

13:00  28ﾟ30'  15ﾟ40' 1.842 0.498 1.774

13:30  26ﾟ29'  23ﾟ06' 2.006 0.787 1.846

14:00  23ﾟ47'  30ﾟ05' 2.269 1.137 1.963

14:30  20ﾟ28'  36ﾟ36' 2.679 1.597 2.151

15:00  16ﾟ37'  42ﾟ36' 3.351 2.268 2.466

15:30  12ﾟ19'  48ﾟ09' 4.579 3.411 3.054

16:00  7ﾟ39'  53ﾟ17' 7.449 5.971 4.453

地域又は区域

第一種低層住居専用地域

制限を受ける建築物

軒高＞７ｍ

又は地上階数≧３回

平均地盤からの高さ

１．５ｍ

５ｍラインの制限 １０ｍラインの制限

３時間 ２時間

測定面の高さ　1.500m　緯度35.400°　冬至　測定時間　8～16時

校舎

H=15.73H=19.71

校舎

H=15.73

屋内運動場

H=7.2

H=7.2

H=9.4

H=4.1

H=19.71

H=4.27
給食室

H=4.7

H=5.65

H=3.5H=3.1

図書室
H=5.65

H=3.2
H=3.3

H=2.6

H=4.27

H=14.53 H=3.5
H=3.1

H=2.5 H=2.25
H=2.2

H=2.85

H=2.05

H=2.05

H=2.05

H=2.05

H=3.6

H=7.94

H=4.0

H=4.0

H=2.1

H=3.41
H=2.60

H=3.7

Ｎ

-40.993205

真
北

H=8.07

H=3.59

H=4.23

H=3.59

H=6.05
H=2.90

増築校舎

A-35

増築後の時刻日影図

増築後の時刻日影図　S=1/400
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/400,N.S
A3:1/800,N.S

矢部小学校
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影倍率表  [ 緯度 = 36.4ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  7ﾟ39' -53ﾟ17' 7.449 -5.971 4.453

 8:30  12ﾟ19' -48ﾟ09' 4.579 -3.411 3.054

 9:00  16ﾟ37' -42ﾟ36' 3.351 -2.268 2.466

 9:30  20ﾟ28' -36ﾟ36' 2.679 -1.597 2.151

10:00  23ﾟ47' -30ﾟ05' 2.269 -1.137 1.963

10:30  26ﾟ29' -23ﾟ06' 2.006 -0.787 1.846

11:00  28ﾟ30' -15ﾟ40' 1.842 -0.498 1.774

11:30  29ﾟ44' -7ﾟ56' 1.751 -0.241 1.734

12:00  30ﾟ09'  0ﾟ00' 1.722 0.000 1.722

12:30  29ﾟ44'  7ﾟ56' 1.751 0.241 1.734

13:00  28ﾟ30'  15ﾟ40' 1.842 0.498 1.774

13:30  26ﾟ29'  23ﾟ06' 2.006 0.787 1.846

14:00  23ﾟ47'  30ﾟ05' 2.269 1.137 1.963

14:30  20ﾟ28'  36ﾟ36' 2.679 1.597 2.151

15:00  16ﾟ37'  42ﾟ36' 3.351 2.268 2.466

15:30  12ﾟ19'  48ﾟ09' 4.579 3.411 3.054

16:00  7ﾟ39'  53ﾟ17' 7.449 5.971 4.453

地域又は区域

第一種低層住居専用地域

制限を受ける建築物

軒高＞７ｍ

又は地上階数≧３回

平均地盤からの高さ

１．５ｍ

５ｍラインの制限 １０ｍラインの制限

３時間 ２時間

測定面の高さ　1.500m　緯度35.400°　冬至　測定時間　8～16時

校舎

H=15.73H=19.71

校舎

H=15.73

屋内運動場

H=7.2

H=7.2

H=9.4

H=4.1
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H=4.27
給食室

H=4.7

H=5.65

H=3.5H=3.1

図書室
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H=14.53 H=3.5
H=3.1

H=2.5 H=2.25
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H=4.0

H=4.0
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H=3.41
H=2.60

H=3.7

Ｎ

-40.993205

真
北

H=8.07

H=3.59

H=4.23

H=3.59

H=6.05
H=2.90

増築校舎

増築後の時刻日影図

増築後の時刻日影図　S=1/400
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　 　計　 　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

構造特記仕様書(1)

基礎 普通 21 21+mSn 23 15 4.5

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 普通 18 23 15 4.5

AE減水剤

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 普通 18 23 15 4.5

・練り混ぜ水  （　　上水道水　 　　　　 　　　　　　 　工業用水　  ）地下水

SD295

また、六価クロム溶出試験を実施し、六価クロム溶出量が環境基準値以下であることを
確認すること。

・積雪後の降雨も考慮した積雪荷重 対象 対象外短期　 　N/m 2

・アルカリ総量  ：　3.0kg/m　以下
3

・コンクリートの強度試験

試験の目的に応じた１回の試験、供試体の養生方法および材齢は下表による。

・湿潤養生

打ち込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マット又は水密シート
　による被覆、散水又は噴霧、脱養生剤の塗布等により湿潤養生を行う。その期間は、
　５日以上とする。（早強ポルトランドセメントの場合は、３日以上）

・JIS A 5308 付属書Cに適合するものとすること。

・構造体コンクリート強度の判定

供試体の養生方法
判定基準

試験材齢

標準養生 ２８日 X ≧ max(Fc , Fd) ＋ mSn

平均気温※が２０℃以上の場合

現場水中養生 ２８日
X ≧ max(Fc , Fd) ＋ mSn

平均気温※が２０℃未満の場合
X ≧ max(Fc , Fd) ＋ 3

封かん養生 ２８日を超え９１日以内 X ≧ max(Fc , Fd) ＋ 3

河川水

・スラッジ水は原則として使用しないこと。使用する場合は、監理者と協議の上決定する

本特記仕様書に記載なきコンクリート工事については、 「公共建築工事標準

仕様書　平成31年版」 および 「JIS A 5308-2019(ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）」 を

参照の上、工事管理者と工事監理者との協議により決定する。

ことを前提とし、JISに適合することを確認するだけでなく、濃度および測定器具の管理

記録の確認を行うなど、品質の確保を徹底すること。

（X：3個の供試体の圧縮強度の平均値）

※平均気温：直射日光が当たらない屋外に水槽を設置し、試験体を浸漬し、水槽内の最高
 および最低の温度を毎日測定し、養生期間中の全測定値を平均したもの

※

※せき板の存置期間をコンクリートの圧縮強度確認により行う場合は、現場水中養生または
封かん養生とする。

試験の目的 調合管理強度の判定 型枠取り外し 構造体コンクリート強度の判定

打込み日ごと、打込み

した単位ごとに行う。

工区ごと、かつ、150＊

いかにほぼ均等に分割
頻度

供試体の

個数

１台の運搬車から採取

した試料で同時に３個

の供試体を作製する。

供試体の

作製方法

適切な間隔をあけた３台の運搬車から、それぞれの試料を採取

し、１台につき１個（合計３個）の供試体を作製する。

１

回

の

試

験

養生方法 標準養生

工事現場にお

ける水中養生

又は封かん養生

工事現場に

おける水中養生

工事現場に

おける封かん養生

標準養生

３

材齢 ２８日
必要に応じて

定める。
２８日

28日 及び28日を

超え 91日以内
２８日

打込み日ごと、打込み工区ごと、かつ、

150＊以下にほぼ均等に分割した単位ごと

に行う。

必要に応じて

定める。

時期の決定

１.構造体コンクリート

2.その他ｺﾝｸﾘｰﾄ

「コンクリートの品質管理指針・同解説」（日本建築学会）より

0.3

1.0

1.0

2

1.0

30 20

600

34

Ⅲ

指定性能評価機関のグレード（  H  M  R  ）以上の工場とする。

・単位荷重

（　）内は他の短期荷重と組合せる場合

地　震主架構 備　 　考

架　 　構　 　形　 　式

土質柱状図

９）設計用地耐力

基礎形式場　　所 基礎深さ（m）

８）鉄骨製作工場

種　 　別

キュービクル

緑　 　化

室　　外　　機

７）特殊荷重

重量　 　数

短　期長　期

設計地耐力（kN/m ）
備　 　考

備　 　考

注記ある場合以外　　印の項目を適用する。

・垂直積雪量

・設計用積雪荷重

５）積雪荷重

６）積載荷重

室　 　名

・区 　域

小　梁床

長期　 　N/m　、　短期　 　　　N/m　　（　 　N/m　）

２）地震荷重

３）土圧及び水圧

・標準せん断力係数（一次設計用）

・振動特性係数 　Rt=

・土圧係数 　KA=　 　地下外壁　KN=

４）風荷重

・地下水位 　GL-　　m

・地域係数 　Z=

方　　向

構造設計条件

Ｘ方向

Ｙ方向

計算ルート γ

外　 　壁

基　 　礎

１階床性能

地　 　業

構造種別

建築物の構造概要

部　 　位

屋　 　根

構造概要書・構造特記仕様書（１）

床

折板

一般地域

１）計算ルート、地震時層間変形角の制限値γ、架構形式

構　 　造　 　種　 　別

合成スラブ

・地盤種別 　第　　　種

N/cm/m

・Vo = 　　  m/sec

・地表面粗度区分　=

cm

（N/m　）

部　 　位

・締固めは、ランマー3回突き、振動コンパクター2回締め又は振動ローラー締め程度とし、

地業工事

地 業 内 容

・圧接工：公益社団法人　日本鉄筋継手協会の資格証明書を提出の事

厚さ 備　　考

・粗骨材の種類・最大寸法 　（　 　砕石　20、　 　砂利　25　　）

・寒中コンクリートの適用期間 　※（１）、（２）のいずれかに該当する期間を基準とする。

・計画供用期間の級：

・セメントの種類 　（　 　普通ポルトランドセメント　 　）

使　用　箇　所

短期（18） 標準（24） 長期（30）

・圧接部抜取り試験：同作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を越える
時は200箇所ごと）を、１検査ロットとする。

・せき板の材料 　（　　合板、　 メッシュ型枠 　鋼製型枠）

（mm）

表　示材料種別採用 備　 　考

備　 　考使　用　箇　所継手種別採用

神奈川県横浜市戸塚区矢部町1698

（増築予定　 　無　 　有）

デッキプレート 木製床パネル

窯業系サイディング

複層断熱パネル

角波鉄板 ＡＬＣ版

S RC SRC

直接基礎

杭基礎

砕石 再生砕石 割り石 砂利

土間コンクリート（ t=120　 ）

カッター目地 　有り　 　無し

構造スラブ（t=　 　）

フォーク走行の考慮 　有り　 　無し

地中梁と土間の間のコンクリート　 　有り　 　無し

ラーメン ブレース

ラーメン ブレース

多雪地域

高　架　水　槽

標準貫入試験 スウェーデン式サウンディング試験

 令和　　年　　月　　日～　　月　　日

鉄筋工事

地盤改良 （　　深層混合処理工法　 　浅層混合処理工法　）

地中梁と土間の間の差し筋　 　有り　 　無し

・単位水量  (  185kg/m　以下、  175kg/m　 ) 以下を標準とする。
3 3

・水セメント比は、ポルトランドセメントの場合、65パーセント以下を標準とする

圧接部引張試験＝３本以上/検査ロット

超音波探傷試験＝３0箇所以上/検査ロット

平板載荷試験

・塩化物イオン量：　0.3kg/m　以下
3

 (  )内数値は、耐久設計基準強度：Fd （N/mm　）を示す。2

2

222

2

2

・単位セメント量　270kg/m　以上を標準とする。3

上記以外の工場とする。

SD345 D19以上（JIS　G　3112）

ルーフデッキ

・重要度係数 　I=

・厚さが300mmを超えるときは、300mmごとに締固めを行う。

緩み、ばらつき等がないように、十分締固める。

（　　独立　 　連続　 　べた　 　複合）

（　　鋼管　 　ＰHＣ　 　） その他（　 　）

地業杭 （　　　　　　　　 　） その他（　 　）

 Ｃo=

（1階床を除く）

木製床パネル

・せき板の存置期間

コンクリートの材齢により、又はコンクリートの圧縮強度により定められた最小存置期間の
のちに取り外しを行う。なお、圧縮強度により定める場合は、コンクリートの試験結果及び

早強ポルト
ランドセメント

Ａ種Ａ種期

3

8

5

の
材
齢
（
日
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト

コンクリートの
圧縮強度

0℃以上

１５℃以上

温
気
均

の
間

3

５.０Ｎ／ｍｍ

5

2

2

原則として、

シリカセメント

ランドセメント
普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

基礎、はり側、柱、壁

早強ポルト
ランドセメント

セ
メ
ン
ト

置
存

の
種

類

平

種類
部位

普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

スラブ下、はり下

ランドセメント
早強ポルト

せ　き　板

Ａ種Ａ種

設計基準強度の

2512

８５％

15 28

8 17

28

１００％

28

シリカセメント
Ａ種

28

普通ポルト
ランドセメント

高炉セメント
Ａ種

シリカセメント

支　 　柱

スラブ下

高炉セメント

ランドセメント
普通ポルト

ランドセメント
早強ポルト

はり下

又は12Ｎ／ｍｍ2

５℃以上

支柱を外したのちに取り外す。

安全確認するための資料により、監督職員の承諾を受ける。

かつ、施工中の荷重及び外力について、
構造計算により安全であることが確認さ
れるまで。

D16以下（JIS　G　3112）

重　ね　継　手

ガ　ス　圧　接

D16以下 （特記なき限り）

D19以上 （特記なき限り）

・杭の先端深さは地盤状況などに応じて変更することがある。

・地盤改良に関するセメント系固化材は、六価クロム溶出量低減型固化材を使用する。

杭工事

杭 種　類別種

3

1

2

体積重量
気乾単位

強度 Fc
の種類

強度 Fm
（N/mm ）

設計基準
ｺﾝｸﾘｰﾄ

調合管理
空気量スランプ
所　要所　要

・試験杭の位置等は設計図書又は工事監理者の指示による。
・場所打ちコンクリート杭の材料はコンクリート工事　、鉄筋工事の項による。

・根固め液及び杭周固定液の管理試験は、試験杭本毎に1回、本杭20本毎に1回とする

（%）（ｋＮ/m ）3 （cm）

コンクリート工事

使　　用　　箇　　所
2（N/mm ）2

基礎深さ（ｍ）

地盤改良工事

改良径（mm） 先端深さ（ｍ） 備　　考
設計杭支持力（kN/本）

短　期長　期

設計基準強度

（継手ない場合は、本杭30本毎に1回とする）

Fm=max(Fc , Fd)+mSn mSn：構造体強度補正値

（kN/m  ）2

エレベーター

フォークリフト

デッキ構造スラブ

合成スラブ デッキ構造スラブ

クレーン

※ AW検定有資格者の必要性（ 　有　 　無　）

※再生砕石使用（ 　可　 　不可　）

工　法

※詳細事項は別紙による。

備　考

混和剤

（１）打込み日を含む旬の日平均気温が４℃以下の期間

（２）コンクリート打込み後91日までの積算温度Ｍ　 が840°D・Dを下回る期間91

混和材

4

5

6

1

2

3

4

 （　　回収水（上澄水のみ）　  ）

体積重量
気乾単位

の種類
呼び強度ｺﾝｸﾘｰﾄ

空気量スランプ
所　要所　要

（%）（ｋＮ/m ）3 （cm）
使　　用　　箇　　所

（N/mm ）2
混和剤 混和材

00屋根 00

11002100教室 21002300

基礎 GL-0.4

基礎下捨てコン 50

D19

D10,D13,D16 基礎、土間

-

基礎

-

2

2

基礎下、土間下 100

建物基礎

AE減水剤

AE減水剤鋼管杭

砕石

50 100

太陽光パネル

仮定値

S-01
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

構造特記仕様書(2)

（令第129条の2の3の事項）

溶接部外観目視検査

ただし、現場溶接部は、全数検査

100

100 ー

備　　　考
現場

塗り回数

トルシア形（S10T）

配　　筋　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工条件

防錆方法

・アンカーボルト SR235

使用法

・デッキプレート

材料種別

ＪＩＳ系２種（F10T）

合成スラブ

支保工無し

捨型枠

連続梁

構造床

単純梁

防錆塗装亜鉛メッキ

支保工有り

使　用　箇　所 備　　　考

ごしらえ

素　地
塗　　　　料

工場

2種 1JIS K 5621

鉄骨工事

一般部高力ボルト

中ボルト

溶接

・高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト（Ｆ８Ｔ）　※施工技術者資格必要

・接合部の構造形式 （　　摩擦接合　　　　  引張接合）

（　　工場溶接　　　　現場溶接）

SS400 SNR400B

・スタッドボルト JIS B 1198「頭付きスタッド」による。

防錆塗装

使　用　箇　所

・現場溶接部、高力ボルト接合部、ボルト類などは現場タッチアップを行う。

SNR490B

・耐火被覆を施す部分は原則として錆止め塗装をしない。

（　　4.8　　　6.8　　　10.9）強度区分

屋　外　部

採用

JIS K 5674　（１種） 2

その他

建築設備

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物で腐食又は腐朽のおそれ

があるものには、有効なさび止め又は防腐のための措置を講ずること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物

の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結する

煙突は、

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造

の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コン

クリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリート

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設け

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

1JIS K 5621

2

JIS H 8641

ブレース接合部高力ボルト （　　摩擦接合　　　　　支圧接合）

（　　JISブレース　　　　その他）

・スカラップ 改良ｽｶﾗｯﾌﾟ工法 ノンｽｶﾗｯﾌﾟ工法

JIS K 5674　（１種）

屋　内　部

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その

これらに類するものにあっては、建設省告示1389号により、風圧並びに地震その他の震動

溶融亜鉛メッキ

・

・

・

こと。

・
・

・

ブロック造とすること。

・

・

とすること。

・

る等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

・

・

・

及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

構造概要書・構造特記仕様書（２）

屋外階段部

　国交省告示1464号の基準を厳守する事。

・完全溶込み溶接部の食い違い及び仕口のズレ、アンダ－カットについては、

第三者機関社内

完全溶込み

検 査 率 又 は 検 査 数
検査内容

 接合部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査対象

超音波探傷試験

備　　考

％

隅肉溶接部

％

％ ％

％ ％

％ ％

注1 注1：AOQL 4％ 第6水準

溶接部

部材リスト参照

2種

2種

2種

2種

屋　外　部

【15kgを超える給湯器の設置は、平成12年告示第1388号第5に依る】・

S-02
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有限会社宮本建築設計事務所
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

Ｄ

ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

１３５°
９０°

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

４
ｄ

以
上

Ｄ

６
ｄ
以
上

ｄ

ｄ ｄ ｄ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

（ａ）一般事項
０．０

共通事項
（１）本配筋標準図は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事

　　標準仕様書（平成　　 19年版　　 　31年版）

（２）表示事項に不一致がある場合の優先順位は下記のとおりとする。

１．特記仕様書　　２．構造図　　３．構造配筋標準図

４．建築工事標準仕様書（平成31年版）

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

丸 鋼

異 形

記 号

９φ １３φ １６φ １９φ ２２φ ２５φ ２８φ ３２φ

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

○フックの表示

○異形鉄筋の継手表示

○異形鉄筋の余長表示

○圧接継手の表示 ●

０．１

一般事項

（ａ）鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

（１）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　場合。（図０．１．１(ａ)の●印で示す鉄筋）

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。

　　（図０．１．１(ｂ)の●印で示す鉄筋）ただし、基礎梁を除く。

● ●

● ●

● ● ●●

●

図０．１．１　フックつき鉄筋の位置

(ｂ)(ａ)

梁柱

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

（４）杭基礎のベース筋

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（ｂ）鉄筋の折り曲げは、表０．１．２による。

表０．１．２　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ
角度

Ｄ１６

以下

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ３９０

折曲げ図 使用箇所

１８０°

１３５°

９０°

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径を示す。

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値を示す。

表０．１．３　鉄筋の重ね継手の長さ

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

Ｌ (フックなし)

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１

ＳＤ３９０

鉄筋の種類

表０．１．６　鉄筋の定着の長さ

ＳＤ３４５

ＬＬ
Ｌ

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１ ２

３

フックなし

４５ｄ ４０ｄ

４０ｄ ３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３５ｄ

５０ｄ ４０ｄ

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ ４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

ＳＤ３９０

２０ｄ
１５０ｍｍ

かつ
１０ｄ

以上

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

ＳＤ３４５

ＬＬ
Ｌ

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１h ２h

３h

フックあり

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

２５ｄ ２０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ＳＤ３９０

１０ｄ

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

２５ｄ ２０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

３０ｄ ２５ｄ

２５ｄ ２０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

－

Ｌ  (フックあり)１ｈ設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ

５０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

（２）（１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表０.１．３による。

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ  は、図０．１．４に示すようにフック

　　　　部分　を含まない。ｌ
　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（ｄ）鉄筋の定着は、次による。

Ｌ１ｈ

ｌ

図０．１．４　フックありの場合の重ね継手の長さ

（３）隣り合う継手の位置は、表０．１．５による。但し、壁の場合及

１ １ｈ

　　びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　　　なお、先組み工法で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場

　　合は、特記による。

表０．１．５　隣り合う継手の位置

継
ね
重

手

継
接
圧

手

フックあり
の場合

フックなし
の場合

－

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

ａ ａ≧４００ｍｍ

圧接継手

（１）鉄筋の定着長さは、特記による。特記がなければ、表０.１．６

（注）１．Ｌ ,Ｌ  :２から４まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長

　　　　　　　　　 あり定着の長さ

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧ス

１ １ｈ

　　　２．Ｌ ,Ｌ  :割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフック２ ２ｈ

　　　　　　　 ブ及びこれを受ける小梁は除く。

３

　　　４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

　　　５.フックあり定着の場合は、図０．１．７に示すようにフック部分　を含

　　　　ない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　６.軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ｌ

（２）定着の方法は、図０．１．７による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表

　　０.１．６のフックあり定着の長さを確保できない場合、全長を表

　　０.１．６に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面か

　　ら鉄筋外面までの投影定着長さを表０．１．８に示す長さ(かつ、梁

　　主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上)を

　　のみ込ませる。

及び
１３５°

９０°

５ｄ以上３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ１６以上の鉄筋
杭基礎のベース筋
柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋
スパイラル筋
あばら筋、帯筋、

あばら筋
Ｔ型及びＬ型の梁の

幅止め筋

（ｃ）鉄筋の重ね継手は、次による。

（１）柱および梁の主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記に

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　よる。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)

　　と表０.１．３の重ね継手長さのうち大きい値とする。

ｌ

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ１h ２h ３h

Ｌ ,Ｌ 又はＬ１ ３２

(イ)直線定着

フックあり

フックなし

柱内折曲げ定着の投影定着長さ
梁主筋の

Ｌａ
(ただし、柱せいの３/４倍以上)

Ｌ
余長

全長

※０．１．(ｄ)の長さを全長で確保する。

Ｌ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

余長

Ｌｂ

全長

(ロ)折曲げ定着

図０．１．７　定着の方法

表０．１．８　投影定着長さ

ＳＤ３４５

Ｌ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ａ

ＳＤ３９０

鉄筋の種類 Ｌ設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ａ

ｂ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　２．Ｌ ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図０．１．９による。

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

鉄筋

１５０ｍｍ以上
１節半以上かつ

図０．１．９　溶接金網の継手及び定着

鉄筋

Ｌ３ Ｌ１

Ｌ２ Ｌ１

　　　なお、Ｌ　は表０．１．３に、Ｌ 及びＬ は表０．１．６による。２ ３

図０．１．１０　スパイラル筋の継手及び定着

１.５巻き以上の添巻

≧６ｄ

≧６ｄ ≧６ｄ

５０ｄ

≧６ｄ
５

０
ｄ

（柱頭又は柱脚部）
末端部

（重ね継手）
中間部

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図０．１．１０による。

（ｅ）鉄筋の組立ては、鉄筋の交差部及び継手部分の要所を径０.８ｍｍ
　　以上の鉄線で結束し、適切な位置にスぺーサー、うま、吊金物等を使
　　用して行う。

　　スラブのスぺーサーは原則としてコンクリート製又は鋼製とする。
　　また、鋼製のスペーサーは、最小被り厚さ部に防錆処理を行った

（ｆ）前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する

　　場合は、鉄筋の付け根で急に曲げることなく、できるだけ長い距離で

　　修正する。

（ｇ）設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができ

　　ない場合は、監督職員と協議する。

０．２

鉄筋のか

ぶり厚さ

及び間隔

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表０．２．１による。ただ

　　し、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚

　　さを径の１．５倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

表０．２．１　鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁、布基礎の立上り

スラブ、耐力壁

以外の壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

最小かぶり厚さ

２０

３０

３０

３０

３０

４０

４０

４０

６０

６０煙突等高熱を受ける部分

梁

柱

耐力壁

土に接し

構 造 部 分 の 種 別

ない部分

土に接す

る部分

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋

　　　　耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　　　捨てコンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　    また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しな

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに

　　１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図０.２.１により次の値のうち最大のもの以上と

　　する。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の径（呼び名に用いた数値ｄ）の平均の１.５倍。
間隔

あきＤ Ｄ Ｄは、鉄筋の最外径

図０．２．１　鉄筋相互のあき及び間隔

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、

　　（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

０．３

鉄筋の

保護

（ａ）鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡す等の措置を

　　　講じ、直接鉄筋の上を歩かないようにする。

（ｂ）コンクリート打込みによる鉄筋の乱れを可能な限り少なくすると

　　　ともに、かぶり厚さ、鉄筋の位置及び間隔の保持に努める。

１．１

地中梁

（ａ）地中梁

（１）独立基礎（上載荷重の無い場合：土間等）

Ｌ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

１５ｄ １５ｄ

Ｄ

Ｌ 以上a

第１スターラップ

（２）独立基礎（上載荷重の有る場合：構造スラブ等）

Ｌ 以上

第１スターラップ

Ｌ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

15ｄ 15ｄ

Ｄ

20ｄ 20ｄ

（３）布基礎・べた基礎

Ｌ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

20ｄ

Ｄ

20ｄ

第１スターラップ

15ｄ 15ｄ

印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は、柱面

（地中小梁の場合は梁面）より５００以上はなすこと。

（ｂ）スターラップ

（１）スターラップの割付

・第１スターラップは柱型面に入れその

　間を設計ピッチ以下に割り付ける。

・スターラップの加工は下図による。

P〃P 〃〃〃〃〃〃〃

30

第１スターラップ

腹筋

（２）ハンチ補強筋

P〃P 〃〃〃〃〃

吊り上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋

又は同径のものを２本重ねたものとする。

（３）スターラップの形状（フックの位置は、原則として交互とする。）

6d
以
上

１ ２ 3

170以上

（４）補強筋

Ｄ＜６００

巾止め筋

腹筋

受筋

つり筋
600≦Ｄ＜900

不要

２-Ｄ１０（１段）
又は、２-Ｄ１３

900≦Ｄ＜1200
２-Ｄ１０（２段）
又は、２-Ｄ１３

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

腹　筋

巾止め筋

つり筋
受　筋

4d以上

4d
以

上D

b

4d以
上

1200≦Ｄ＜1500 ２-Ｄ１３（３段）

　　　・鉄筋突合せ面の隙間が３mm以下で偏心、曲がりのない事を

θ
θ≧８０°

　注）・鉄筋径の差が７mmを超える場合は圧接を行ってはならない。

　　　　確認する。

d

2d

4d以上

2d

（ａ）片側溶接

10d以上

1.
4d
以
上

d

1.1d以上

（５）溶接継手（フレアグル－ブ溶接）

圧接面

d/4以下

d/
5以

下

5d以上

（ｂ）両側溶接

d

2d

4d以上

2d

d

３mm以下
（４）ガス圧接継手

圧接面

１ｈ

１ｈ

１ｈ １ｈ

Ｌ１ｈ Ｌ１ｈ

１

Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

１ １

100
Ｌ 以上a

L  を確保できない場合は、0.1(ｄ)(３)によることとする。＊ ２h

注記ある場合以外　 印の項目を適用する。

Ｄ10

最小間隔

表０．２．２　最小寸法

最小あき寸法呼び名

25 20 25 20

Ｄ13

Ｄ16

Ｄ19

Ｄ22

Ｄ25

Ｄ29

Ｄ32

43 36 32 25

46 39 32 25

50 43 32 25

53 50 32 29

58 58 33 33

66 66 38 38

77 77 44 44

84 84 48 48

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊印は粗骨材最大寸法によって決まる値を示す。

※右側タイプを推奨する

※右側タイプを推奨する

　　　なお、スぺーサーは転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、

　　ものとする。

重ね継手

１５０ｍｍ以上
１節半以上かつ

（４）布基礎（柱スパンが極端に短い軽量鉄骨の場合のみ）
継手長さは４０ｄと表０．１．３の継手長さの大きい方の値とし、

（注1）

（注1）

注1：片持小梁、片持ちスラブの下端筋を直線定着とする場合は
　　 ２５ｄ以上とする。

継手場所に制限は無いものとする。

　　【配指】）、2020年版　建築物の構造関係技術基準解説書　(以下

部分のあきを確保するため上下主筋の結束は禁止とする。＊

　　　５．段取筋についても、規定のかぶり厚さを確保する。　【DL】

第１スターラップは、柱コンクリート面に配置すること。＊

梁・柱・基礎梁・壁および地下外壁のスペーサーは側面に限り
プラスチック製でもよい。（ドーナツ型スペーサーは縦使いとする。）

　　及び、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造配筋指針・同解説2010「日本建築学会」(以下、

　　【黄本】）を参考とする。

１ｈ

　　　による。

１

　　　    い。

最外径

11

14

18

21

25

28

33

36

【配指】
2

Ｌ 以上2

Ｌ 以上

Ｌ 以上

Ｌ 以上a

Ｌ 以上2

a

Ｌ 以上a

2

Ｌ 以上

Ｌ 以上a

Ｌ 以上2

2

4d
以

上

副あばら筋

4d
以

上

　　なお、大和リース㈱にて定めたものは【DL】表記とする。

（2段筋の場合は５ｄ以下とする【DL】）

ｄ Ｄ

【DL】

注1 注1 注1 注1

注1．粗骨材最大寸法を示す。

（単位：ｍｍ）

（参考値 注3）

注2

注2. Ｄは、「鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造計算用資料集」(日本建築学会)よる値
注3. 製造所ごとで最外径が違うため、最小間隔は参考値とする。

ＳＤ２９５

ＳＤ２９５

ＳＤ２９５

●

●
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

（ａ）柱脚ピンの場合１．２

柱脚部

１．３

基　礎

（ａ）布基礎

B.P.L

無収縮モルタル

梁のない場合

B.P.L

両方向梁のある場合

無収縮モルタル

（ｂ）柱脚固定の場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フープ

梁のない場合 両方向梁のある場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フープ

（ｂ）べた基礎

（ｃ）独立基礎

・浮き上りが発生する場合は、はかま筋を

　設置すること。

（ｄ）べた基礎継手及び定着

（ｆ）既成杭基礎

（１）ベース筋

GL

・d0＝ベース筋、はかま筋の細いほうの径

CL

（ｇ）布基礎・地中梁の主筋の定着

１．４

そ の 他

（１）下端の打増し （２）上端の打増し

（４）２方向の打増し（３）側面の打増し

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

腹筋

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１６

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｂ）柱の打ち増し補強

（１）柱の打増しは下図により、打増し幅が70mm以上、200mm以下の場合に適用する。200mmを

　　超える場合は、特記による。

（２）梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打ち増し部分を除いて算定する。

Ｄ１６

（２）２方向の打増し（１）１方向の打増し

300mm以下

300mm以下

300mm以下

帯筋と同径，
同材質， 同間隔

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｃ）土間コンクリート

ワイヤーメッシュ６φ150×150

２-Ｄ１３

打ち増し部分

１-Ｄ１３

（ｄ）梁補強

（１）開口部まわりの補強

（２）梁貫通孔補強

ａ．一般事項

ｂ．鉄筋による補強

ｃ．溶接金網による補強

ｄ．既成金物による梁貫通孔補強

　　梁貫通孔補強に既製品金物を使用する場合は、金物メーカーの設計要綱による。

　　(使用にあたっては、設計者又は、工事監理者と打ち合わせのこと。)

・補強筋の程度
　φの径が梁せいの1/10以下、かつ150未満のときは補強を省略することができる。

環状筋Ｄ１３

Ｄ１０

・溶接金網のピッチは100以下とし、梁の両面に入れる。

・環状筋は溶接金網に溶接すること。

製品名

・ダイヤレンNS　（コーリョー建販）

・リンブレン　　（丸井産業）

・ス－パーハリー（栗本鉄工所）

※既成品金物参考

肩筋（主筋径以上とする。）

GL

底盤の幅
(構造計算による）

はかま筋

GL

Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

GL

底盤の幅

（構造種別に応じ告示の表
又は、構造計算による。）

Ｄ１０以上の鉄筋、＠３００以下
（底盤の幅≦２４０の場合には不要）

Ｄ１６

a1/a2≦1/6

ｺﾝｸﾘｰﾄの適用範囲

Fc=21N/mm　以上
2

Fc=21N/mm　以上
2

Fc=18N/mm　以上
2

Fc=21N/mm　以上
2

（１）差筋補強の場合

（２）差筋補強の無い場合

（ｈ）布基礎コーナー部のベース筋

※

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

ＦＧ２

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

・※印の区間では、ＦＧ１、ＦＧ２ともに同じベース主筋を入れること。

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟの適用範囲

単　筋

複　筋

複　筋

貫通孔径 補　強　筋 配 筋 図

60≦φ≦100

2-D13折 筋

2-D13折 筋

ST 2-D13縦 筋

ST 2-D13縦 筋

2-D13横 筋

4-D13斜 筋

3-D13＠100縦筋上下

縦 筋

横 筋

ST 2-D13

2-D13

100＜φ≦150

150＜φ≦250

採用

＊　必要に応じて鉄筋は別途計算にて決定のこと。

L の起点は基礎梁天とする。

L の起点は基礎梁天とする。

梁が一方向の場合

梁が一方向の場合

Ｄ１６

上主筋 ※補強筋

あばら筋腹筋

※補強筋は、
上主筋がD16の場合はD13、
上主筋がD13の場合はD10、
とする。

土間筋と同径，
同材質， 同間隔

D10@200

(又は、ワイヤメッシュ ６φ-１
５０□)

第一スターラップ

・※印の区間にスターラップ配筋

主筋が上端に位置する方向を、スターラップで拘束する。

※

第一スターラップ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

フ
ー

プ
＠
1
0
0

3
0
～

50

100以上

3
0
～

50

100以上

フ
ー

プ
＠
1
5
0

150以上

フ
ー
プ
＠

1
0
0

150以上

D

かつ2D以上
45d以上

フ
ー

プ
＠

10
0

フ
ー
プ

＠
15
0

150以上

D

かつ2.5D以上
45d以上

3
0
～
50

3
0
～
50

150以上

4
0
d

2
0
d

20
d
以

上

15d以上

1
0
0

L

L

a

b b

ba1a

a
a
2

a

a
2

a1

300mm以下

D

D φ/2φ/2

φ

Lo/4

a2 15d

15d

L

25d以上

a1

15d

2
5
0
以
上

3
0
0
以
上

1
2
0
以
上

150以上

1
2
0
以
上

30
0
以
上

24
0
以
上

1
50
以
上

150

150以上

300mm以下300mm以下300mm以下

L2 L2

L2 L2

L L

L

L

2

150以上

150以上

1

1

1

1

1

1

L2

L2

L2

L2

L2

2

2

L
2

L2 L2

L2

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L2

L2

L2

H

H/
3以

下

（ｅ）基礎と地中梁の接合

2
0
d
0
以
上

L

L

（ａ）梁の打ち増し補強　【共仕H19】

・ウエブレン　（テイエム技研）

2

2

複　筋

注記ある場合以外　印の項目を適用する。

上主筋と同径同数以上

立上り筋：D13

立上り筋：D13

※立上り筋（縦補強筋）の
　定着寸法が確保出来ない
　場合は定着方向を斜めに

縦補強筋：

L
2

L
2

L2 L2

※補強方法は原則として既製品（評定品）を使用すること。

（２－２）差筋補強の無い場合

差し筋は行わない

埋戻土の厚さが30cmを超える
場合は30cm毎に転圧する

ベース上も十分に
転圧を行う

（ｉ）布基礎コーナー部の配筋

主筋端部については、上主筋端部は下主筋レベル、

L 1

下主筋端部は上主筋レベルまで伸ばす。

Ａ-Ａ断面

（片方向のスターラップを端部まで通して設置する）

Ｂ-Ｂ断面

L 1

基礎面から主筋まで
を80とする。

※

※

※

参考：鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説2010(著：日本建築学会)

7
0

下端筋まで折り下げのこと

D※

h

h
DD/3

【DL】

【DL】

【DL】

【DL】

D※

φ1 φ2

梁に平行に　　　　　以上
3(φ1+φ2)

2

【配指】、【共仕】

（a）原則として、梁貫通孔を設けることができる範囲

　　D※：柱ｽﾊﾟﾝが極端に短い軽量鉄骨のみ、鉄骨柱面から柱径の2倍以上離すこと。【DL】

（b）貫通孔の間隔

原則として、梁貫通孔を設けることができる範囲

梁筋が1段筋の場合：h≧φかつ175mm程度
梁筋が2段筋の場合：h≧φかつ250mm程度

　　１）孔の径は、梁せいの１/３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

　　２）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

　　　　ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

　　３）既成金物による場合は、各メーカーの設計要綱も確認すること。

　　　　　（鉄骨柱径100ｍｍの場合、上図D※は鉄骨柱面よりD=200ｍｍ）
　し定着長さを確保すること。

Ｈ

L
2

15d

ロ

イ

ハ

イ　鉄筋は、基礎梁主筋と同本数、径D16とする。

ロ　鉄筋は、基礎梁スターラップと同径・同ピッチとする。

ハ　鉄筋は、Ｄ13＠200とする。

２.　Ｈ≧200の場合

L2
L2

ロ

イ
ハ

イ　鉄筋は基礎梁主筋と同本数、径D16とする。

ロ　鉄筋は、基礎梁スターラップと同径・同ピッチとする。

ハ　鉄筋は、不要とする。

１.　0≦Ｈ＜200の場合

 部は基礎梁幅と同幅の増打ちｺﾝｸﾘｰﾄ部分

　　段差Ｈ＝０の場合は、不要とする。

L
2h L2

イ

L
2

一般部
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

鉄骨詳細標準要領

　溶接工法の種類は、手溶接（アーク手溶接）・半自動溶接（ガスシールドアーク半自動溶接・セルフシ

１.溶接工法

－ルドアーク半自動溶接）とする。

　溶接継手の種類は、隅肉溶接及びフレア溶接とし、継手形状の種類は、Ｔ形継手及びかど継手とする。

２.溶接継手

　溶接記号及び溶接の補助記号は、表１．１による。

３.溶接の補助記号

現場溶接

ａ）隅肉溶接

４.溶接の種類別開先形状

　隅肉溶接の開先標準は、図１．１による。又、隅肉溶接のサイズ（S）は、表１．２による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

図１．１　隅肉溶接の開先標準

ｔ≦16 16＜ｔ≦32ｔ≦16

2.3板厚（t）

隅肉溶接のサイズ（S）

3.2 4.5 6 9 12

（注）１） 5 7 9

表１．２　隅肉溶接のサイズ

区　　分

全周溶接

全周現場溶接

補助記号

表１．１　溶接の補助記号

（注） １）板厚（ｔ）4.5 以下の隅肉溶接サイズ（S）は、板厚と同サイズとする。

３）設計図書（図面及び仕様書）に示す断続隅肉溶接の長さは、図１．２の有効長さ（L）とし、

隅肉のサイズ（S）の１０倍 かつ ２５ｍｍ以上 かつ 構造設計値以上とする。

ただし、有効長さは、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分とする

図１．２　断続隅肉溶接の長さ

※ La 及び Lb ≧ S

ｂ）フレア溶接

　フレア溶接の開先標準は、図１．３による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

図１．３　フレア溶接の開先標準

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ３（軽量形鋼　形溶接）

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

５.溶接施工

ａ）余盛り

　隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行う。余盛り高さの上限は、表１．３による。

溶接継手 溶接工法 余盛り高さの限度

隅肉溶接

フレア溶接

手溶接

半自動溶接
3

表１．３　余盛り高さの限度

交角 30°≦θ≦ 150°

適用管厚 3.2ｍｍ ≦ｔ≦ 12ｍｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

支管

主管

[ Ｄ-Ｄ 断面図 ]

主管の管軸と支管の管軸とは、一致させること。

[ Ａ部 断面図 ] [ Ｂ部 断面図 ]

溶接線

[ Ｃ部 断面図 ]

図１．４　鋼管分岐継手開先標準

溶接接合

[ 柱脚Ａ ] [ 柱脚Ｂ ]

※ボルト接合

[ 柱脚Ｄ ][ 柱脚Ｃ ]

※ボルト接合

Rib.PL

Rib.PL

[ 水平ブレース ] [ 壁ブレースＡ ]

[ 壁ブレースＣ ][ 壁ブレースＢ ]

[ 壁ブレースＤ ]

ａ）ブレース

６.溶接部詳細図

　ブレース端部の溶接取付標準は、図１．５による。

図１．５　ブレース端部の溶接取付標準

ｂ）鋼管分岐継手

　鋼管分岐継手における支管は、主管外形より細径のものを使用し、その開先標準は図１．４による。ただ

し、自動機械により開先加工を行う場合は、これ以外の形状をとることができる

ｂ）柱・梁

　柱・梁の溶接取付標準は、図１．６による。

図１．６　柱及び梁の溶接取付標準

ｄ）ベースプレート

　ベースプレートの溶接取付標準は、図１．７による。

図１．７　ベースプレートの溶接取付標準

ｅ）スチフナープレート

　スチフナープレートの溶接取付標準は、図１．８による。

図１．８　スチフナープレートの溶接取付標準

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

柱

梁

柱

柱

梁

梁
梁

STIFF.PL

STIFF.PL STIFF.PL

梁

ｆ）母屋

　母屋の溶接取付標準は、図１．９による。

図１．９　母屋の溶接取付標準

１）鋼板による接合

２）軽量形鋼による接合

母屋

母屋

母屋
軽量形鋼 軽量形鋼

母屋
PL

梁梁

梁 梁

軽量形鋼梁

PL梁

ｃ）スニップカット

　溶接の交差部をスニップカット（Sc）で処理する場合の標準寸法は、鋼材の板厚に応じて表１．４によ

るものとする。ただし、既成形鋼のスニップカットは、Ｓｃ＝ｒ＋２により求めるものとする。

r

スニップカット

表１．４　スニップカットの標準寸法

板厚（t） スニップカット寸法（Sc）

3.2 ～ 6 10

9 12

12 14

16 以上 15

ｃ）図1.6　ボルトピッチ

ｅ1記　号

ピッチ

ｅ2 ｅ3 ｐ1 ｐ2

４０ ４０ ３０ 50～80 １１０

※ボルト接合

4

２）板厚が異なる場合、ｔは板厚の薄いほうとする。

４）組立て溶接は、組立て・運搬・本溶接作業において組立て部材の形状を保持し、かつ組立て溶接

が割れないように、必要で十分な長さと４ｍｍ以上の脚長をもつビードを適切な間隔で配置しなけれ

ばならない。組立て溶接の溶接長さは、ショートビードとならないよう板厚 t≦６ｍｍの場合、

３０ｍｍ以上、板厚 t＞６ｍｍの場合、４０ｍｍ以上とする。

（柱の板厚 t＜６ｍｍの場合に適用する。）

60°

50°～60° 50°～60°

60°

e2 e3

e1

p1

e1

p1

e3e2 50

e2 e3

e3e2

e3e2

e2 e3

e1

p1

e1

p1

p2

20

e1

p1

e1

p1

t

s

s

s

s

S

S

t

S

S

S S

S/2

S/2

t

S/2
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LbLa L

d/2

d d

d/2 d
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d/2 d/2
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年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
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種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

基礎伏図

Ｎ

【ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ】

　 SNR490B　転造ﾈｼﾞ

【ｺﾝｸﾘｰﾄ】

 ・設計基準強度(基礎)：Fc=21N/mm

【鉄筋】
　 SD295(D16以下)

　 調合管理強度：Fc+mSn(構造体強度補正値)
　 ※mSn(構造体強度補正値)は施工時期によって決定すること。

【地耐力】
　 50kN/㎡(長期) 100kN/㎡(短期）仮定値

　 定着板付き(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め)

 ・設計基準強度(土間・捨てｺﾝ)：Fc=18N/mm

2

　 所要ｽﾗﾝﾌﾟ：15cm

 ・普通コンクリート JIS A 5308（計画共用期間の級：短期）

基礎仕様

M16　L=270以上(全長400)
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有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

部材リスト

D10@200

D10@200

上端主筋 下端主筋

立上がり筋

ベース筋

腹筋

備考

基礎詳細図

符号

1-D16 1-D16

FG1 アンカー詳細図

D10@200

D10@200

1-D10

1-D16 1-D16

姿図

符号

姿図

上端主筋 下端主筋

立上がり筋

ベース筋

腹筋

備考

2-D10ベース配力筋 2-D10

ベース配力筋

A.BOLT M16 L=400 ダブルナット

1-D10

基礎仕様

50
通芯

基礎芯･アンカー芯

内側外側

▽アンカーの出
▽レベラー天端
△基礎天端

設計GL

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

異 形 記 号

D10

D13

D16

D19

【ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ】

　M16　L=270以上(全長400)
　 SNR490B　転造ﾈｼﾞ

【ｺﾝｸﾘｰﾄ】

 ・設計基準強度(基礎)：Fc=21N/mm

【鉄筋】
　 SD295(D16以下)

　 調合管理強度：Fc+mSn(構造体強度補正値)
　 ※mSn(構造体強度補正値)は施工時期によって決定すること。

【地耐力】
　 50kN/㎡(長期)  100kN/㎡(短期)

　 定着板付き(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締め)

 ・設計基準強度(土間・捨てｺﾝ)：Fc=18N/mm

2

　 所要ｽﾗﾝﾌﾟ：15cm

 ・普通コンクリート JIS A 5308（計画共用期間の級：短期）

土間コンクリートY方向断面詳細図

D10@200

D10@200

1-D16 1-D16

2-D10

1-D10

FG2

KF1

設計GL

※短辺方向の土間配筋が外側に配置する

設計GL
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土間コンクリート金ｺﾞﾃ押え t=120
ワイヤーメッシュ6φ×150×150
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再生砕石 t=100

30

M16 天端ﾚﾍﾞﾗｰ処理 t=10
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２階梁伏図

Ｎ
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デッキ方向を示す

通芯柱芯

通
芯

柱
芯

通
芯

柱
芯

柱
芯

通
芯

柱
芯

通
芯

通芯 柱芯通芯柱芯

　　　：壁ブレース（Ｍ20）を示す

　　　：壁ブレース（Ｍ18）を示す
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凡例

デッキプレート（EZー50）
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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　　　：壁ブレース（Ｍ18）を示す

　　　：壁ブレース（Ｍ16）を示す
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:天井下地（Ｃ-60×30×10×2.3）を示す
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図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

余長は３山以上
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1253.2

・JIS認定品使用とする

ブレース　M12　　S=1/5

水平ブレース
・ボルト10.9　使用

羽子板PL-6ｘ52

M12

1-Ｍ16（10.9ボルト）

B.S.PL-6.0

・中ボルトはボルト、平座金、

　ボルトセットとして使用する。

ボルト
平座金

ナット
ばね座金(戻り止め）

　ばね座金、ナットを組合せた

・
STKR400

・
SSC400

・
SS400

（一般構造用圧延鋼材）

（一般構造用軽量形鋼）

（一般構造用角型鋼管）

・
SN400B・
SNR400B

（建築構造用圧延鋼材）

JIS G 3101
JIS G 3350

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3138（建築構造用圧延棒鋼）

・
SWH400

（一般構造用溶接Ｈ形鋼） JIS G 3353
鋼材

・BOLT 4.8（戻止め：ばね座金）

・H.T.BOLT（F10T）

※特記なきBOLTはBOLT 4.8とする。

JIS B 1180，1181

JIS B 1186

ボルト
・BOLT 10.9（大臣認定ブレース：MTRN-0019）

塗装

・外部：JIS　K5674（1種）2回塗りの上、見え掛り部 FE塗装1回塗り

・内部：JIS　K5674（1種）2回塗り

・ブレース：JIS　K5674（1種）2回塗りの上、見え掛り部 FE塗装1回塗り

・アンカーボルト：建方終了後、JIS　K5674（1種）

特記

使用材料

その他
・ブレース：JIS A5540（建築用ターンバックル）
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工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦
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個別学級

図書室

階段 ＷＣ

更衣室 ＣＲ ＣＲ 昇降口

受水槽

準備室 理科教室給食棟

玄関

昇降口 職員WC 階段 湯沸室 保健室 校長室 職員室 事務室 階段

ＷＣ

体育館

+3
0
0

K
BM
±

0(
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰﾙ
)

渡り廊下

階段

ＷＣ

備蓄庫

キッズクラブ
ＣＲ

グランド

倉庫
ＣＲ

プール

Ｎ

本校舎Ａ棟

本校舎Ｂ棟

配置図・１階平面図

仮設校舎

今回設置

工 事 名 矢部小学校仮設校舎設置その他工事横浜市教育委員会事務局

A1:1/300 図面名称年月日 縮尺 A3:1/600
完 成 図 面設　　　計　　　者 施設番号 棟番号 図面枚数 図面番号年 度 種 類

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

矢部小学校　住所：戸塚区矢部町1698番地

矢部小学校

案　内　図

電 気 設 備 特 記 仕 様 書

１．工事名

２．工事場所

３．一般事項 　　本工事は、「電気設備工事特則仕様書」（工事広告時最新版）電気設備技術基準、

　　内線規程並びに諸官公署関係法規に準拠し、監督員の指示に従い施工する。

４．工事概要

（１）工事に際し事前に十分な調査を行い、設計内容を理解、確認の上、施工する。５．一般共通事項

（３）工事に必要な関係官庁との打合せ確認、及び届等については遅滞なく行うこと

（４）設計図書及び施工上で疑義が生じた場合は検討書を添えて監督員と協議すること。

（５）工事に際しては工事中、及び完成後、施設に支障なき様に留意する。

６．特記事項

図 面 リ ス ト

図 番 図 面 名 称

Ｅ － ０１

Ｅ － ０２

Ｅ － ０３

Ｅ － ０４

Ｅ － ０５

Ｅ － ０６

昇降機室増築後　幹線・電灯・弱電設備　配置図・1階平面図Ｅ － ０７

Ｅ － ０８

Ｅ － ０９

Ｅ － １０

Ｅ － １１

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

戸塚区矢部町1698番地　TEL：045-871-3408

(１) 仮設校舎設置に伴う電気工事

（６）構造壁等を穴あけする場合は、鉄筋検査（Ｘ線）を行うこと。

（１）図面上記載なくも施工上必要と思われるものは、監督員の指示に従い施工すること。

（２）工事に際しては関係各位と十分な協議、確認の上、安全対策、及び工事に支障なき様に留意する。

電気設備特記仕様書･図面リスト･案内図･配置図･１階平面図

（電気設備）

電気設備特記仕様書･図面リスト
案内図･配置図･１階平面図

E-01

受変電設備改修単線結線図・平面図

盤結線図

幹線・弱電設備　配置図・1階平面図

電灯コンセント設備　１階平面図

電灯コンセント設備　２階平面図

非常放送設備　系統図

自動火災報知設備　系統図

自動火災報知設備　１・２階平面図

幹線・弱電設備　１・２階平面図

2024.03.15



変電室平面図　　S=1/50

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/50
A3:1/100

３φ６．６ｋＶ５０Ｈｚ

構内１号柱

接地端子盤
（変電室内）
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改修受変電設備単線結線図・平面図

E-02

改修受変電設備単線結線図

MCCB3P100/100

MCCB3P50/50 MCCB3P50/30

空調動力盤

今回ＭＣＣＢ増設

壁貫通補修

高圧側の低圧盤に仮設校舎MCCB増設

Ｍ
ＣＣ

Ｂ
３Ｐ

１０
０

／　
７

５Ａ
Ｔ

仮
設

校
舎

仮設校舎電灯　EM-CET38ﾛ　E14ﾛ（E51)

仮設校舎電灯　EM-CET38ﾛ　E14ﾛ　架空ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊

2024.03.15



普通教室電灯

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦 E-03

A1:1/50
A3:1/100

盤結線図

（中性線欠相保護付）

負荷容量 負荷容量電圧 No. No. 電圧
(VA) (VA)

１ ２200Ｖ 200Ｖ

100Ｖ Ａ誘導灯10

負荷容量 負荷容量電圧 No. No. 電圧
(VA) (VA)

１ ２200Ｖ 200Ｖ

３ ４200Ｖ 200Ｖ

１ ２100Ｖ 100Ｖ

３ ４100Ｖ 100Ｖ

５ ６100Ｖ 100Ｖ 300

100Ｖ Ａ誘導灯10

ETT

ED

空調室外機（GHP-1)

MCCB2P
50AF/20AT

ＧＨＰ室外機 ＧＨＰ室内機

予備 予備

普通教室電灯

普通教室コンセント

トイレ電灯

配線遮断器凡例

ETT ＭＣＣＢ２Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ED

Ｋ－Ｌ１　電灯分電盤

100Ｖ 100Ｖ

100Ｖ 100Ｖ

100Ｖ 100Ｖ

７

９

８

10

1211

外壁灯

予備 予備

500

700 普通教室電灯 700

500

150

2000 300

廊下・トイレコンセント

廊下・渡り廊下電灯250 30

ELB3P2E 50AF/50AT（30mA）
（中性線欠相保護付）

Ｋ－Ｌ２

負荷名称 負荷名称

ＧＨＰ室内機

予備

１ ２100Ｖ 100Ｖ

３ ４100Ｖ 100Ｖ

５ ６100Ｖ 100Ｖ

テレビ増幅器100 ＨＵＢ 300

図書室電灯 図書室電灯

図書室コンセント 図書室コンセント

相談室電灯 相談室コンセント

廊下電灯 廊下コンセント

配線遮断器凡例

ETT ＭＣＣＢ２Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ED

Ｋ－Ｌ２　電灯分電盤

８

10

12

７

９

11

予備

予備

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

予備

予備

ＧＨＰ室内機450

700

400

700

400

300 450

200200

負荷容量合計　3,800VA　

ELB3P2E 50AF/30AT（30mA）

２階分電盤 3800

負荷容量合計　9,630VA

38ﾛ

14ﾛ

新設　空調手元盤　K-GHP-S　（防水）壁露出型

1φ2W 200V 1.51KW

CE3.5ﾟ-3C (1Cｱｰｽ)

2024.03.15



個別学級

図書室

階段 ＷＣ

更衣室 ＣＲ ＣＲ 昇降口

受水槽

準備室 理科教室
給食棟

玄関

昇降口
職員WC 階段 湯沸室 保健室 校長室 職員室 事務室 階段

ＷＣ

体育館
渡り廊下

階段

ＷＣ

備蓄庫

キッズクラブ

ＣＲ

倉庫

ＣＲ

配置図・1階平面図　S=1/150

グランド

Ｎ

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

L

t

今回工事

仮設校舎

A1:1/150
A3:1/300

本校舎　Ａ棟

既存棟

既存棟

本校舎　Ｂ棟

天井点検口

建築工事

既設非常放送ｱﾝﾌﾟ 10局　240W　ﾊﾟﾅﾅｿﾆｯｸ製

既設火報複合盤 火報30L+防火戸20L+警報10L　ﾉｰﾐ製

既設ダクト盤

テレビ

既設ブースター盤

既設２分配器（ｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞ+体育館接続）を４分配器に取替え　仮設校舎行を接続

以降変電室詳細図参照

PB400ﾛ×300

PB150ﾛ×75

壁貫通補修

既設ＹＹホスト盤

壁貫通補修

EM-S-7C-FB

LAN　EM-UTP-4P(Cat6）

ｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.65-5P　MM-A

ｶｳﾝﾀｰｲﾝﾀｰﾎﾝ　10局親機　ｱｲﾎﾝ：TC-10M

放送 EM-HP1.2-5P

火報 EM-HP0.9-5P

放送 EM-HP1.2-5P

火報 EM-HP0.9-5P

テレビ EM-S-7C-FB

ｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.65-5P

LAN　EM-UTP-4P(Cat6）

PB300ﾛ×200(WP)SUS
PB400ﾛ×300
(WP)SUS

壁貫通補修

×2ヶ所

天井点検口

建築工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　W=300ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ月

放送 EM-HP1.2-5P

火報 EM-HP0.9-5P

テレビ EM-S-7C-FB

ｲﾝﾀｰﾎﾝ EM-FCPEE0.65-5P

LAN　EM-UTP-4P(Cat6）

電話

(G36)

(G36)

(G22)

※2

※1

K-L1
K-T1

PB400ﾛ×300
(WP)SUS

PB300ﾛ×200(WP)SUS

×

渡り廊下照明

４

※2 ※1

配線　EM-EEF2.0-3C

幹線・弱電設備配置・１階平面図

E-04

(G22)機械警備

Ｈ

仮設校舎電灯　EM-CET38ﾛ　E14ﾛ　架空ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊

仮設校舎電灯　EM-CET38ﾛ　E14ﾛ

仮設校舎電灯　EM-CET38ﾛ　E14ﾛ（G54)

2024.03.15
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UP

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

普通教室 普通教室
男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ

１階平面図  S=1/50

廊下

2E

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/50
A3:1/100

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備　１階平面図

E-05

照明器具　普通教室 照明器具　普通教室 照明器具　男子トイレ 照明器具　女子トイレ照明器具　廊下・階段

Ａ LSS6-4-65LN ×　12台 Ｃ LSS10-4-60LN ×　7台 Ａ LSS6-4-65LN ×　12台 Ｃ LSS10-4-30LN 　　×　2台 Ｃ LSS10-4-30LN 　　×　2台

Ｂ LSS13-4-29LN ×　2台 Ｇ SH1-FSF20-C ×　2台 Ｂ LSS13-4-29LN ×　2台 Ｅ LDS2-LRS1-05LM　 ×　2台 Ｅ LDS2-LRS1-05LM　 ×　4台

Ｆ LRS1-08LN 　 ×　1台 Ｆ LRS1-08LN 　 ×　1台

H=2000

(PF28) 33 (PF28) aa
H=1400bb3

(PF28) (PF28)
ab baba

(PF22)

H=2000 H=1400H=1400H=1400
H=1400ａ～ｄ ａ～ｄ EET(PF28) (PF28)

(PF28)H=2000 H=2000

H=300 H=300
(PF28)(PF28) (PF28)

RASH=300 H=300 (PF28) S
H=1400ａ ａL L Ｋ－Ｌ１EET H=1800

(PF22) (PF22)
3

RAS
（Ｅ）S

ｃ ｃ

ａ ａ

（Ｅ）

RASS
（子機）

（Ｅ）

（Ｅ）
RASS

（子機）ｂ ｂ

H=300 H=300(PF28) (PF28)
(PF28) (PF28)

H=2000

（Ｅ） （Ｅ）
ｄ ｄ

H=2000 H=2000

20cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共 20cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共

（Ｄ）（Ｄ）

（Ｃ）

６１ ３２ ４ ８
５

（Ｄ）
７

Ａ
（Ａ） （Ａ）

（Ｃ）

（Ｃ）

（Ｂ） （Ｂ） （Ｃ）

（Ｆ） （Ｆ）

（Ｃ）

（Ｃ）
（Ｃ）

（Ｄ）

ＬＥＤﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ　4.3WＬＥＤ下面開放直付型　43.1W ＬＥＤ富士型　20.6W ＬＥＤ避難口誘導灯（片面）
(Ｇ)(Ｅ) 熱線センサー用自動スイッチ２回路(Ａ) (Ｃ)定格出力　6720lm 定格出力　3200lm 電池内蔵型定格出力　600lm

ＳＬ２+メンテナンス用スイッチ
ＬＳＳ１０－４－３０ＬＮ ＬＤＳ２－ＬＲＳ１－０５ＬＭ ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＣＬＳＳ６－４－６５ＬＮ １Ｐ１５Ａ×１ ワイドハンドル形

（熱線センサーＯＮ･ＯＦＦ）

メンテナンス用スイッチ 熱線センサ用スイッチ

自動
切 連続入

自動
切 連続入

トイレトイレ 避難口廊下・階段室・トイレ・倉庫普通教室・図書室・相談室
LED防湿･防雨ｳｫｰﾙﾗｲﾄ4.0W RASＬＥＤ直付型黒板灯　20.6W 熱線センサー自動スイッチ（親機）ＬＥＤﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ　4.0W S(Ｆ)(Ｄ) AC100V広角検知型(Ｂ) 定格出力　2900lm 定格出力　990lm （親機）定格出力　1045lm

RASＬＲＳ１－０８ＬＮ 熱線センサー自動スイッチ（子機）ＬＳＳ１３－４－２９ＬＮＬＮ ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６
S

換気扇接続端子付（子機）

トイレトイレ普通教室 外壁

2E

2E 2E

2E 2E

2E 2E2E 2E

照明器具　外壁

Ｃ LBF3MP/RP-2-06 ×　4台

凡例

記号 名 称

壁付コンセント（２Ｐ１５Ａ Ｅ極付＋ＥＥＴ）EET

壁付コンセント（２Ｐ１５Ａ ×１　抜止め）LK

天井付コンセント（２Ｐ１５Ａ ×１　抜止め）

記入なき配管配線は下記とする

EM-EEF2.0-3C（内1Cｱｰｽ） (PF16)

EM-EEF2.0-3C（内1Cｱｰｽ） 天井

EM-EEF1.6-2C 天井

EM-EEF1.6-3C（内1Cｱｰｽ） 天井

(PF28) (PF28)

EM-EEF1.6-2C×2 天井

天井EM-EEF1.6-3C+2C

EM-EEF1.6-3C+2C（内1Cｱｰｽ）

(PF28)

(PF28)

照明器具　倉庫

Ｃ LSS10-4-60LN ×　1台

(Ｇ) ＬＥＤ富士型　11.6W
定格出力　1520lm

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－２－１４

防雨型

渡り廊下

屋内機 屋内機

K-GHP-S

Ｓ

GHP室外機

(PF28)
(PF22)

(PF22)

EM-CE3.5ﾛ-3C(1Cｱｰｽ）(G22)

１

２

25cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共

照明 照明 子機 換気扇
親機 (換気扇接続端子付）ニ う連続

Ｍ Ｗ Ｗ自動
Ｌ 電源 電源
COM連続

Ｗ Ｗ

Ｍ 照明 換気扇自動
Ｌ

子機
COM

切替ｽｲｯﾁ

人感センサー感知後、照明、換気扇が同時にＯＮ。

退出後、設定時間後に照明が自動消灯し、更に設定時間後に換気扇が自動ＯＦＦ。

熱線センサー付自動スイッチ回路図（参考）

（接地側）

（電源側）AC100V

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｽｲｯﾁ

25cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共

C

3

C
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横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/50
A3:1/100

94
50

27100

50

1100

50

5
0

50

5400 3650
22

0
0

72
5
0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

18050

外階段

DN

外階段屋根

竪管露出

DN

相談室
図書室

L

2E

2E

L
2E 2E

25cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共25cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共

2E2E

ａ

ｂ

ｃ

（エ）

3 a
b3

(PF22)(PF28)

ab baba

2E 2E

3

(PF28)

（エ） L

2E

2E

2E

ｃ

ｃ

33

b a
c

H=2000

(PF28)

(PF28)

(PF22)

H=2000

（エ）

(PF22)

(PF22)

(PF28)

(PF28)

(PF22)

2E

ａ～d

ｄ ｈ

ｅ～ｈ

(PF28)(PF28)

2E

2E

電灯ｺﾝｾﾝﾄ設備　２階平面図

２階平面図  S=1/50

E-06

屋内機 屋内機 屋内機

(PF28)

１

LSS6-4-65LNＡ ×　24台

照明器具　図書室

LSS6-4-65LNＡ

照明器具　相談室

×　6台

Ｃ LSS10-4-60LN

照明器具　廊下・階段

Ｇ SH1-FSF20-C ×　2台

×　8台

下足入

H=2000

EM-EEF1.6-3C(PF16)

１

２ ３
４ 廊下

ａ～c

(PF28)

ｅ

ｆ

ｇ

ｂ ａ

ｃ

20cm電気式ｼｬｯﾀｰ格子付　SUSﾌｰﾄﾞ共

(PF28)

2E(PF22)

(PF28)

(PF28)

H=2000

(PF22)

５

６
Ａ

７

８

Ｃ

照明器具　外壁

LBF3MP/RP-2-06 ×　1台

(PF28)

Ｋ－Ｌ２

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:N.S
A3:N.S

非常放送設備　系統図

非常放送アンプ

E-07

非常放送アンプ実負荷容量表

回
路
番
号

壁掛種類 天井埋込 コラム

容
量
計

容量 片面 両面

接続 ３Ｗ ６Ｗ ３Ｗ １０Ｗ ２０Ｗ ３０Ｗ

回路名 １Ｗ ２Ｗ １Ｗ １０Ｗ １０Ｗ ３０Ｗ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１６個ｽﾋﾟｰｶ数量計

ｽﾋﾟｰｶ容量計

２４０Ｗ ＞∴アンプ容量計算

K-T1
×4

×6

1階

2階

HP1.2-5P

Ａ棟/仮設校舎１階

Ａ棟/仮設校舎２階

Ｂ棟１階

Ｂ棟２階

Ａ棟３階

Ｂ棟３階

Ａ棟４階

Ｂ棟４階

体育館

屋外

２

３

５

５

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

１

３

２

２

６個 ２個 ２個

３２Ｗ ６Ｗ ２０Ｗ ４０Ｗ

５９個

９

11

４３個

４３Ｗ １４１Ｗ

１４１Ｗ＝ＯＫ

今回仮設校舎接続

仮設校舎（今回設置）

本校舎Ａ棟 本校舎Ｂ棟

2024.03.15



外階段

DN

外階段屋根

下足入

倉庫

竪管露出

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

27100

18050

50

985

1100

5400 3650

50

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

9
45

0

5
0

5
0

2
2
00

7
25

0

90
8
5

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

94
5
0

27100

50

1100

50

50
50

2650 2750

3150 2250

5400 3650

22
0
0

72
5
0

90009050

UP

DN

２階平面図  S=1/100

１階平面図  S=1/100

相談室図書室

普通教室 普通教室 男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ

Ｎ

渡り廊下

EM-HP0.9-5P火報

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/100
A3:1/200

E-08

L

ｔ

L

ｔ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

ﾃﾚﾋﾞ

LAN

EM-AE0.9-2C×2

EM-S-5C-FB×2

EM-UTP-4P（Cat6)×2

K-T1

放送 EM-HP1.2-3C

端子盤
（上端天井面）

L

L L

ｔ

ｔ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

ﾃﾚﾋﾞ

LAN

EM-AE0.9-2C×2

EM-S-5C-FB×2

EM-UTP-4P（Cat6)×3

PB300ﾛ×200

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

ﾃﾚﾋﾞ

LAN

EM-AE0.9-2C×2

EM-S-5C-FB×2

EM-UTP-4P（Cat6)×3

電話

（E19)

（E25)

（E25)

（E25)

（E25)機械警備

ｔ

L

L

L

記号 仕　　　様名　　　　　称

2P15AE付×2

TV端子（1端子）+LAN　MJ8極8心

2P15AE付×2

LAN　MJ8極8心

TV端子（1端子）+LAN　MJ8極8心

（2P15AE付×2）×2個　

アイホン：TB-SE

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｺﾝｾﾝﾄ

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｺﾝｾﾝﾄ

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｺﾝｾﾝﾄ

電話ノズル

ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機

天井埋込スピーカー

アッテネーター

天井埋込スピーカー　ATT付

アルミパンチングネット　３Ｗ

アルミパンチングネット　３Ｗ

３Ｗ

区画貫通短管処理材 (E31)

凡例

放送

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

ﾃﾚﾋﾞ

LAN

EM-HP-1.2-3C

EM-AE0.9-2C

EM-S-5C-FB

EM-UTP-4P(Cat6）L

ｔ

(PF16)

(PF16)

(PF16)

(PF16)

壁内配管天井いんぺい配線

電話 空配管(PF16)　呼び線入り

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
以降配置・1階平面図参照

EM-HP1.2-5P放送

(G36)

EM-S-7C-FBテレビ

EM-FCPEE0.65-5Pｲﾝﾀｰﾎﾝ
(G36)

LAN　EM-UTP-4P(Cat6）

(G22)電話

(G22)機械警備

記入なき配管配線は下記による
PB300ﾛ×200(WP)SUS

仮設校舎電灯

K-L2

幹線・弱電設備　１階・２階平面図

K-L1

K-L2

EM-CET14ﾛ　E14ﾛ(E39)

EM-CET38ﾛ　E14ﾛ(G54)

2024.03.15



横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号 完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号
有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

自動火災報知設備　系統図A1:N.S
A3:N.S

図書室棟共

階 ・特記なき配線は下記による。6
11

HIV1.2X6 (25)
AR F

HIV1.6X4 (25)

HIV1.2X7 (25)
B

階 階 HIV1.6X4 (25)11 12 13 147 9
HIV1.2X8 (25)

CP P P P
HIV1.6X4 (25)

B B B B HIV1.2X9 (25)
D

HIV1.6X4 (25)

HIV1.2X10 (25)
EA B A B HIV1.6X4 (25)

4 F
HIV1.2X11 (25)

F
HIV1.6X4 (25)

HP0.9-20P (31)階
G16 17 18 196 HIV1.6X4 (25)

P P P P HP0.9-20P (31)

H HIV1.2X10 (25)B B B B

HIV1.6X4 (25)

HP0.9-20P (31)

C B CC HIV1.2X10 (25)
I

3 F HIV1.6X4 (25)

HP1.2-20P (31)

J HIV1.6X4 (25)
22 23 2421

HP1.6-4C
K FEP(100)

P P PP HP1.2-5P

HIV1.2X4 (19)
B B BB

HIV1.6X4 (25)

D C DD

G H G G2 F
凡　　例

A A A A A 記　　号 名　　　称 備　　　考3026 27 28 29
B 複合盤 P型1級

J I
P P P P5 20 25 既設非常放送アンプ 壁掛型F

B
B B B 既設屋内消火栓ポンプ制御盤B BP P

端子盤C
B B

プルボックス
給食棟

発信機 P型1級　埋込型
1 F 火災警報ベル DC24V  露出型

階 表示灯 AC24V
小屋裏共3 2

終端抵抗 10ＫΩ
P

K
消火栓起動押釦 AC24V 確認灯付

B 階No 警戒区域番号 階は階段を示すＮＯB2 F

小屋裏共1
P

B

1 F

K

A　棟 B　棟

屋内運動場

キッズクラブ棟

Ω

Ω

Ω

Ω Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

B
Ω

Ω

Ω Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

E-09

1 F

2 F

仮設校舎

P

B

P

B

10

小屋裏共

小屋裏共

５

階
4

職員室

P

B

Ω

（今回建設）

自動火災報知設備系統図

今回警戒区域番号５→８番に変更

HP1.2-5P

HP1.2-5P

2024.03.15



扇風機

外階段

DN

外階段屋根

下足入

室外機置場

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

27100

18050

50

985

1100

5400 3650

50

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

9
45

0

5
0

5
0

2
2
00

7
25

0

90
8
5

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

94
5
0

27100

50

1100

50

50
50

2650 2750

3150 2250

5400 3650

22
0
0

72
5
0

90009050

UP

DN

２階平面図  S=1/100

１階平面図  S=1/100

相談室

図書室

普通教室 普通教室 男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ

倉庫

渡り廊下

Ｎ

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/100
A3:1/200

自動火災報知設備　１階・２階平面図

E-10

(PF16)

(PF22)

EM-HP1.2-5P(E25)火報

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
以降配置・1階平面図参照

(PF22)

火報

EM-HP1.2-5P(E25)火報

G

10

５
階段

５

４

小屋裏

小屋裏

10

EM-HP0.9-5P(G36　放送・TV通線)

名　　　　　称 仕　　　様

凡例

記号

G

区画貫通短管処理材 (E31)

熱感知器 ２種　露出

熱感知器 ２種　露出　ガード付

煙感知器 ２種　露出　非蓄積

終端抵抗

総合盤
電鈴+表示灯+発信機（P型1級）

組込

AE0.9-2C　天井いんぺい

記入なき配管配線は下記による

2024.03.15
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０．６（１．０）

・　構外搬出　　　・　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所にたい積

中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

２．計装工事の配線

１．中央監視制御

空気調和方式等

自動制御方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

方　　　式 設　　　　　　　備　　　　　　　概　　　　　　　要

５．設備概要　（ ・ 印のついたものは、主要方式を示す）

工事種目

建設別及び

屋外

・空気調和設備

工　　事　　種　　別

　は取付を行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。

●
　

一
　

　
　

　
般
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通

　
　

　
　

事
　

　
　
　

項

特　　　記　　　事　　　項項　　　　　目章

凡　　例

記　　号 名　　称 材　　　　　　質 規　　格 備　　考

給　水　管

給　湯　管

汚水・雑排水管

通　気　管

雨水排水管

ガ　ス　管

屋内消火栓管

散 水 配 管

冷　媒　管

空調ドレン管

水　栓　類

水　栓　類

通気金物

ゲートバルブ

チャッキバルブ

フレキシブル接手

フレキシブル接手

床上掃除口

汚　水　桝

雨　水　桝

・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　　・　空気式　　・　中央監視制御

建物外の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

建物内の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　タンクレスブースター方式　　・　

１．配管材料

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・　ポリエチレン被覆鋼管　　　

２．都市ガス (１)ガスメーター

３．液化石油ガス

２．排水桝 ・　桝リストは図面番号（　　　　）

(２)ふた　　　

・樹脂製

(３)規格

・　市町村別基準（　・　有　　・　無　）

・ＦＲＰ製（　　　　Ｌ）　・ＳＵＳ製（　　　　Ｌ）　　詳細は図示。３．グリース阻集器

・鋳鉄製（　・　ＭＨＡ　　・　ＭＨＢ　　・　Ｔ８Ａ　　　  ）

２．特記事項

Ⅱ．特記仕様書

１．一般事項

・　再生クラッシャーラン

４．満水試験継手

５．試　験 ・　衛生器具などの取付完了後，排水試験又は通水試験を行う。

・　衛生器具などの取付完了後，煙試験を行う。

６．放流負担金等 ・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

７．基礎材

（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に・印の付いたものを適用する。

汚水・雨水桝

［　空気調和　・　冷房　・　暖房設備　］の当該事項に準ずる。

14．はつり

１．準拠事項

２．開放形湯沸器排気ﾌｰﾄ

(２)引込み負担金　　　・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

２．機材の品質・性能証明

耐震措置の計算及び施工方法は，次に揚げる事項以外すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土技術政策

６．工事用電力,水,その他

５．事故報告

期日までに監督職員に提出する。

４.手続

重要機器

(２)電動機出力，燃料消費量及び圧力損失は，原則として表示された数値以下とする。

(１)機器類の能力，容量等は指示された数値以上とする。

特定の施設

　施工中に事故が発生した場合には，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する「事故報告書」を指示する

８．発生材の処理

１．０（１．０）

１．５（２．０）

重要機器

３．施工計画書および

施工図等

（ウ）その他発生材の処分を行う施設

（ア）特別管理産業廃棄物

・消火設備

・換気設備

・排煙設備

・自動制御設備

・給水設備

・衛生器具設備

・排水設備

・給湯設備

・さく井設備

・浄化槽設備

・昇降機設備

・　空気調和

・　局所式　　　　　　　・　中央式

４．排煙風量測定方式

２．排煙口の形式

１．ダクト

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

・　直接暖房

・　温風暖房

・　スプリンクラー　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　不活性ガス消火　　・　泡消化

・　屋内消火栓　　　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　連結送水管　　　　・　屋外消火栓

・　温水暖房　　　　　・　

１．５（１．５）

(１)一般 (２)地中埋設部

主機械室：

（　　　　　　　　　）

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　カラー亜鉛鉄板　　　　　・　

・　アルミガラスクロス

・　ステンレス鋼板

居室・廊下など

倉庫・書庫

各階機械室

主機械室

屋
内

露
出

(４)消火管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

(３)油　管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

(２)ガス管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ

ほか，屋外埋設管の分岐及び曲がり部に設置する。

(１)給水管　　・　地中埋設標　　・　埋設用表示テープ
表示用テープ

・　根切り土の中の良質土（ただしヒューム管以外の管の周囲は山砂の類）　・　山砂の類

屋
内

露
出

（　　　　　　　　　）

倉庫・書庫

各階機械室

主機械室

居室・廊下など

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　アルミガラスクロス　　　・　

・　ステンレス鋼板 ・着色アスファルトプライマー

・

・　アルミガラスクロス

・　合成樹脂製カバー　　　　・　

15．支持及び固定

０．４（０．６）

（２）保温を行わない居室・便所・給湯室及び屋外の露出配管（鋼管）には塗装を行う。

（１）屋外・屋内露出の配線は，図面に特記のない限り金属管配線とする。
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夏期

冬季 ℃

℃

温度(DB)

％

％

湿度(RH) 湿度(RH)温度(DB) 湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

１．設計温湿度

℃

℃成行き ％

％

一　般　系　統
外　　　　　気

コンピューター室系統

２４℃

２４℃

４５％

４５％

取付箇所は図示による。２．ばい煙濃度計

３．煙　突 ・　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　㎜、高さ　　　ｍ以上）

４．煙　道

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による。）５．ダクトの区分

(３)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

ける。なお点検口の大きさは図示による。

(１)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。８．チャンバ

６．長方形ダクトの工法 ・　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法　（　・　共板　　・　スライド）

７．風量測定口 取付け場所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

９．防煙ダンパ

　（煙道径が４００ｍｍを超えるものには，掃除口に蝶番を取り付ける。）

放流先　　　汚　水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽）

・　都市ガス　種別（　　）　　　　　ｋＪ／ｍ３（Ｎ）（供給圧力　　Ｐａ）　　・　液化石油ガス

７．残土処理

（１）建設リサイクル法の規定に基づく通知義務等の該当　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（２）フロンガス回収破壊法の規定に基づく措置の該当　　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（３）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

　　　こと。

（イ）特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設

・　なし　　・　あり　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリートガラ等の安定型の産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　木くず等の管理型の産業廃棄物　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリート　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリート及び鉄から成る建設資材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

（２）横走り主管の振れ止めは端部も行うこと。

（１）ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナット及び屋外の配管に使用する支持金物はステンレス製

・　既存のコンクリート部の床，壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

一般機器

注（１）設置場所の区分は標準仕様書による。　注（２）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

設置場所

中層階

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書および施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

上層階、屋上及び塔屋

（ＳＵＳ３０４）とし，ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

・　ダクトの保温の外装は下記による。内装は（・　ロックウール　・　グラスウール）

・　配管の保湿の外装は下記による。内装は（・　ロックウール　・　グラスウール　・　ポリスチレンフォーム）

土中埋設の鋼管（ステンレス鋼管及び外面被覆鋼管は除く）及び金属製継手類（砲金製弁・継手を含む）にはペ

屋内（調整目標値）

・　屋外露出　　　　・　居室　　　

・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（１．６ｍｍ以上）

11．弁　類 ・　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

21.塗装

(１)ガスボンベ　　・　借用　　　・　買い取り　　　　（ ・ １０ｋｇ　・ ２０ｋｇ　・ ５０ｋｇ　　１０本 ）

（２）特記事項は,・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

また，設備機材は，設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の

の写しを監督職員に提出して，承諾を受ける。なお，標準仕様書に規定される製作図，試験成績表等を含む。

　工事の着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

(２)空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには，点検口を設

・　煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ，３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。　・　図示による。

（１）下記部位に使用する，外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

屋外露出，多湿箇所

・　アスファルトプライマー

屋内隠ぺい，ＰＳ内

・　主機械室は下記の室とし，他は各階機械室とする。

　地中埋設標及び埋設用テープは，下記により屋外埋設部分に布設する。なお，地中埋設標の設置場所は図示による

（１）配管等の支持および固定は，公共建築工事標準仕様書による。

（２）天井内隠ぺいの配線は，図示に特記がなければケーブル配線とする。

(２)ガスメーター　親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事とする。

親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事

図示の箇所に取付け，満水試験を行うこと。

（１）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　・　行わない　　・　行う

（２）屋内露出冷却水配管の塗装（居室は除く）は　・　行わない　　・　行う

屋内隠ぺい，ＰＳ内

屋外露出，多湿箇所

（４）廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し，場外搬出の上，適切に処分する

２．０（２．０）

・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

測定箇所は，監督職員の指示による。

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

・　全空気方式　　　　・　ファンコンベクター，ダクト併用方式

・　全空気方式　　　　・　ファンコイルユニット，ダクト併用方式　　　　・　パッケージ方式

※　特記されていない弁等のサイズは，機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

(１)復帰方式　　　・　遠隔式（電気式（定格入力ＤＣ２４Ｖ，０．７Ａ以下）

・　ガス事業者の規定による　　　・　ガス事業者の規定による

・　　　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管

・　　　　　　　　　　　　　　　・　

 ・　亜鉛鉄板　・　ステンレス鋼版（ＳＵＳ３０４）（板厚は高圧ダクトによる）

４. 厨房用排気ダクト工法　 ・　アングルフランジ工法　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．多湿箇所の排気ﾀﾞｸﾄ

５．厨房用排気フード (１)フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　　・　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

(２)フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

次の系統のダクトのシールは，標準図（施工４５，４６）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし，水抜き管を設ける。

３．厨房用排気ダクト

・　ワイヤー式　　　　　　　　　・　電気式（遠隔操作機能　　・　要　　・　不要）

(２)復帰動作　　　・　順送り

19．保　温 (１)建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む），仕様は冷温水管の項による。

(２)屋外露出配管の保温は，給水設備の項による。

(３)外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　　・　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　・　不要

(４)排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度保温する。（チャンバーボックスを含む）

(５)冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

20．電気工事の範囲 (１)地震感知器の配管配線　　　　　・　別途　　　・　本工事

(２)防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配線配管は

屋外　　　　　　・　保温化粧ケース（ＳＵＳ製）    ・　　　

屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし　　　・　　　　

・　別途　　　・　本工事

(６)高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　　　ｍｍとする。

15．オイルタンク

17．注油口及び指示ﾎﾞｯｸｽ

16．積算油量計

18．消音内貼り

（２）遠隔油用指示計　　　・　取付ける　　　・　取付けない

（１）オイルタンク本体は図示による。

標準図（機材　６　）による。

図示の箇所に取付ける（熱源機器等）。

（３）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

（１）施工箇所は図示による。

（２）内貼りチャンバー類の寸法表示は，外形寸法とする。

（３）計量尺は，青銅製，黄銅製又はアルミ製とし，１００リットル実測目盛刻印とする。計量口は錠付とする。

・　単独形　　　　　・　共用形（　・　　ローリーアース付）

14．瞬間流量計

12．鋼管用伸縮管継手

13．温度計

・　ベローズ形　　　　　　・　スリーブ形

・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管

・　パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

・　固定形（止水コック付）　　・　測定用タッピング（３２ｍｍピトー管流量計用）

　　着脱可能形の場合，その指示部（・　４０Ａ用　　個　　・　１００Ａ用　　個　　・　２５０Ａ用　　個）

・　着脱可能形（・　全数　・　図示による）

を付属する。

・　空気調和機，温風暖房機まわりの給気ダクト，還気ダクト及び外気ダクト

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

１．量水器

　・　５　・　６　・　７　・　９　・　１８　・　２１

16．支持金物・固定金具

17．埋戻し土・盛土

18．地中埋設標及び埋設

19．保　温

20．塗　装

21．防食処理

22．山留め

23．舗装工事

10．配管材料

(３）蒸気管（給気管）　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　

(２）冷却水管　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(１）冷温水管　　　　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(５）膨張管，空気抜き管，膨張タンクよりボイラ等への給水管

(４）油管，油用通気管（一般）　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　　　　・　

一般の施設

・　機器の絶縁抵抗の測定　　　　　　　・　水圧調整

・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定　　　　・　初期運転状態の記録

・　風量調整　　　　　　　　　　　　　・　水量調整　　　　　・　室内外空気の温湿度測定

(１)屋内汚水管１．配管材料 (２)屋内雑排水管 (３)屋外土中汚水，雑排水管

・　排水用塩ビライニング鋼管

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ)

・　耐火二層管（ＶＰ）

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ)

・　排水用塩ビライニング鋼管

・　排水用塩ビライニング鋼管

(４)土間配管用

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ)

(５)通気管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　耐火二層管（ＶＰ） ・

(６)ポンプアップ排水管

１．厨房機器類

(３)二酸化炭素用

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管）（Ｓｃｈ８０）

１．配管材料 (１)一　般

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

(２)地中埋設部

・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

４．保　温

１．配管材料

・　保温付被覆銅管

２．弁　類

＜膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。＞

給水設備の当該事項による。

３．湯沸器の排気筒 厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

(１)呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　・　フランジ接合方法

５．ステンレス管の接合

(１)屋外露出管については給水管に準ずる。

(２)充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　・　施工しない　・　施工する

(３)消火配管の保温　　　　屋内消火栓　　　　・　施工しない　・　施工する

(２)消火器収納箱　仕様　・　材質 ・ 数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(１)消火器　　　　種別　・　数量　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．屋内消火栓種別

・　ＪＩＳ１０Ｋ　　　　　・　ＪＩＳ２０Ｋ３．消火栓開閉弁

４．保　温

５．消火器類

５．埋設深さ (１)一般敷地内（　　　　ｍ以上）　　　(２)敷地内車両道路（　　　　ｍ以上）

(３)公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

６．その他 配管工事は，原則としてガス供給事業者の責任施工とする。　　　供給事業者名（　　　　　　　　　　　　　）

４．ガス漏れ警報器 図示の場所に取付ける　　（　・　分離形　　　・　一体形　）　　　・　別途電気工事

外部出力端子　　　　　　（　・　あり　　　　・　なし　　）

・　容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

・

・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　

・

・

・　ポリエチレン管

・　塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

(３)屋外土中用

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）４．不凍水栓柱

(１)一般用・屋外露出３．配管材料

２．量水器桝

(１)量水器桝内の保温を行う。

(１)一般敷地内（　０．３　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　０．６　ｍ以上）

(３)公道部分（　・　水道事業者及び道路管理者規定による　）

湯沸室，台所，厨房用水栓は泡沫式とする。

(１)屋内（　・　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　・　耐寒水栓　・　一般水栓　）

耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要

本工事に　　　・　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない

厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ，呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

(２)その他の部分　・　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

(１)水道直結部分　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

５．弁　類

６．給水栓

７．埋設深さ

８．保　温

９．埋設弁開閉用ハンドル

10．水道加入金等

(１)呼び径６０ＳＵ以下　ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

（２）呼び径７５ＳＵ以上　　・　溶接接合　　・　ハウジング形管継手による接合　　・　フランジ接合方法

11．ステンレス管の接合

給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし，器具接続部分を除く。12．その他

(１)親メーター　　　・　措用　　　・　買取り　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）　

(２)子メーター　　　・　買取り　　　　　　　　　　（隔測メーター　・　有　　・　無）

２．便器洗浄用タンク ・　手洗なし　　　　　　・　手洗付

３．小便器自動洗浄 ・個別感知方式とする。（　・　小便器一体型　　・　小便器分離型）

４．器具付属水栓

１．大便器洗浄弁 ・　洗浄タンク方式　　　・　洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

５．自動水栓 ・　電源供給方式（ＡＣ１００Ｖ）　　　・　乾電池　　　・自己給電

固定こま式（節水こま式）とする。

７．大便器耐火カバー

６．温水洗浄便座加熱方式 ・　瞬間式　　　　　　　・　貯湯式

・設ける（ピット内を除く）

一階及び地下層

雑排水　　（・　下水道直放流　　・　浄化槽　　　・　側溝　　・　別途桝）

・　その他（　　　　　　　　　　）　

スプリンクラー　　・　施工しない　・　施工する

・　木　　　　材　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　アスファルトコンクリート　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（還水管）　　　　 ・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）　

(６）空調用排水管　　　　　　　・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）カラー　　　・　結露防止層付硬質塩化ビニル管　

(１)材料  　　　・　ＲＣ　　・　硬質塩化ビニル　　　・　ポリプロピレン　　　・　ＳＣ

・撤去工事（散水設備）

１．０（１．５）

・　別途　　　・　本工事　　　・既設

(３)材質（天幕とも）　　　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板（ＳＵＳ４３０又はＳＵＳ３０４）

３．排煙口開放装置

(１)親メーター用　　・　水道事業者の指定品　　　・　標準図

(２)子メーター用　　・　標準図　　　　　　　　　・　水道事業者の指定品

・ 県マーク，流体名入りおよび樹脂製ふたは原則としてＳＵＳチェーン付

（２）厨房機器据付要領は，標準図施工による。

(４)転倒防止等　　・　ボルト，チェーン等はＳＵＳ製とする。

(３)集合装置　　　・　標準図による（　　　　本組）

(２)屋外露出配管（弁フランジを含む）は，公共建築工事標準仕様書とし、

・　易操作性１号消火栓　　・　２号消火栓　　・　広範囲型２号消火栓

なお，当該手続きに係わる費用は，受注者の負担とする。

※　本工事に必要な工事用電力，水及び諸手続などの費用はすべて引渡しまで受注者の負担とする。

建築設協定期検査業務指導書（（財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５の（ｈ・(ｲ）・Ｘ）

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

・　粉末消火　　　　　　・　連結散水　　　　　　　・　フード等用簡易自動消火　　　　　　　　　・消火器

（機械設備工事編　平成３１年版）」（以下「標準仕様書」という。），同部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準
図（機械設備工事編　平成３１年版）」（以下「標準図という。）による。

一般機器

０．６（１．０）

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書２２章（舗装工事）による。

　（土中）　・　ポリエチレン被覆鋼管　　　　　　　　

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　・　

(７）冷媒管　　　　　　　 　　・　断熱材被覆銅管　　　 　　　　 　 　・　銅管　　　

・　標準仕様書，標準図による他，図示した箇所に取り付ける。（配管用はＬ形，ダクト用は円形）

　・　塩ビライニング鋼管（・ＶＡ　・ＶＢ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）　・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・　ポリ粉体鋼管（・ＰＡ　・ＰＢ） ・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

・　水道用ゴム輪形硬質ポリ塩化ビニル管

・　水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・　　　　　　〃　　　　　　　（ＨＩＶＰ）

・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

・　耐火二層管（ＶＰ）
・　排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・　硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

・　ポリ粉体鋼管（ＰＤ）

（１）図示による（材質などは標準仕様書による）。ただし，寸法は参考とする。

・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＧＰ－ＰＳ）

・　ポリエチレン被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＰＳ）

・　外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ＶＳ）

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　・　耐熱性ライニング鋼管　　・　銅管　　・　被覆銅管

台所流し等の床上露出部分の排水管は、硬質ポリ塩化ビニル管でもよい。

図面に特記のない場合は下記によるほか標準仕様書第２編による。ただし，各工事種目で別に指定されたものは除く。

・厨房機器設備

・ガス設備

５０％

　　（ＲＥＰ－ＶＵ）
・

・　日本下水道協会（ＪＳＷＡＳ）　　・　プラスチック・マスマンホール協会（ＰＭＭＳ）

本工事着手前に機器製作図を提出し，監督職員の承諾を受ける。

１．機　材　等

　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

０．６（１．０）

１．０（１．５）

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本産業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

１．０（１．５）

１．５（２．０）

２６℃

２２℃

仮設校舎

・その他工事

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

撤去一式

に対して，つり合おもりが枠から脱落しないようにした構造とすること。

（３）地域係数は１．０とする。

（４）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し，据付又

（６）昇降機のつり合おもりブロックの脱落防止は，十分な強度を有する方法で固定し，水平鉛直方向の地震力

（５）重要機器類（高置タンク，受水タンクは機器表による。）

（２）本工事の施設は（・　一般の施設　・　特定の施設）とする。

・　末端水栓の水質測定　　　　　　　　・　し尿浄化槽放流水質の測定

設計用標準水平震度（Ｋｓ）

総合研究所・独立法人建築研究所監修２０１４年版）による。

総合試運転調整等の項目

※　本工事において下記の項目の総合試運転調整等を行い，報告書を提出する。　　

機器，配管等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け又は支持を行う。

※　電線及びケーブルの規格は標準仕様書による。

９．総合試運転調整等

10．容量等の表示

11．耐震措置

12．弁等のサイズ

13．電線類

ＶＢ：水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６ 屋内一般・屋外露出

地中・土間ＶＤ：水道用内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管 ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

地中・土間ＶＰ：硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

屋内一般ＴＰ：耐火二層管（ＶＰ） 国土交通大臣認定品

屋内一般

ＶＰ：硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ 地中・土間

ＴＰ：耐火二層管（ＶＰ） 国土交通大臣認定品

地中ＶＰ：硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

屋内露出ガス会社指定ＳＧＰ：配管用炭素鋼鋼管（白）

屋外露出ＣＧＰ：カラー管 ガス会社指定

地中ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６ＶＤ：水道用内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管

屋外露出・屋内一般ＪＩＳ　Ｈ　３３００ＣＵＰ：冷媒用被覆銅管（Ｌ）

屋内一般

ＶＰ：硬質塩化ビニル管（カラー） ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ 屋外露出

ＡＣＶＰ：結露防止層付硬質塩化ビニル管

給水栓

混合水栓

ＧＶ：５０Ａ以下青銅製

ＣＶ：５０Ａ以下青銅製

ＢＡＶ：６５Ａ以上アルミ製バラフライバルブ

チャッキバルブ ＣＶ：６５Ａ以上ナイロンコーティング製

ＦＪ：ＳＵＳ製

ＦＪ：玉形ゴム製

ＣＯＡ：非防水形

ＶＣ：アルミ製

塩化ビニル製既成桝

塩化ビニル製既成桝

コンクリート製既設排水桝

矢部小学校仮設教室設置その他工事

３．建物概要

構　　　造 階　　数 延床面積(㎡) 建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一

に よ る 用 途 区 分 備　　　考建　物　名　称

仮設校舎 Ｓ造 ２階 ７項

神奈川県横浜市戸塚区矢部町１６９８

288.38541.76

屋　　　外

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

〇
　
換
　
気
　
設
　
備

〇
　
排
　
煙
　
設
　
備

〇
　
自
動
制
御
設
備

●
　
衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

●
　
　
給
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

●
　
　
排
　
　
　
水
　
　
　
設
　
　
　
備

〇
　
給
　
湯
　
設
　
備

〇
　
消
　
　
火
　
　
設
　
　
備

〇
厨
房
機
器
設
備

●
　
　
ガ
　
　
　
ス
　
　
　
設
　
　
　
備

G

トロラタム系防食テープ及びプラスチックテープによる防食処理を行う。（埋設配管は原則として，防食処理不要

の管材とする。）

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き，掘削の深さが１．５ｍを超える場合

には，山留めを行うものとする。

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:---
A3:---

M-01

機械設備　特記仕様書2024.03.15



150V;2.0m
外壁配管

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A3:1/600
A1:1/300 配置図

本校舎

プール

グランド

体育館

Ｎ

配置図　S.1/300

4,000

6
0
0

K
BM
±

0
(ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ)

+3
0
0

1,700

既存給水管50Aより分岐取出し

渡り廊下

仮設校舎

渡
り

廊
下

天
井

配
管

50
A

①

③
②

④
⑤

⑥⑦⑧

M-02

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

200φ

桝の径

1

2

3

4

5

6

汚水桝

接続桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

記号 桝種類

ｍ

桝間距離

ｍｍ ｍｍｍ

高さ

設計GL

ｍｍｍ

桝蓋形式 桝形状

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

既存蓋

中耐蓋

備　考

150V;1.0m

150V;0.5m

150V;1.0m

150V;1.1m

150V;5.0m

150V;6.9m

汚水桝

汚水桝

7

8

9

10 接続桝

200φ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

既存蓋 既存蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

中耐蓋

既存桝移設改修

現状地盤 実管低
設計GL

管低

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

450

470

490

510

530

610

720

汚水桝リスト　汚水配管の勾配；150A＝1.5/100

50FJ

150V;5.0m
800

1,330 1,330既存桝

⑨

⑩

既存排水桝
900φ-133H

150V;15.0m
1,040

2023.03.15



工 事 名 矢部小学校仮設校舎設置その他工事横浜市教育委員会事務局

A1:1/100 衛生設備　１階平面図・２階平面図図面名称年月日 縮尺 A3:1/200
完 成 図 面設　　　計　　　者 施設番号 棟番号 図面枚数 図面番号年 度 種 類

有限会社宮本建築設計事務所
M-03一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Ｎ

普通教室普通教室

1

23

23

1

11

DN

図書室 相談室

5

9

15

20

10

15

20

10

DN

階段室

扇風機

扇風機

外階段

DN

外階段屋根

照明

下足入

廊下

扇風機

電気盤

65.25㎡65.61㎡

男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ

130.86㎡ 39.15㎡

２階平面図  S=1/100

１階平面図  S=1/100
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0
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5
0

5
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3150 2250

5400 3650

2
2
00

7
2
50

90009050

94
5
0

27100

50

1100

50

50
50

5400 3650

22
0
0

72
5
0

18050985

防虫網50

20,50TP20,50TP

50TP

詳細図参照

詳細図参照

防火区画貫通処理

5

9

15

20

10

10

1

1

UP

UP

+230

倉庫

廊下

扇風機

扇風機

扇風機

扇風機

渡り廊下

12
00

2
40

0
36

5
0

2
2
00

防火区画貫通処理 渡り廊下天井配管；50VB

50FJ
以下配置図参照

以下配置図参照室外機置場

2024.03.15



洋風大便器（ロータンク式）

25
4
0

25

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類 図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

1

23

5

9

15

20

10

25

50TP

100COA

50TP

100COA

100COA

75TP

50TP

65TP

50TP

6
5
TP

75TP

40
40

2
5

20

10
0T

P

10
0T

P

1
0
0T

P

80COA

75
TP

50

50
TP

65TP

屋外排水配管；建築工事

渡り廊下天井50

20GV
50GV

防火区画貫通処理
50

防火区画貫通処理

（PS060WL-1229）

衛生設備　トイレ平面詳細図
A3:1/100
A1:1/50

器　具　表　

器具名称

床置小便器

掃除用流し

化粧鏡

横水栓

国交省記号 仕様及び付属品

Ｃ１２００Ｒ

Ｕ５１０

Ｌ４１０

Ｓ２１０

ー

１３－Ｆ７

2

1

普通便座、紙巻器（樹脂製）、その他標準付属品一式

自動ＦＶ（乾電池）、その他標準付属品一式

給水戦、Ｐトラップ、リムカバー、その他標準付属品一式

４５０×６００

吐水口回転式　１３Ａ

レバー式立水栓、止水栓、Ｐトラップ、その他標準付属品一式

CS670B+SH670BA+YH702

UFH507CR+TEA62ADR

YM4560A

T200SNR13C

SK22A+T23AEQ20C+T37SGEP

+TK22

（同等品以上とする）

参考品番

4

4

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

廊
　
　
　
下

備考

3

4

1

6

M-04

２階平面詳細図  S=1/50１階平面詳細図  S=1/50
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3,150 2,250

2,650 500

X12 X13X11X10

Y0

Y1
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Y5

5025

防火区画貫通処理

2
0

40TP

40TP

10
0T

P

100COA
40TP

40TP男子トイレ

女子トイレ

SK

カウンタ－洗面器 L531+TJG09301J+TLDP2105J 3 3 6

3 3 6

6

２
階

１階

廊
　
　
　
下

3

2024.03.15



1.51kW

制御線;CVV-1.25ロ

③

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

Y1

Y0

Y2

Y3

Y4

Y5

X1X0 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15

5

9

15

20

10

10

1

1

UP

UP

倉庫

1

23

23

1

11

DN

図書室 相談室

5

9

15

20

10

15

20

10

DN

階段室

扇風機

扇風機

扇風機

扇風機

扇風機

外階段

DN

外階段屋根

照明

渡り廊下

下足入

廊下

扇風機

電気盤

130.86㎡ 39.15㎡

２階平面図  S=1/100

１階平面図  S=1/100
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D

D

D

D

D

D

D

D D

D

R R R R

RR

R

R

R

R

R R

R

DR D D

D D DR

①②③

④ 30A 30A 30A

30A 30A 30A④

①

浸透桝;100φ×500H

普通教室普通教室

65.25㎡65.61㎡

男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ

浸透桝;100φ×500H

廊下

室外機置場

+230

扇風機

防火区画貫通処理

防火区画貫通処理

防火区画貫通処理防火区画貫通処理防火区画貫通処理

Ｎ

機 器 名 称
相 電圧

電　　　　　気
台数 備　　　　　考

消費電力
設 置 場 所 機　器　概　略　仕　様

形 式 2001天井カセット型４方向吹き出し

連絡制御線共

重量=(内)19.6kg

形 式 2001天井カセット型４方向吹き出し

連絡制御線共

重量=(内)25.5kg

形 式 200屋外設置型

コンクリ-ト基礎建築工事

連絡制御線共

 １組

 ２組

空 調 機 器 リ ス ト

記 号

（屋内機）

（屋内機）

（屋外機）

マルチエアコンG H P - 1

GHP-1-1

GHP-1-2

マルチエアコン

マルチエアコン

屋外機設置場所

２ 階 相 談 室

１ 階 普 通 教 室

配　　管；冷媒=(12.7φ+6.4φ),25VP

付 属 品；化粧パネル，ドレンＵＰ，付属品一式

配　　管；冷媒=(12.7φ+6.4φ),25VP

付 属 品；化粧パネル，ドレンＵＰ，付属品一式

重量=(外)730kg，

冷房能力；71.0kW　　暖房能力；80.0kW

1 １組 参考型番：U-GH710U1D

（パナソニック）

防振ゴム，防振架台共

消費電力；エンジン=2,488L

配　　管；冷媒=(28.6φx15.9φ),25VP

付 属 品；他付属品共

冷房能力；9.0kW　　暖房能力；10.0kW

消費電力；FAN=（内）90W

85W 参考型番：S-G90UT1

防振天吊金物（パナソニック）

２ 図 書 教 室  ２組冷房能力；16.0kW　　暖房能力；18.0kW

消費電力；FAN=（内）90W

110W 参考型番：S-G160UT1

注）仕様，型式は参考製番とする。

RRR

制御線;CVV-1.25ロ

リモコンリモコン×2

制御線;CVV-1.25ロ

制御線;CVV-1.25ロ

R リモコンR リモコン

制御線;CVV-1.25ロ 制御線;CVV-1.25ロ

制御線;CVV-1.25ロ

制御線;CVV-1.25ロ

防振天吊金物（パナソニック）

15.9φ+9.5φ

冷媒配管口径

19.1φ+9.5φ

28.6φ+15.9φ

①

②

③

④

22.2φ+12.7φ

20GC G

プロパン庫

露出配管

横浜市教育委員会事務局

図面名称

矢部小学校仮設校舎設置その他工事

設　　　計　　　者

年月日 縮尺

工 事 名

施設番号 棟番号
完 成
年 度

図 面
種 類

図面枚数 図面番号

有限会社宮本建築設計事務所
一級建築士　建設大臣登録第276545号　宮本昌彦

A1:1/100
A3:1/200

M-05

空調設備　１階平面図・２階平面図2024.03.15


